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この本の読みかた 


本書は、次の7つの章と付録で構成されています。 

奇数ページの右端と偶数ページの左端には、各章のマークをつけてあります。 
マークは章ごとに一段ずつ下げてあるので、目的の章を検索するときにご利用 
ください。 


1章パソコンの基本操作を覚えよう 


パソコンの各部の名前から始まり、パソコン本体に用意されているポタン 
やス□ット、さまざまな機能について説明しています。 


2章ネットワークの世界へ 


パソコンを外の世界と結ぶネットワーク。世界中と結ぶインターネットか 
ら、家族と結ぶ LAN まで、各ネットワークについて説明しています。 


3章周辺機器を使って機能を広げよう 


パソコン本体に用意されているコネクタにいろいろな機器をつないで、機 
能を広げることができます。本パソコンにはどんなコネクタが用意されて 
いて、どんな機器が接続できるのかを説明しています。 


4章バッテリ駆動で使う 


屋外やテラスなど、電源コンセントがない場所で使用するために、本バソコ 
ンにはバッテリ駆動の機能が用意されています。バッテリ駆動で使用する 
ための充電方法や、バッテリの交換手順を説明しています。 


5章システム環境の変更 


ノ r ノコンのシステム構成を変更する BIOS セツトアツプの操作方法を説明 
しています。 


6章パソコンの動作がおかしいときは 


なんだか動きがおかしい、故障？と思うようなとき、また使用上困ってし 
まってどうしようもないときなどのトラブル解消方法を紹介しています。 


フ章お問い合わせされるときは 


本製品に用意されているアプリケーションなどのお問い合わせ先を掲載し 
ています。 


付録 


本製品を使用するにあたってのお願いと、技術基準適合、無線 LAN など 
について記しています。 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使うために重要な事項が、付属の冊子『安心してお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、し)つでも見られるようにお手元に大切に保管してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


MM 記号の意味 


△危険 

“取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷 （* i ) を負う 
ことがあり、その切迫の度合いが高いこと"を示します。 

△警告 

"取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷 （* i ) を負う 
ことが想定されること”を示します。 

A 注意 

"取扱いを誤った場合、使用者が傷害（*2)を負うことが想定 
されるか、または物的損害（*3)の発生が想定されること”を 
爪しよさ 〇 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし 
い内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示します。 

£3 メモ 

知っていると便利な内容を示します。 

役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合…「」 

ほかのマニュアルへの参照の場合…『』 

パソコンで見るマニュアルへの参照の場合…《》 

《パソコンで見るマニュアル（検索）： XXXX 》 と書いている 
場合、《パソコンで見るマニュアル》の[キーワード検索]に 
「 XXXX 」 を入力すると、目的のページを検索できます。 
パソコンで見るマニュアルにはさまざまな情報が記載されてい 
ます。 


* i 重傷とは、失明やけが、やけど（高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るものおよび治療に 
入院 • 長期の通院を要するものをさします。 

* 2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが • やけど_感電などをさします。 

*3 物的損害とは、家屋_家財および家畜_ぺット等にかかわる拡大損害をさします。 
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mm 用語について 


本書では、次のように定義します。 


システム 

特に説明がない場合は、使用しているオペレーティングシステム (0 S ) を示します。本製品 
のシステムは Windows Vista です。 


アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプリケーションソフトウェアを示します。 

Windows Vista 

特に説明がない場合は 、 Windows Vista ® Home Premium または Windows Vista ® Home 
Basic を示します。 

パソコンで見るマニュアル 

パソコン上で見ることのできる、電子マニュアル「パソコンで見るマニュアル」を示します。 
デスクトップ上の[おたすけナビ]アイコンをダブルクリック—[パソコンで学ぶ]ボタンを 
クリックして起動します。 

ドライブ 

DVD スーノマルチドライブを示します。 

詳細について n 章 □ CD や DVD を使う」 

巳 luetocrth モデル 

巳 luetooth 機能が内蔵されているモデルを示します。 

ご購入のモデルの仕様については、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U — ズ 
をお使いのかたへ』を確認してください。 


mm 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目があります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「****シリーズのみ」な 
どのように注記します。 

• インターネット接続については、ブロードバンド接続を前提に説明しています。 

• アプリケーションについては、本製品にプレインストールまたは内蔵八ードディスクや付属 
の CD / DVD からインス!ルしたバージョンを使用することを前提に説明しています。 

• 本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合があります。 

•本書をはじめとする取扱説明書では、コント□—ルパネルの操作方法については、「コント 
□—ルパネルホーム」に設定していることを前提に記載しています。「クラシック表示」に 
なっている場合は、「コント□ールパネルホーム」に切り替えてから操作説明を確認してく 
ださい。 


コント□—ルパネルホームとクラシック表示 
《パソコンで見るマニュアル（検索）：コント□—ルパネル》 
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WiU Trademarks | 

• Microsoft 、 Windows 、 Windows Media 、 Windows Vista 、 Excel 、 Outlook 、 
PowerPoint は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel 
Corporation またはその子会社の商標、または登録商標です。 

•巳 eatJam 、 ラベルマイティは、株式会社ジャストシステムの登録商標です。 

•巳 eatJam 、 ラベルマイティ5 [セレクト版]は、株式会社ジャストシステムの著作物であ 
り、著作権、その他の榷利は株式会社ジャストシステムおよび各榷利者に帰属します。 

• MagicGate 、 メモ 1 」ースティック、メモ 1 」ースティック□ゴ、メモ U — スティック Duo 、 
メモ U _ スティック PRO 、 メモリースティック PRO Duo は、ソニー株式会社の商標です。 

• SD ロゴは商標です。 （■») 

• SDHC □ゴは商標です。 （ g ) 

* xD - ピクチャーカード™は、富士写真フイルム株式会社の商標です。 

•巳 luetooth は、その商標権者が所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 

• i . LINK 、 i . LINK ロゴは商標です。 

• LaLaVoice 、 ConfigFree 、 おたすけナビは、株式会社東芝の登録商標または商標です。 

• 「駅前探険倶楽部」、「駅探」は登録商標です。 

• Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米 
国ならびに他の国における商標ならびに登録商標です。 

• Ulead および Ulead □ゴ 、 DVD MovieWriter、Corel Paint Shop Pro Photo 、 Snapfire 、 
Corel の商品名および□ゴは 、 Corel Corporation またはその関連会社の商標または登録商 
標です。 

• McAfee 、 SiteAdvisor 、 VirusScan およびマカフィーは米国法人 McAfee , Inc . またはそ 
の関係会社の登録商標です。 

• Napster、Napster To Go、Napster Basic、Napster a la carte は、 Napster , LLC の 
商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• プ□アトラスは、株式会社アルプス社の登録商標です。 

• Java はサンマイク□システムズ社の米国および他の国における登録商標または商標です。 

• Google ッールバー、 Google デスクトップは Google Inc . の登録商標です。 

• Flip 巳 00 k 、 FlipViewer は E-Book Systems , Inc . の登録商標です。 

• TAITO MEMORIES 〜 Limited selection 〜は株式会社タイ I -- の登録商標です。 

•「アイフィルター / i - フィルター®」は、デジタルアーツ株式会社の商標です。 

• So - net . ソネット、および So - net の□ゴはソネットエンタテインメント株式会社の商標、 
または登録商標です。 

• 「まいにちがたからもの」は旺文社の登録商標です。 

取扱説明書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社が商標および登録商標として使用している場 

合があります。 
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d プロセッサ （ cpu ) に関するご注意 

本製品に使われているプロセッサ ( CPU ) の処理能力は次のような条件によって違いが現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプタを接続せずバッテリ駆動にて本製品を使用する場合 

• マルチメディアゲームや特殊効果を含む0央像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、もしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造形に使用するソフト（例えば、運用に高性能コンピュータが必要に設計されている 
デザイン用アプリケーションソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧が低い高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1,000メートル （3, 280フィート）以上をお考えください。 

•目安として、気温5〜 30 °C (高所の場合 25° C ) の範囲を超えるような外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更が生じる場合、 CPU の処理能力が実際には仕様と異なる場合 
があります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合があります。これは、 
当社が推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品が使用された場合、お客様のデー 
夕の喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。なお、 
このようにデータの喪失、破損の危険がありますので、必ず定期的にデータを外部記録機器に 
て保存してください。また、プロセッサが最適の処理能力を発揮するよう、当社が推奨する状 
態にて本製品をご使用ください。 

■ 64 ビットプロセッサに関する注意 

64ビット対応プロセッサは、64ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
64ビット対応プロセッサは以下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

• 64 ビット対応の 0 S (オペレーティングシステム）がインス!ルされている 

• 64ビット対応の CPU / チップセットが搭載されている 

• 64ビット対応の BIOS が搭載されている 

• 64ビット対応のデバイスドライバがインス I ルされている 

• 64ビット対応のアプリケーションがインス I ルされている 

特定のデバイスドライバおよびアプリケーションは64ビットプロセッサ上で正常に動作しない 
場合があります。 

プレインストールされている 0 S が、64ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S がプレインストールされています。 

このほかの使用制限事項につきましては取扱説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサボート01 20-97-1 048にお問い合わせください。 
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mm 著作権について 


音楽、映像、コンピュータ•プログラム、データべースなどは著作権法により、その著作者お 
よび著作権者の権利が保護されています。こうした著作物を複製することは、個人的にまたは 
家庭内で使用する目的でのみ行うことができます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこ 
れを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを行 
うと、「著作権侵害」「著作者人格権侵害」として損害賠償の請求や刑事処罰を受けることがあ 
ります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のうえ、適切な使用を心 
がけてください。 


MM リリース情報について 


「 uu —ス情報」には、本製品を使用するうえでの注意事項などが記述されています。必ずお読 
みください。次の操作を行うと表示されます。 

①[スタート]ボタン—[すべてのプログラム]—[はじめに]— [ UU — ス情報]を 
クリックする 


■[■使い終わったとき 

パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモリに保 
存して一時的に中断する方法があります。この機能を、「スリープ」と呼びます。 

スリープ機能は、次に電源スイッチを押したときに素早く中断したときの状態を再現すること 
ができます。その場合スリープ中でもバッテリを消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数日以上使用しないときや、付属の説明書で電源を切る手順が記載されている場合（増設 
メモリの取り付け/取りはずしや、パッテリパックの取り付け/取りはずし）などは、ス U — 
プではなく、必ず電源を切ってください。 

スリープ/電源を切る『準備しよう1章〇使い終わりと使いはじめ』 


mm お願い 

•本製品の内蔵八ードディスクにインス!ルされている、または付属の CD / DVD からイン 
ス I ルしたシステム （0 S )、 アプリケーション以外をインス!ルした場合の動作保証は 
できません。 

• Windows Vista Home Basic 搭載のモデルでは 、 Windows Vista Home Premium に搭 
載の一部の機能 （Windows Aero インタフェース、フリップ 3 D など）の機能はご利用にな 
れません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『準備しよう』に記載している手順以外の方法で、 
パーティションを変更 • 削除 • 追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊すおそれが 
あります。 

• 内蔵ハードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD からインス I ル 
したシステム （0 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。 
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•購入時に定められた条件以外で、製品およびソフトウェアの複製もしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いには注意してください。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、保守サービスに連絡してください。有償にてパスワードを解除します。 
HDD パスワードを忘れてしまった場合は、ハードディスクドライブは永久に使用できなく 
なり、交換対応となります。この場合も有償です。またどちらの場合も、身分証明書（お客 
様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 

• 本製品はセキュリティ対策のためのノ V ° スワード設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能を 
備えていますが、完全なセキュリティ保護を保証するものではありません。セキュリティの 
問題の発生や、生じた損害に関し、弊社は一切の責任を負いません。 

•本製品のセキュリティロック_ス□ットおよび接続するセキュリティケーブルは盗難を抑止 
するためのものであり、万一発生した盗難事故の被害について、当社は一切の責任を負いま 
せん。 

• 指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でも、個人差により指紋情報が少ないなどの 
理由で、登録•使用ができない場合があります。 

• 指紋認証機能は、データや八ードウェアの完全な保護を保証しておりません。本機能を利用 
したことによる、いかなる障害、損害に関して、一切の責任は負いかねますので、ご了承く 
ださい。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーザ使用許諾契約書』および 
『ソフトウェアに関する注意事項』をお読みください。 

•アプリケーション起動時に使用許諾書が表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、使用許諾書に同意しないと、アプリケーションを使用することはできません。一部のア 
プリケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、以降起動時に使用許諾書は表示されな 
くなります。リカバリを行った場合には再び使用許諾書が表示されます。 

•『東芝保証書兼お客様登録力ード』は、「東芝保証書」と「お客様登録力ード」を中央の切り 
取り線で切り離せます。「東芝保証書」は記入内容を確認のうえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーザ登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしております。本体 

付属の『お客様登録力ード』または弊社ホームページで登録できます。 

詳細について『準備しよう6章!!お客様登録の手続き』 

DU [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーザーアカウント制御]画面が表示された場合は、そのメッセージを注意し 

て読み、開始した操作の内容を確認してから、[続行]または[許可]ボタンをクリックしてく 

ださい。 

パスワードの入力を求められた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってくださ 

い。 
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■ パソコンの基本操作を覚えよう 


このパソコン本体の各部について、役割、基本の使いかたなどを説明 
しています。 


1各部の名称 _ 外観図 - . 12 

2ポインタを動かす/文字キーを使う 

—タッチパッドとマウスとキーポードー . 16 

3ハードディスクドライブ . 22 

4 CD や DVD を使5 -ドライブー . 25 

5画面を見やすく調整する—ディスプレイ- . 30 

6いろいろなメディアカードを使う 

—ブリッジメディアス□ッ I . 31 














外観図について 


本製品に表示されている、コネクタ、 LED 、 スイッチのマーク（アイコン)、およびキーボード 
上のマーク（アイコン）は最大構成を想定した設計となっています。ご購入いただいたモデルに 
よっては、機能のないものがあります。 



ディスプレイ 

OP .30) 


スピーカ 


0 RGB コネクタ 
OP .51) 



外部ディスプレイと接続して、 

パソコンの映像を外部ディス 
プレイに表示します。 

通風孔- 

ノ（ソコン本体内部の熱を外部に逃がす 
ためのちのです。 

ふさがないでください。 

4 USB コネクタ （：> P .49) 

USB 対応機器を接続します。 

0マイク入力端子 

《パソコンで見るマニュアル》を参照して 
ください。マイク□ホンを接続します。 

n へッドホン出力端子- 

《パソコンで見るマニュアル》を参照して 
ください。ヘッドホンを接続します。 


電源スイッチ • ボタン 

次頁の「_源スイッチ • ポタン」を確認してください。 

プ□ダクトパツジ 


『アシストシート』を参照してください。 

文字キーについては P .21 を参照してください。 


タッチパッド、右ボタン、 
左ポタン OP .16) 

パソコンを操作します。 

指紋センサ OP .69) 

システムインジケータ 

次頁の説明を参照してください。 


-シヨン 


( f ) ワイヤレスコミュニケ_ 

スイッチ OP .38、40) 

無線 LAN 機能または Bluetooth 機能のオン/ 
オフを切り替えるスイッチです。 

* 巳 luetooth 機能は日 luetooth モデルのみ 

■»參切ブリッジメディアスロット 

OP .31) 

SD メモリカード、メモリースティック、 
マルチメディアカード、 xD - ピクチャーカード 
などをセットします。 

is 4 oo i . LINK ( IEEE 1394) コネクタ 

《バソコンで見るマニュアル》を参照してください。 
ビデオカメラなど、 LLINK ( IEEE 1394) 対応機器 
を接続します。 

ボリュームダイヤル 

《バソコンで見るマニュアル》を参照してください。 

音量を調整します。 



各部の名称 

-外観図一 



ここでは、各部の名前と機能を簡単に説明します。 

それぞれについての詳しい説明は、各参照ページや各マニュアルを確認してください。 


パソコンの基本操作を覚えよう 1 
















































D 各部の名称一外観図一 


MM システムインジケータ 

システムインジケータは、点灯状態によって、パソコン本体がどのような動作をしているのか 
を知ることができます。 

/• \ 

(!) □ 0 □ 

\_ y 



DC IN LED 

電源コード接続の状態 

『準備しよう1章 D -^]- 電源に関する表示』 

6 

Power LED 

電源の状態 

『準備しよう1章電源に関する表示』 

□ 

Battery LED 

バッテリの状態際^ P .59 

0 

Disk LED 

八ードディスクドライブにアクセスしている 

mm P .22 

□ 

プリツジメディア LED 

プ U ッジメディアス□ットにアクセスしている 

P .31 


MM 電源スイッチ • ポタン 

パソコンで DVD を見たり音楽を聴いたりするとき、ボタンを使用すると簡単に操作することが 
でぎます。 



B ポタンの操作方法 _ 

操作するポタンを、指で押してください。押したポタンに割り当てられている機能を実行しま 
す。ボタンに割り当てられている機能は「東芝ポタンサボート」で変更できます。詳しくは、 
《パソコンで見るマニュアル（検索）：ポタン設定を変更する》を参照してください。 

I ポタン機能 


それぞれのポタンの機能は、《パソコンで見るマニュアル（検索） 
てください。 


ボタン操作一覧》を参照し 
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パソ n ンの基本操作を覚えよう 










































各部の名称 一外観図一 


2 


背面図 


r- □昼 PC 力ードスロット 

《パソコンで見るマニュアル》を参照して 
ください。 PC カードをセツトします。 


ドライブ OP.25) 

CD/DVD をセツトする装置です。 

今 US 巳コネクタ （：）P.49) 

USB 対応機器を接続します。 

品 LAN コネクタ- 

ADSL モデムなどを使うときに、 
LAN ケーブルを接続します。 
『準備しよう3章 □ [n n 
LAN ケーブルを接続する』を参照 
してください。 



D 為電源 コネク^ 

『準備しよう1章 □ B 
電源コードと AC アダプタを 
接続する』を参照してください。 


•OE セキュリティ□ック • ス□ット 

盗難を抑止するためのセキュリティケーブル 
を接続できます。 

セキュリティケーブルは、本製品に対応して 
いるものをご利用ください。詳しくは販売店 
などに確認してください。 

——0モジュラージャック 

ダイヤルアップ接続時、電話線を接続します。 
《バソコンで見るマニュアル》を参照してください。 


3 



厂②一□バツテリ.リリースラツチ （：）P.63) 

バッテリパックをバソコン本体からはずすときに使うラッチです。 



型番と製造番号 

ラベルに型番（機種名）と 
製造番号が記載されています。 


バツテリパック （：）P.58) 


0増設メモリス□ット〇 P.45) 」 

メモリを増設する場所です。 


① 〇 バッテリ安全□ック （：）P_63)」 

バッテリパックがパソコン本体から 
はずれないよ5にするためのスイッチです。 


COA ラベル 

本製品の 0S が正規の Windows であることを 
示すラベルです。 

はがしたり汚したりしないで<ださい。 


通風孔は、パソコン本体内部の熱を外部に逃がすためのものです。 
ふさがないで < ださい。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよう 






























D 各部の名称一外観図一 


△警告 

•必ず、本製品付属の AC アダプタを使用すること 
本製品付属以外の AC アダプタを使用すると電圧や （+) (_) の極性が異なっていること 
があるため、火災•破裂_発熱のおそれがあります。 

•パソコン本体に AC アダプタを接続する場合、必ず『準備しよう』に記載してある順番を 
守って接続すること 

順番を守らないと、 AC アダプタの DC 出カプラグが帯電し、感電または軽いケガをする場 
合があります。 

また、 AC アダプタのプラグをパソコン本体の電源コネクタ以外の金属部分に触れないよ 
うにしてください。 


A 汪思 

•お手入れの前には、必ずパソコンやパソコンの周辺機器の電源を切り、 AC アダプタの電 
源プラグをコンセントから抜くこと 

電源を切らずにお手入れをはじめると、感電するおそれがあります。 


=4^^|機器への強い衝撃や外圧について 

拳あらかじめ「付録 Q KM パソコン本体について」を確認してください。 


□電源コードの仕様 

本製品に付属の電源コードは、日本の規格にのみ準拠しています。 

使用できる電圧 （ AC ) は、 100 V です。 

必ず AC 100 V のコンセントで使用してください。 

* 取得規格は、電気用品安全法です。 

その他の地域で使用する場合は、当該国 • 地域の法令 • 安全規格に適合した電源コードを購入 
してください。 

□ AC アダプタの仕様 

パソコン本体裏面の、型番が記載してあるラベルに DC 電源の仕様が記載されています。ラべ 
ルの「定格電圧」「定格電流」と同じ数値が記載されている、付属の AC アダプタをご使用くだ 
さい。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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タッチパッドで操作する 


パ 
ソ 
コ 
ン 
の 
基 
本 
if 喿 
作 
を 
覚 
え 
よ 
う 


電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイになが表示されます。この矢 
印を「ポインタ」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインタ」を動かしながら 
パソコンを操作していきます。 

パソコン本体には、「ポインタ」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ポタン/右ボ 
タンがあります。 

タッチパッドと左ポタン/右ポタンを使ってポインタを動かし、パソコンを操作してみましよう。 
ここでは、タッチパッドと左ポタン/右ポタンの基本的な機能を説明します。 


• あらかじめ「付録 D— 


タッチパッドの操作にあたって 


■-タッチパッドの操作にあたって」を確認してください。 



■■矢印（ポインタ）を動かす 

操作を始める位置を示す矢印（ポインタ）は、タッチパッドに置いた指の方向に合わせて動き 
ます。指を上下左右に動かしてみましょう。 

指がタッチパッドの端まできてしまい、それ以上動かせなくなったときは、いったん指をはな 
してから、タッチパッドの中央に置き直して操作します。 























Q ポインタを動かす/文字キーを使う -タッチパッドとマウスとキーボードー 


アイコンを選択する 


アイコン、文字などを選択するには、ポインタを目的のアイコンや文字などの位置に合わせて、 
左ポタンを1回押します（クリック）。 

アイコンなどを選択すると、色が変わります。 

<クリックする前> 

ピクチヤ 

ファイルフカ W 



くクリックした後> 

R ? 1 ピクチャ 




役立つ操作集 


ダブルクリックする 

ダブルクリックすると、フアイルを開いたりアプリケーシヨンを起動でき 
ます0 

ポインタを目的の位置に合わせて、左ボタンをすばやく2回押します。 



右クリックする 

右クリックすると、メニューが表示され、そこから行 
いたいことをクリックして選択できます。ポインタを 
目的の位置に合わせて、右ボタンを1回押します。 



1； 


H<(0) 

ェクスプローラ(X) 
輯 E)„ 


送 S(N) 

切0取 0(T) 

コビ -(C) 

シヨートカットの作成⑸ 
Mtt(D) 

名明の変更 (M) 
プロパティ (R) 


ドラッグアンドド□ップする 

ドラッグアンドド□ップをすると、アイコンやウインドウを移動したり、 
複数の文字やアイコンを選択したりできます。ボインタを目的の位置に合 
わせて、左ボタンを押したまま①、別の指でタッチパッドを使ってポイン 
夕を動かします②（ドラッグ)。ポインタが目的の位置に移動したら、左 
ボタンから指をはなします③（ドロップ)。 



スク□—ルする 

スクロールとは画面を動かすことです。 

スクロールすると画面に表示しきれない部分を見ることができます。 

タッチパッドの右辺に指を置いて上下に動かすと、上下にスクロールします。 
タッチパッドの下辺に指を置いて左右に動かすと、左右にスク□—ルします。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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Q ポインタを動かす/文字キーを使う -タッチパッドとマウスとキーボードー 


K ■慣れてきたら 

慣れてきたら、左ポタンを使わなくても、次のような基本的な操作ができます。 


□クリック/ダブルクリック 

タッチパッドを1回軽くたたくとクリック、 
2回たたくとダブルク U ックができます。 



□ ドラッグアンドドロップ 

タッチパッドを続けて2回たたき、2回目は 
タッチパッドから指をはなさずに目的の位置 
まで移動し、指をはなします。 







タッチパッドの設定変更については、《パソコンで見るマニュアル（検索）：タッチパッドの設 
定》を参照してください。 


2 


マウスの使いかた 


* マウス付属モデルのみ 

マウスはタッチパッドの左ポタン/右ボタンと同じ働きをします。 

ご購入のモデルによっては、 USB 対応の光学式マウスが付属されています。 USB コネクタに 
接続して使用してください。 

マウスは、 Windows のセットアップが終わったあとに接続してください。 

マウスの接続について「3章0 USB 対応機器を使う」 

パメモ 

• USB 対応のマウスを接続したときに、タッチパッドによる操作が自動的に無効になるように設定する 
ことがでぎます。 

設定方法《パソコンで見るマニュアル（検索）：タッチパッドの設定》 


マウスを使ってポインタを動かしたり、クリック、ダブルクリックなどをしてみましよう。 




画面を スクロールできます。 

18 * モデルによって付属するマウスの形状が異なる場合があります。 


パソ n ンの基本操作を覚えよう 



















































Q ポインタを動かす/文字キーを使う -タッチパッドとマウスとキーボードー 



/K 注意 


• マウス底面の光学式センサーの赤い光を直接見ないこと 

目を痛めるおそれがあります。 


1マウスの持ちかた 

マウスを手のひらで包むように持ち、人さし指と中指を I ! 

各ボタンの上に置きます。 

1 

中指をボタン) 

\ 

■マウスをうまく動かすポイント 

/ 


マウスを動かす場所がなくなったときは、 いったんマウスを持ち上げ、マウスを動かせる位置 


に民します。 

•マウスパッドについて 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないものやマウスパッドの模様によっては、正常に動作しない場 
合があります。 

• マウスの使用場所 

マウスは平らな場所で使用してください。 

また、ガラスなどの透明な素材、鏡や光沢のあるビニールなどの光を反射する素材の上では 
使用しないでください。光学式センサーがうまく動作しない場合があります。 



ソ 

コ 

ン 

の 

基 

本 

Ji 

作 

を 

覚 

え 

よ 
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mm ポインタを動かす 


滑らせるようにしてマウスを上下左右に動かします。ポインタがマウスの動きに合わせて動き 
よ9 〇 
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Q ポインタを動かす/文字キーを使う -タッチパッドとマウスとキーボードー 


アイコンを選択する 


ポインタを目的の位置に合わせて、左ボタンを1回押し 
ます（クリック）。 




メモマウスについて 


アプリケーションによっては、ホイールを使ったスクロールに対応していない場合があります。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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Q ポインタを動かす/文字キーを使う-タッチパッドとマウスとキーボードー 


ます。 文字キーに印刷されている2〜6種類の 
文字や記号は、キーボードの文字入力の状態に 
よって変わります。 




左下- 


前面左- 






1 


や 



) 

-7 


V 

\ 

HOME 

1 





幻丄 


右下 


前面右 


キ_ポ_ドを使った文字や記号の入力操作の詳細については、『アシストシート』、 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：キ_ポ_ドの文字キーの使いかた》を参照してください。 
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左上 

ほかのキーは使わず、そのまま押すと、アルファベットの小文字などが入力できま 
す。1 SH / fr | キーを押しながら押すと、記号やアルファべットの大文字が入力でき 

よ d 〇 

左下 

ほかのキーは使わず、そのまま押すと、数字や記号が入力できます。 

右上 

かな入力ができる状態で1 SH / fr | キーを押しながら押すと、記号、ひらがなの促音 
(小さい「つ」）、拗音（小さい「や、ゅ、ょ」）が入力できます。 

右下 

かな入力ができる状態で押すと、ひらがなや記号が入力できます。 

前面左 

ア□—状態のときに押すと、カーソル制御キーとして使えます。 

前面右 

数字□ック状態のときに押すと、テンキーとして使えます。 


ーボー ドの文字 キーの 使いかた 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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内蔵の八ードディスクとデータをやり取りしているときは 、 Disk 0 LED が点灯します。 



USB 接続などの増設八ードディスクとのデータのやり取りでは 、 Disk 0 LED は点灯しません。 

八ードディスクに記録された内容は、故障や障害の原因にかかわらず保証できません。 

万一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 



3 |八ードディスクドライプ 


東芝 HDD プロテクションについて 


「東芝 HDD プロテクション」とは、パソコン本体に内蔵された加速度センサーにより振動•衝 
撃およびその前兆を検出し 、 HDD (八ードディスクドライブ）を損傷する危険性を軽減する機 
能です。 

パソコンの使用状況に合わせ、検出レベルを設定できます。 

バソコン本体の揺れを検知すると、次のメッセージが表示されます。 



メッセージを確認し、 [0 K ] ポタンをクリックして、画面を閉じてください。 

HDD のヘッドを退避しているとき、通知領域の[東芝 HDD プロテクション]アイコン（国） 
が（勃）に変わります。 


八ードディスクドライプに関する表示 


本製品には、八ードディスクドライブが1台内蔵されています。 

内蔵されている八ードディスクドライブは、取りはずしできません。 

USB 接続型の八ードデイスクなどを使用して記憶容量を増やすことができます。 


操作にあたって 


あらかじめ「付録 n _ 


八ードディスクについて」を確認してください。 


作を覚えよう 
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il 八ードディスクドライブ 


メモ 

• 購入時の状態では、東芝 HDD プロテクションが ON に設定されています。 

♦パソコン起動時、スリープ、休止状態、および休止状態へ移行中と休止状態からの復帰中、電源を 
切ったときには、東芝 HDD プロテクションは動作しません。パソコンに衝撃が加わらないようにご注 
意ください。 


■ 設定方法 _ 

東芝 HDD プロテクションでは、パソコンの使用状況に合わせて検出レベルを設定することがで 
きます。 

E 1 [スタート]ポタン （©) —[すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
胃—[ユーテイリテイ]— [ HDD プ□テクションの設定]をクリックする 

[東芝 HDD プロテクション]画面が表示されます。 





東芝 HDD プロテクションの使用にあたって 


パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合があります。 
その他の注意事項については、あらかじめ「付録 D - D - 東芝 HDD プロテクションの使用に 
あたって」を確認してください。 



パソコンの基本操作を賛者23 





































il 八ードディスクドライブ 


各項目を設定する 

設定項目は、次のとおりです。 

東芝 HDD プロテクションを 「 ON 」 に設定すると、電源 （ AC アダプタ）接続時と 
ノ（ッテリ使用時でそれぞれ検出レベルを設定することができます。 

例えば、机上でパソコンを使う場合（電源接続中）にはレベルを上げておき、手で 
持って使うとき（バッテリで使用中）にはレベルを下げる、といった使いかたができ 
ます。 


HDD プロテクション 

東芝 HDD プロテクションの 「 ON 」 または 「 OFF 」 を 
設定できます。 

バッテ U で使用中 

「 OFF 」、 「レベル1」、「レベル2」、「レベル3」のいずれ 
かを選択できます。 

「レベル3」が最も検出レベルが高いため、東芝 HDD プ 
□テクションを有効に使用するには、「レベル3」をお 
すすめします。 

なお使用に応じてレベルを低く設定できます。* 1 

電源接続中 


*1 パソコンを手に持って操作したり、不安定な場所で操作した場合、頻繁に HDD プロテクション 
が動作し、パソコンの応答が遅れることがあります。パソコンの応答速度を優先する場合は、 
設定を下げてご使用することもできます。 

購入時の設定に戻したい場合は、[標準設定]ポタンをクリックしてください。 

さらに詳細な設定が必要な場合は手順〇へ、このまま設定を終了する場合は、手順 
□ へ進んでください。 

[詳細設定]ポタンをクリックする 

[詳細設定]画面が表示されます。 

必要な項目をチェックし、 [0K] ポタンをクリックする 

設定項目は、次のとおりです。 


AC アダプタを抜いたとき 

検出レベル増幅機能を設定できます。ノ〈ソコンが持ち 
運ばれる可能性が高いと想定し、約10秒間検出レベル 
を最大にします。 

パネルを閉めたとき 

HDD プロテクション動作時 
メッセージを表示する 

東芝 HDD プロテクションが動作したときに、メッセー 
ジを表示するように設定できます。 


[東芝 HDD プロテクション]画面で [0K] ポタンをクリックする 


東芝 HDD プロテクションの各設定は、通知領域の[東芝 HDD プロテクション]アイコン （ g ) をク 
リックし、表示されたメニューから項目を選択して行うこともできます。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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* マークの位置や並び順は異なる場合があります。 


DVD-RAM、DVD-RW、DVD-R* 1 、DVD+RW、DVD+R* 2 ' CD-RW、CD-R の言売み出し/ 
書き込み機能と、 DVD-ROM、CD-ROM の読み出し機能を搭載したドライプです。 

*1 本書では、 「 DVD - R 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD-R DL (Dual Layer 
DVD - R ) を含みます。 

* 2 本書では、 「 DVD + R 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD+R DL ( DVD+R 
Double Layer ) を含みます。 

『安心してお使いいただくために』に、 CD/DVD を使用するときに守ってほしいことが記述さ 
れています。 

CD/DVD を使用する場合は、あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 


使えるメディアを確認しよう 


使用するメディアによっては、読み出しができない場合があります。 


〇：使用できる X :使用できない 



読み出し * 1 

書き込み回数 

CD-ROM 

〇 

X 

CD-R 

O 

1回 

CD-RW 

〇 

繰り返し書き換え可能* 2 

DVD-ROM 

O 

X 

DVD-R 

〇 *3 

1回 

DVD-RW 

〇 

繰り返し書き換え可能* 2 

DVD+R 

〇 *3 

1回 

DVD+RW 

〇 

繰り返し書き換え可能* 2 

DVD-RAM 

〇 

繰り返し書き換え可能* 2 



CD や DVD を使 3 

-ドライ プー 


本製品には、 DVD スーパーマルチドライブが1台内蔵されています。 
ドライブには次のマークが入っています。 


* 1対応フォーマットによっては再生ソフトが必要な場合があります。 

* 2 実際に書き換えできる回数は、メディアの状態や書き込み方法により異なります。 

*3 メディアの状態や書き込み方法により、読み出しできない場合があります。 DVD-R DL のみ追記された 
データは読み出しできません。 

使用できる CD/DVD の詳細と、書き込み速度については、「付録0 メディアについて」と 
『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を確認してください。 
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□ CD ^ DVD ^5 —ドライブー 


0 メモ書き込みできるアプリケーション 

• 書き込みに使用できる、本製品に添付のアプリケーションは次のとおりです。 

• TOSHIBA Disc Creator 

『映像と音楽を楽しもう〇オリジナル音楽 CD を作る』、 

《パソコンで見るマニュアル（検索）： CD / DVD を作りたい》 

ユーリードデイーブイデイームービー ライタ 

• Ulead DVD MovieWriter 

『映像と音楽を楽しもう0映像を編集して DVD に残す』、 

「DVD MovieWriter 」 のヘルプ 

春メディアにデータを書き込むとき、メディアの状態やデータの内容、またはパソコンの使用環境に 
よって、実行速度は異なります。 


CD / DVD を使5とぎ（セツト) 


CD/DVD は、パソコン本体に装備されているドライブにセツトして使用します。 


CD / DVD の操作にあたって 

• あらかじめ、「付録 □ E 9 CD や DVD にっいて」、「付録使える C □を確認しよう」、 
「付録0-®使える DV □を確認しよう」を確認してください。 


ザメモ セットする刖 に確認しよつ 

• 傷ついたり汚れのひどい CD / DVD の場合は、挿入してから再生が開始されるまで、時間がかかる場合 
があります。汚れや傷がひどいと、正常に再生できない場合もあります。汚れをふきとってから再生し 
てください。 

• CD / DVD の特性や CD / DVD への書き込み時の特性によって、読み出せない場合もあります。 

• CD / DVD の種類によっては、取り出すとき Windows Vista が自動的にセッションを閉じてしまう場 
合があります。このとき、確認のメッセージなどは表示されません。 

よく確認してから CD / DVD をセットしてください。 

この Windows Vista の機能を無効にするには、次のように操作してください。 

① [スタート]ボタン （©)— [コンピュータ]をクリックする 

② ドライブのアイコンを右クリックし、表示されたメニューから[プ□パティ]をクリックする 
ドライブのプ□パティ画面が表示されます。 

③ [書き込み]タブで[共通の設定]ボタンをクリックする 

④ [共通の設定]画面で[ディスクの取り出し時の UDF セッションを自動的に閉じる]のチェックを 
はずし、 [0 K ] ボタンをクリックする 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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DCD や DV □を使 5 —ドライブー 


ドライプに関する表示 


パソコンの電源が入っていて、ドライブが動作しているときは、ディスクトレイ LED が点灯し 
9 〇 


バソコン本体の電源を入れる 

Windows が起動します。 

イジェクトポタンを押す 



イジェクトポタンを押したら、ポタンから手をはなしてください。ディスクトレイが 
少し出てきます（数秒かかることがあります）。 

※搭載されているドライブによってイジェクトポタンの位置は異なります。 

ディスクトレイを引き出す 



CD/DVD をのせるトレイがすべて出るまで、引き出します。 

文字が書いてある面を上にして、 CD/DVD の穴の部分をディスクト 
レイの中央凸部に合わせ、上から押さえてセツトする 



「カチツ」と音がして、セツトされていることを確認してください。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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2 






















DC □や DV □を使 5 —ドライブー 


「カチッ」と音がするまで、ディスクトレイを押し戻す 



a 

S 


CD / DVD を使い終わったとき（取り出し） 


バソコン本体の電源が入っているか確認する 

電源が入っていない場合は電源を入れてください。 

イジェクトポタンを押す 

ディスクトレイが少し出てきます。 

ディスクトレイを引き出す 

CD/DVD をのせるトレイがすべて出るまで、引き出します。 

CD/DVD の両端をそっと持ち、上に持ち上げて取り出す 



CD/DVD を取り出しにくいときは、中央凸部を少し押してください。簡単に取り出 
せるようになります。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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DCD や DV □を使 5 —ドライブー 


「カチッ」と音がするまで、ディスクトレイを押し戻す 



ディスクトレイが出てこない場合 


電源を切っているまたは休止状態ときは、イジェクトボ 
タンを押してもディスクトレイは出てきません。電源が 
入らない場合は、イジェクトホールを、先の細い丈夫な 
もの（クリップを伸ばしたものなど）で押してください。 
次の場合は、電源が入っていても、イジェクトボタンを 
押したあとすぐにディスクトレイは出てきません。ディ 
スクトレイ LED の点滅が終了したことを確認してから、 
イジェクトポタンを押してください。 

• 電源を入れた直後 
♦ディスクトレイを閉じた直後 
♦再起動した直後 

• ドライブ関係の LED が点灯しているとき 
•スリープ状態のとき 



※搭載されているドライブによってイ 
ジェクトポタン、イジェクトホール、 
ディスクトレイ LED の位置は異なり 
ます。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイ （1280 X 800 ドット）を内蔵しています。 
ドットは画素数を表します。 

外部ディスプレイを接続して使用することもできます。 

□: 

本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。輝度は「1〜8」の8段階で設定ができ 
ます。 

□ 輝度の調整方法 

\ FN ]+\ F 6 \ : _キ_を押したまま、_キーを押すたびに本体液晶ディスプレイの輝度が1 
段階ずつ下がります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで状態を確認できます。 

7 n ] + [ F 7 ] : _キ_を押したまま、_キーを押すたびに本体液晶ディスプレイの輝度が1 
段階ずつ上がります。 

表示される[輝度]の力ードとスライダーバーで状態を確認できます。 



5 


画面を見やすく調整する 

-ディスプレイー 


パソコンの基本操作を覚えよ5 
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本製品では次のメディアカードをブ U ッジメディアス□ットに差し込んで、データの読み出し 
や書き込みができます。 

• SD メモリカード •メモリースティック * マルチメディアカード 

拳 SDHC メモリカード •メモリースティック PRO * xD - ピクチヤーカード 

miniSD メモリカードは、 miniSD アダプタを装着すると、本製品のブリッジメディアスロット 
でも使用できます。 

アダプタの装着や使用方法は、 miniSD メモリカードの取扱説明書を確認してください。 

コンパクトフラッシュメモリカードなどは使用できません。使用する場合は USB 経由で周辺機 
器（デジタルカメラなど）を接続するか、専用の力ードリーダーをご使用ください。 




g ■いろいろなメディアカードを使う 


プ U ツジメディアスロツト 




I メディアカードを使う前に 



_[メディアカードのセツトと取り出し 


■ 


パソコン本体に電源が入っている場合、ブリッジメディアス□ットに挿入したメディア カー ド 
とデータを やり取りして いるときは、 ブリッジメディア □ LED が点灯します。 



リッジメディアスロットに関する表示 


新品のメディアカードは、メディアカードの規格に合わせてフォー マッ トされた状態で販売さ 
れています。 

フォーマットとは、メディアカードにトラック番号やへッド番号などの基本情報を書き込み、 
メディアカードを使えるようにすることです。 

再 フォー マットをする場合は、メディアカードを使用する機器（デジタルカメラやオーディオ 
プレーヤなど）で行ってください。 

SD メモ U 力ードと SDHC メモリカードは、再フォー マッ トをするときに「東芝 SD メモリカー 
ド フォーマッ ト」も使用できます。 

「東芝 SD メモリカードフォーマット」については、《パソコンで見るマニュアル（検索 ）： SD 
力ード/ SDHC 力ードの フオー マツト》をご覧ください。 


メディアカードの使用にあたって 

あらかじめ、「付録メディアカードを使う前に」を確認してください。 


パソコンの基本操作 
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し、ろし、ろなメディアカードを使う ーブリッジメディアスロットー 


■■セツトする 


メディアカードの表裏を確認し、表を上にして、ブリッジメディアス 
□ットに挿入する 

奥まで挿入します。 



セツトしたメディアカードの内容を見る 


著作権保護* 1 を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、次の手順で見 
ることができます。 

*1 SD メモリカード、メモリースティックの場合 


[スタート]ポタン（矣 — [コンピュータ]をクリックする 

[コンピュータ]画面が表示されます。 




操作にあたって 


あらかじめ、「付録 0-11 メディアカードを使う前に」を確認してください。 



パソコンの基本操作を覚えよう 




































B いろいろなメディアカードを使う-ブリッジメディァスロット- 

メディアカードのアイコンをダブルクリックする 

以下の名称は表示の一例です。異なる名称が表示される場合があります。 


SD メモリカード 
SDHC メモリカード 
メモ U _ スティック 
メモ U — スティック PRO 
xD - ピクチャーカード 
マルチメディアカード 


セキュリティで保護された記憶域デバイス 
セキュリティで保護された記録域デバイス 
リムーパブルディスク 、 MemoryStick 
リムーバブルディスク 、 MemoryStick PRO 
U ムーバブルディスク、 xD-Picture Card 
リムーバブルディスク 、 MMC 


(表示例） 


セツトしたメディアの内容が表示されます。 


k ■取り出す 

メディアカードに保存しているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしていると、 
取り出しができません。 

ウィンドウやファイルを閉じてから、操作を行ってください。 

メディアカードの使用を停止する 

① [スタート]ボタン （©) —[コンピュータ]をクリックする 

[コンピュータ]画面が表示されます。 

② メディアカードのアイコンを右クリックし ①、 [安全に取り外す]をクリックする ② 




セキ ユ リテイで保護された記憶 
域デパイス(X:) 


■① 


エクスプローラ(X) 

IK(O) 

賴 (E) … 

自動再生を関く (Y)... 

MSSD メモリカードフォーマツト (M) 

瓶⑻… 

ポータブルデノ C イスとして問く 


安全に取り外す⑸ 


切り取り C0 
コピー ( c ) 

シヨートカツトの作成 (S) 
名前の変更 (M) 

プロパティ⑻ 


■② 


(表示例） 


通知領域に[八ードウエアの取り外し]のメッセージが表示されます。 


メディアカードを押す 


カードが少し出てきます。そのまま手で取り出します。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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■ネツ トワークの世界へ 


本製品に内蔵されている通信に関する機能を説明しています。 

ブロードパンドでインターネットに接続する方法や、ほかのパソコン 
と通信する方法について紹介します。 


1家庭内ネットワークで広がる世界 . 36 

2 BluetoothM. 39 








家庭内ネットワークで広がる世界 


家族がそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、1つのプリンタを共有したいときや、 
ADSL モデムを使ってインターネットに接続したいときは、ネットワークを使うと便利です。 


LAN 接続はこんなに便利 


家族がそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合や、ひとりで複数のパソコンを持ってい 
る場合など、家庭内に複数のパソコンがあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと 
便利です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN があります。 



(接続例） 

■有線 LAN 

有線 LAN の機能や LAN ケーブルの接続については、『準備しよう3章〇-[1]ブロードバンド 
で接続する』を参照してください。 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続していない状態でもネットワークに接続できる、 
ワイヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルータの位置とは関係なく、無線通信のエリア内 
であればあらゆる場所からコンピュータを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルータや無線 LAN アクセスポイント（市販）などを使用することによって、ワイヤレ 
スでネットワーク環境を実現できます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプリ 
ンタなどの機器の設定を行う必要があります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの詳 
しい設定については、[スタート]ポタン （©) —[ヘルプとサボート]をクリックして、 
『 Windows ヘルプとサボート』を参照してください。 
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II 家庭内ネットワークで広がる世界 


ネットワークに接続している機器の設定は、それぞれの取扱説明書を確認してください。 
また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理者に確認してください。 


2 


ワイヤレス（無線） LAN を使う 


■■無線 LAN モジュールの確認 

本書では、内蔵された無線 LAN モジュールの種類によって説明が異なる項目があります。 
使用しているパソコンに合った説明をご覧ください。 

使用しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類は、 「 ConfigFree 」 を使って確 
認、できます。 


[プ□パ 


Q 通知領域の [ConfigFree] アイコン（ぎ）をクリックする 

〇 表示されたメニューから[ワイヤレスネットワーク接続] 

_ティ]をクリックする 

[接続の方法：]でアダプタ名を確認する 

アダプタ名が示すモジュールは、次のようになります。 

•「Atheros AR 5006 EX Wireless Network Adapter 」 の場合 

IEEE 802.1 la ( J 52/ W 52/ W 53)、 旧 EE 802.11 b および IEEE 802.11 g に対 
応したモジュールです。このモジュールを 、 「Atheros a / b / g モジュール」または 
「Atheros IEEE 802.1 labg モジュール」と呼びます。 

•「Atheros AR 5006 EG Wireless Network Adapter」、「Atheros AR 5007 EG 
Wireless Network Adapter 」 の場合 

IEEE 802.1 1 b および旧 EE 802.1 1 g に対応したモジュールです。 

このモジュールを 、 「Atheros b / g モジュール」または 「Atheros 
EEE 802.1 lbg モジュール」と呼びます。 

その他の本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、「付録〇-■■無線 LAN の概要」と 
『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を確認してください。 

〇無線 lan を使ってみよう 


警告 


パソコン本体を航空機に持ち込む場合、ワイヤレスコミュニケーションスイッチをオフ側 
にし、必ずパソコン本体の電源を切ること 

ワイヤレスコミュニケーションスイッチをオンにしたまま持ち込むと、パソコンの電波に 
より、計器に影響を与える場合があります。 

また、航空機内でのパソコンのご使用は、必ず航空会社の指示に従ってください。 
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I ■家庭内ネットワークで広がる世界 




無線 LAN のご使用にあたって 


あらかじめ、「付録 D _ K ■無線 LAN について」を確認してください。 
セキュリティに関しての注意事項や使用上の注意事項を説明しています。 


本体前面にある、ワイヤレスコミュニケーションスイッチを On 側にス 
ライドする 



ワイヤレスコミュニケーション ¥) LED が点灯します。 

以降の無線の設定方法には、次の2種類があります。 

•「 ConfigFree 」 を使う 
• Windows 標準機能を使う 

rConfigFreeJ を使って設定する場合は、『無線 LAN らくらく設定シート』を参照し、 
「おたすけナビ」の「無線 LAN らくらく設定」を使うと接続設定手順が確認できて便 
利です。 

また、 Windows 標準機能を使って設定する場合は、《パソコンで見るマニュアル（検 
索）：無線 LAN でネットワークに接続する》を参照してください。 


へ コンフイグフリー 

左-そ メ モー ConfigFree 


本製品に用意されている 「 ConfigFree 」 を使うと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり、 LAN 
ケーブルをはずすと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設定に便利な機能が使えます。 

ConfigFree について《パソコンで見るマニュアル（検索）：ネットワーク設定に便利な操作》 
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Bluetooth 機能 


* Bluetooth モデルのみ 

巳 luetooth ワイヤレステクノロジーは、パソコンや周辺機器、携帯電話などの機器どうしで無 
線でデータをやりとりできる、世界標準の通信方式です。 

巳 luetooth ワイヤレステクノロジーを搭載した機器であれば、お互いに通信相手を登録するこ 
とで、簡単にデータのやりとりができます。 

詳細については、 『 Bluetooth ユーティリティユーザーズガイド』を参照してください。 

起動方法「本節隱 ■- Bluetooth ユーティリティユーザーズガイドの起動方法」 




Bluetooth 機能の操作にあたって 


あらかじめ、「付録巳 luetooth について」を確認してください。 


3 メモ 


• 巳 luetooth のバージョンによっては本製品と通信できない Bluetooth 対応機器があります。本製品で 
は 、 Bluetooth Version 1 .K 1.2、2.0、 2.0+ EDR の Bluetooth 対応機器と通信ができます。 

參 2.4 GHz 帯の無線 LAN が近距離で使用されていると通信速度の低下または通信エラーが発生する可能 
性があります。 


Bluetooth 通信が可能な状態にする 


△警告 


パソコン本体を航空機に持ち込む場合、ワイヤレスコミュニケーションスイッチをオフ 
(左側）にし、必ずパソコン本体の電源を切ること 

ワイヤレスコミュニケーションスイッチをオンにしたまま持ち込むと、パソコンの電波に 
より、計器に影響を与える場合があります。 

また、航空機内でのパソコンのご使用は、必ず航空会社の指示に従ってください。 
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Q Bluetooth 機能 


本体前面にある、ワイヤレスコミュニケーションスイッチを On 側にス 
ライドする 



Q [スタート]ポタン（篆1)—[すべてのプ□グラム]— [TOSHIBA] 
■■ -► [Bluetooth] ― [Bluetooth 設定]をクリックする 

初めて起動したときは、巳 luetooth 用ドライバのインス! -- ルが始まります。インス 
I J レが終了するまでお待ちください。 

「Bluetooth Manager 」 が起動し、周辺の Bluetooth 対応機器を検索する[自動登 
録]画面が表示されます。すぐに Bluetooth 対応機器を登録する必要がない場合は、 
[キャンセル]ポタンをクリックしてください。 

無線 LAN (Wireless LAN ) と同時に使用する際の[注意]画面が表示された場合は、 
内容を確認のうえ、 [0 K ] ボタンをクリックして画面を閉じてください。 

通知領域に [Bluetooth Manager ] アイコン（〇)が表示されます。以降、通知領 
域に常駐し、次回 Windows を起動したときには自動的にアイコンが表示されます。 
[Bluetooth Manager ] アイコン（〇)はサービスの状態によって表示が異なりま 
す。詳細については 、 『Bluetooth ユーティリティユーザーズガイド』を確認してく 
ださい。 

巳 luetooth の電源が入っていない場合には 、 [Bluetooth Manager ] アイコン （ JJ ) 
を右クリックして表示されたメニューから、旧 luetooth オン]を選択して電源を入 
れてください。 

本製品には、ほかの Bluetooth 対応機器と通信するためのユーティ 1 」ティとして 「Bluetooth 
ユーティ 1 」ティ」がプレインストールされています。 

初めて Bluetooth を使うときには、ユーティ 1 」ティの設定が必要になります。設定方法や通信 
する方法については、 『 Bluetooth ユーティリティユーザーズガイド』をご覧ください。 
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FI Bluetooth 機能 


■ Bluetooth ユーテイリテイユーザーズガイドの起動方法 

關 [スタート]ポタン （©) —[すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
- [ Bluetooth ] -[ユーザーズガイド]をクリックする 








■ 周辺機器を使って機能を広げよ 3 


パソコンでできることをさらに広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付けられるさまざまな周辺機器の紹介や、よく使う周辺 
機器の取り付けかたと各種設定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 44 

2 メモリを増設する . 45 

3 USB 対応機器を使う . 49 

4パソコンの画面を外部ディスプレイに映す 

一外部ディスプレイの接続一 . 51 










本製品で使用できるおもな周辺機器は、次のとおりです。 

• メモ U 

mm メモリの増設「本章0 メモリを増設する」 

• USB 対応機器 

USB 対応機器「本章!] USB 対応機器を使う」 

• i.LINK (IEEE 1394) 対応機器 

i.LINK (IEEE 1394) 対応機器 

《パソコンで見るマニュアル（検索）： i . LINK 対応機器の接続》 

•外部ディスプレイ 

外部ディスプレイの接続「本章0パソコンの画面を外部ディスプレイに映す」 

• マイク□ホン 

マイク□ホンの接続《パソコンで見るマニュアル（検索）：マイク□ホンを使う〉〉 
• へツ ドホン 

へッ ドホンの接続《パソコンで見るマニュアル（検索）： へッ ドホンを使う》 

• pc 力ード 

pc 力ード《パソコンで見るマニュアル（検索）： pc 力ードを使う》 


周辺機器とは、パソコンに接続して使う機器のことで、デバイスともいいます。周辺機器を使 
うと、パソコンの性能を高めたり、パソコンが持っていない機能を追加することができます。 
周辺機器には、パソコンのカパーを開けて、パソコンの中に取り付ける内蔵方式のものと、パ 
ソコン本体の周囲にあるコネクタや端子、ス□ットにつなぐ外付け方式のものがあります。 


■ 内蔵方式のもの 

* メモ U 


バッテ U 


■外付け方式のもの 

本製品のインタフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インタフェースなどの規格が異なることがあります。インタフェースと 
は、機器を接続するときのケーブルやコネクタや端子、ス□ットの形状などの規格のことです。 
購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお選びください。 
周辺機器が本製品に対応しているかどうかについては、その周辺機器のメーカに確認してください。 


周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、「付録 D - ra 周辺機器について」を確認してください。 



周辺機器を使う前に 


広げよう 


周辺機器を使って 


44 










メモ 1 J を増設する 


増設メモリス□ットに増設メモリを取り付けることができます。 

ご購入のモデルによって、あらかじめ取り付けられているメモリの容量が異なります。 

メモリが取り付けられていないス□ットに別売りの増設メモリを取り付けたり、取り付けられ 
ているメモリを別売りの増設メモ U と付け換えることができます。 

増設メモリは、 2 GB 、1 GB 、 51 2 MB の3タイプがあります。 

取り付けることのできるメモリの容量については、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機 
種名）シ U — ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

モデルによっては、すでに最大容量のメモリが取り付けられている場合があります。その場合 
は、増設できません。 

増設メモ U の取り付け/取りはずし作業が難しい場合は、お買い求めの販売店などにご相談く 
ださい。 


△警告 


• 本文中で説明されている部分以外は絶対に分解しないこと 

内部には高電圧部分が数多くあり、万一触ると、感電ややけどのおそれがあります。 


注意 


•ステープル、クリップなどの金属や、コーヒーなどの液体を機器内部に入れないこと 

火災、感電の原因となります。万一、機器内部に入った場合は、バッテリを取りはずし、 
電源を入れずに、お買い求めの販売店、またはお近くの保守サービスに点検を依頼してく 
ださい。 

•増設メモリの取り付け/取りはずしは、必ず鼋源を切り、 AC アダプタのプラグを抜き、 
バッテリパックを取りはずしてから作業を行うこと 

電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行うと感電、故障のおそれがあります。 

• 電源を切った直後に増設メモリの取り付け/取りはずしを行わないこと 
内部が高温になっており、やけどのおそれがあります。電源を切った後30分以上たって 
から行ってください。 




メモリの増設の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - ra - メモリの増設の操作にあたって」を確認してください。 


増設メモリは、東芝製オプションを使用してください。それ以外のメモリを増設すると、起動 
しなくなったり、動作が不安定になる場合があります。 


周辺雲を使って籠を§ょぅ 


45 


















0 メモリを増設する 


3 メモデュアルチヤネルについて 


デュアルチャネルで動作すると、2枚のメモリに効率よくアクセスできます。 

デュアルチャネ〗レで動作させるためには、ご購入のモデルによつて取り付けるメモリの仕様が異なり 
ます。取り付けるメモリの仕様については、別紙の 『dynabook **** (お使いの機種名）シリー 
ズをお使いのかたへ』を確認してください。 


■■メモリを取り付ける 

あらかじめ取り付けられているメモリを交換したい場合は、先にメモリの取りはずしを行って 
ください。 

「本節 MM メモリを取りはずす」 

データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『準備しよう1章 D - ほ]電源を切る』 

Q パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、パッテリパックを取りは 
ずす 

バッテリパックの取りはずし「4章バッテリパックを交換する」 

増設メモリ カバーの ネジ4本をゆるめ①、 カバーを はずす② 



増設メモリス□ットの内部に異物が入らないようにしてください。 



周辺機器を使って機能を広げよう 
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0 メモリを増設する 



増設メモリを増設メモリス□ットのコネクタに斜めに挿入し①、固定す 
るまで増設メモリを倒す② 



スロット B 


ス□ット A 


パソコンの裏面を表にした状態で、下段がス□ット A 、 上段がス□ット巳です。 

増設メモリの切れ込みを、増設メモリス□ットのコネクタのツメに合わせて、しっか 
り差し込みます。 

このとき、増設メモリの両端（切れ込みが入っている部分）を持って差し込むように 
してください。 

増設メモリカパーをつけて①、手順 D でゆるめたネジ4本をとめる② 



増設メモリカノ（一が浮いていないことを確認してください。 

パッテリパックを取り付ける 

バッテリパックの取り付け「4章 D -® パッテリパックを交換する」 

バソコン本体の電源を入れると総メモリ容量が自動的に認識されます。総メモリ容量 
が正しいか確認してください。 

メモリ容量の確認について「本節 E 9 メモリ容量を確認する」 
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〇メモリを取りはすす 

データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『準備しよう1章 D - ほ]電源を切る』 

▼ 
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0 メモリを増設する 


_パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、パッテリパックを取りは 
ずす 

バッテリパックの取りはずし「4章 □-□] バッテリパックを交換する」 

増設メモリカパーのネジ4本をゆるめ、カパーをはずす 

増設メモリス□ットの内部に異物が入らないようにしてください。 

増設メモリを固定している左右のフックを開き①、増設メモリをバソコ 
ン本体から取りはずす② 



パソコンの裏面を表にした状態で、下段がス□ット A 、 上段がス□ット B です。 

斜めに持ち上がった増設メモリを弓 I き抜きます。 

増設メモリカパーをつけて、手順 D でゆるめたネジ4本をとめる 

増設メモリカノ（一が浮いていないことを確認してください。 

パッテリパックを取り付ける 

バッテリパックの取り付け「4章 D - S バッテリパックを交換する」 

バソコン本体の電源を入れると総メモリ容量が自動的に認識されます。総メモリ容量 
が正しいか確認してください。 


MM メモ U 容量を確認する 

メモ U 容量は「東芝 PC 診断ツール」で確認することができます。 

[スタート]ポタン（料）—[すべてのプログラム] —[ TOSHIBA ] 
[ユー テイリテイ]— [PC 診断 ツール] をクリックする 


Q 


[基本情報]タブの[物理メモリ]の数値を確認する 



周辺機器を使って機能を広げよう 
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USB 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしができ、プラグアンドプレイに対 
応しています。 

USB 対応機器には次のようなものがあります。 

* USB 対応マウス * USB 対応プリンタ 

• USB 対応スキャナ * USB フラッシュメモ U など 

本製品の US 巳コネクタには USB 2.0 対応機器と USB 1.1 対応機器を取り付けることができます。 
USB 対応機器の詳細については、 『 USB 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 

USB 対応機器の操作にあたって - 

* あらかじめ、「付録 D - ra - usb 対応機器の操作にあたって」を確認してください。 


■■取り付け 

Q USB ケーブルのプラグを USB 対応機器に差し込む 

■■ この手順が必要ない機器もあります。 USB 対応機器についての詳細は、 mSB 対応 
|機器に付属の説明書』を確認してください。 

Q USB ケーブルのもう一方のプラグをパソコン本体の USB コネクタに差 
し込む 

ブラグの向きを確認して差し込んでください。 













B USB 対応機器を使う 


取りはすし 


USB 対応機器の使用を停止する 

①通知領域の[八ードウエアの安全な取り外し]アイコン （& J ) をクリックする 

* 通知領域にこのアイコン （ fa ) が表示されなし) USB 対応機器は、次の手順は必要ありません。 
手順0に進んでください。 



i 


② 表示されたメニューから [XXXX (取りはずす USB 対応機器）を安全に取り外し 
ます]をクリックする 

③ 「このデバイスはコンピュータから安全に取り外すことができます。」のメッセー 
ジが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックする 

パソコン本体と USB 対応機器に差し込んである USB ケーブルを抜く 



周辺機器を使って機能を広げよう 
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パソコンの画面を外部デイスプレイに映す 

一外部ディスプレイの接続一 


RG 巳コネクタにケーブルを接続して、外部ディスプレイに Windows のデスクトップ画面を表 
示させることができます。 



0 メモ 


使用可能な外部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なります。 
解像度に合った外部ディスプレイを接続してください。 


1 


パソコンに接続する 




外部デイスプレイ接続の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - ra - 外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認してください。 


外部デイスプレイとバソコン本体の電源を切った状態で接続してください。 

外部ディスプレイのケーブルのプラグを RGB コネクタに差し込む 



Q 外部ディスプレイの電源を入れてから、パソコン本体の電源を入れる 

外部ディスプレイを接続してパソコン本体の電源を入れると、本体は自動的にその外 
部ディスプレイを認識します。 
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El パソコンの画面を外部ディスプレイに映す-外部ディスプレイの接続- 




表示を切り替える 


外部ディスプレイを接続した場合には、次の表示方法があります。 

表示方法は、表示装置の切替えを行うことで変更できます。 

■ 本体液晶ディスプレイだけに表示/外部ディスプレイだけに表示 

いずれかの表示装置にのみ、デスク 
トップ画面を表示します。 



OFF 


■ 本体液晶デイスプレイと外部デイスプレイの同時表示 
•クローン 表示 

2つの表示装置それぞれにデスク 
トップ画面を表示します。 






外部ディスプレイに表示するには次の設定を行ってください。設定を行わないと、外部ディス 
プレイには表示されません。 

パメモ 

• 表示を切り替えたとき、システムによって自動的に解像度が変更される場合があります。 

本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻ります。 
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EI パソコンの画面を外部ディスプレイに映す-外部ディスプレイの接続- 


e ■方法1ーコントロールパネルで設定する 

[スタート]ポタン（妇 >)-*• [コント□ールパネル]をクリックする 
Q [圓その他のオプション]をクリックする 

[ Q Intel ( R ) GMA Driver for Mobile ] ポタンをクリックする 
[ディスプレイデパイス]で、表示する装置を選択する 



ノー トプクウ t PC モニタ 


匸スキ-ムォブシ心 


シン”ルデイスブレイ 
广 PC モニタ 


マルチデイスブレイ 


lntel(R) デ:Iアル•デイブラ<7リデパイス 
スブレイ•り口-ン 


I ノ-トプック 




拡張デスりトッブ せカン卯デパイス 


かモニタ 




Q X - ム 《Elb l ] 


3 D 設定 


| [ ] [ as ] 


画面は外部ディスプレイを接続した場合 
の表示例です。 


(表示例） 


チェック （f?) がついている項目が現在の表示装置です。 

• 本体液晶ディスプレイだけに表示 

[ノートプック]をクリックしてください。 

• 外部ディスプレイだけに表示 

[PC モニタ]をクリックしてください。 

• クローン表示 

2つの表示装置それぞれにデスクトップ画面を表示します。 

① [ Intel ( R ) デュアル.ディスプレイ.クローン]をクリックする 

② 表示に合わせた設定をする 


項目 

プライマリデパイス 

セカンダリデバイス 

本体液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイでクローン表示 

ノー トブック 

PC モニタ 

PC モニタ 

ノー トブック 
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El パソコンの画面を外部ディスプレイに映す-外部ディスプレイの接続- 


• 拡張表示 

2つの表示装置を1つの大きなデスクトップ画面として使用できます。 

① [拡張デスクトップ]をクリックする 

② 表示に合わせた設定をする 


項目 

プライマリデバイス 

セカンダリデバイス 

本体液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイで拡張表示 

ノートプック 

PC モニタ 

PC モニタ 

ノ_トブック 


g メモ 

* 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイをクローン表示または拡張表示に設定する際 
に、外部ディスプレイにノイズが発生した場合は、外部ディスプレイの解像度、色数、リ 
フレッシュレートを下げてご使用ください。 

設定は、ク□—ン表示または拡張表示に設定したあと、[ディスプレイ設定]をクリック 
し、表示される画面で行います。 


[0 K ] ポタンをクリックする 

次の画面が表示されます。 



Q [0 K ] ポタンをクリックする 
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EI パソコンの画面を外部ディスプレイに映す-外部ディスプレイの接続- 


EM - キーを 使う 

表示装置を LCD (本体液晶ディスプレイ）に戻す方法 

現在の表示装置が LCD (本体液晶ディスプレイ）以外に設定されている場合、表示装置を 
LCD に戻すことができます。表示装置を選択する画面が表示されていない状態で、 [ FN] + [F 
キーを3秒以上押し続けてください。 

表示装置に何も表示されず、選択する画面が表示されているか確認できない場合は、いった 
んキーポードから指をはなしてから、 


FN + F5 キーを3秒以上押し続けてください。 


表示装置を選択する画面 


_キーを 押したまま^] キーを 押すと、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の表示装置を選択する 
画面が表示されます。 

* 画面は外部ディスプレイを接続した場合の力ードです。 



〇念®© 

①②③④ 


(表示例） 


上の力ードは現在の表示装置を示しています。_キ_を押したまま_キ_を押すたびに、 
大きなアイコンが移動します。表示する装置が大きなアイコンに変わったところで、网キー 
をはなすと表示装置が切り替わります。 

① LCD . 本体液晶ディスプレイだけ I こ表示 

② LCD+CRT . 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイにクローン表示 

③ CRT . 外部ディスプレイだけに表示 

本体液晶ディスプレイには何も表示されません。 

④ LCD+CRT Extended Desktop 

. 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイに拡張表示 

本体液晶ディスプレイがプライマリモニタになります。 
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El パソコンの画面を外部ディスプレイに映す -外部ディスプレイの接続- 


□拡張表示でプライマリモニタを切り替える方法 

現在の表示装置が拡張表示に設定されている場合、プライマリモニタ、セカンダ U モニタを切 
り替えるアイコン（@)が表示されます。 

* 画面は外部ディスプレイを接続した場合の力ードです。 





(表示例） 


iT / vi + r /^ i キーを押して、プライマリ、セカンダリを切り替えるアイコンに移動したら 、 [fw 
キーをはなすと、表示装置が切り替わります。 

£^： メモ表示について 

* 外部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などが正常に表示されない場合があります。こ 
の場合は、外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 


3 


置 


パソコンから取りはすす 


Windows を終了させてバソコン本体の電源を切る 

電源の切りかた『準備しよう1章 D - ほ]電源を切る』 


Q 外部ディスプレイの電源を切る 
Q RGB コネクタからケーブルを抜く 
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■ バッチ IP 駆励で使う 


パソコンをモパイル使用する際に大事な存在であるパッテリは、使い 
かたによっては長持ちさせることができます。 

ここでは、充電や充電量の確認など、パッテリを使用するにあたって 
の取り扱い方法について説明しています。 


1パツテリについて 
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1 ■バッテ IP について 


バソコン本体には、バッテリパックが取り付けられています。 

バッテリを充電して、バッテリ駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使うことができます。 
本製品を初めて使用するときは、バッテリパックを充電してから使用してください。 

バッテリ駆動で使う場合は、あらかじめ AC アダプタを接続してノ（ッテリパックの充電を完了 
(フル充電）させるか、フル充電したバッテリパックを取り付けてください。 


『安心してお使いいただくために』に、バッテリパックを使用するときの重要事項が記述されて 
います。バッテリ駆動で使う場合は、あらかじめその記述をよく読み、必ず指示を守ってくだ 

B 


ヅ 

U 

駆 

動 

で 

使 
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△危険 

• バッテリパックは、必ず本製品に付属の製品を使用すること 

寿命などで交換する場合は、東芝製バッテリ PABAS 1 11をお買い求めください。 

指定以外の製品は、電圧や端子の極性が異なっていることがあるため火災_破裂_発熱の 
おそれがあります。 

•バッテリパックを分解 • 改造しないこと 

分解 • 改造すると、火災•破裂 • 発熱の原因となります。指定以外の製品や、分解 • 改造 
したものは、安全性や製品に関する保証はできません。 

•バソコン本体を落下させたなどで、強い衝撃が加わったバッテリパックは使用を中止する 
こと 

バッテ U パック内部に潜在的な損傷が起き、火災•破裂 • 発熱のおそれがあります。点検 • 
修理をお買い求めの販売店またはお近くの保守サービスに依頼してください。 

•パッテリパックに変形、変色、割れ、ヒビ、サビ、液漏れなどの外観の異常、あるいは異 
臭、発熱などの異常がある場合には使用しないこと 

そのまま使用すると、火災•破裂•発熱のおそれがあります。点検•修理をお買い求めの販 
売店またはお近くの保守サービスに依頼してください。 


A 汪思 

•パッテリパックの充鼋温度範囲内 （5 〜 35° C ) で充電すること 

充電温度範囲内で充電しないと、液もれや発熱、性能や寿命が低下するおそれがあります。 


パッテリパックを使用するにあたって - 

•あらかじめ、「付録 D - ■■バッテリについて」を確認してください。 
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I ■バツテリについて 


青 

冗电兀 J 

オレンジ 

充電中 

オレンジの点滅 

充電が必要 

バッテリの充電について「本節]]バッテリを充電する」 

消灯 

• バッテリが接続されていない 
- AC アダプタが接続されていない 
• バッテリ異常 

異常の場合は、購入店または近くの保守サ_ビスに連絡してくだ 
さい。 


〇通知領域の[バッテリ]アイコンで確認する 

通知領域の[バッテリ]アイコン （0) の上にポインタを置く 
と、バッテリ充電量が表示されます。 

このときバッテ 1 」充電量以外にも、現在の電源プランが表示され 
9 〇 

省竜力設定について《パソコンで見るマニュアル（検索）：省電力の設定をする》 

1力月以上の長期にわたり、 AC アダプタを接続したままパソコンを使用してバッテリ駆動を行 
わないと、バッテリ充電量が少しずつ減少します。このような状態でノ（ッテリ充電量が減少し 
たときは 、 Battery CD LED や[バッテリ]アイコンで充電量の減少が表示されないことがあ 
ります。1力月に1度は再充電することを推奨します。 
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バッテリ充電量を確認する 


パッテリ駆動で使う場合、バッテ u の充電量が減って作業を中断したりしないよう、バッテリ 
の充電量を確認しておく必要があります。 

■画 Battery LED で確認する 

AC アダプタを使用している場合 、 Battery C=l LED が点灯します。 



Battery CZI LED は次の状態を示しています。 



バツテリ駆動で使う 



























〇バツテリについて 


k ■バッテリ充電量が減少したとき 

電源が入っている状態でノ（ッテリの充電量が少なくなると、次のように警告します。 

• Battery a LED がオレンジ色に点滅する（バッテ U の残量が少ないことを示しています） 

* バッテ U の アラームが 動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]—[詳細な電源設定の変更]をクリックして表 
示される[詳細設定]タブの[バッテ U ]— [バッテリ低下の通知]や[バッテリ切れの操 
作]で設定すると、バッテリの残量が少なくなったことを通知したり、自動的に対処する動 
作を行います。 

省電力設定(電源オプション）について 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：省電力の設定をする》 

B 上記のような警告が起こった場合はただちに次のいずれかの方法で対処してください。 

①バソコン本体に AC アダプタを接続し、電源を供給する 
②電源を切ってから、フル充電のノ（ッテリパックと取り換える 

JK 

ツ 購入時は休止状態が設定されています。バッテ u 減少の警告が起こっても何も対処しなかった 
干場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

| j 

長時間使用しないでバッテリが自然に放電しきってしまったときは、警告音も鳴らず、 

|t Battery 〇 LED でも放電しきったことを知ることはできません。長時間使用しなかったとき 
は、充電してから使用してください。 

使 

ミ ■時計用バッテ■」 _ 

本製品には、取りはずしができるバッテリパックのほかに、内蔵時計を動かすための時計用 
バッテリが内蔵されています。 

時計用バッテリの充電は、 AC アダプタを接続し電源を入れているとき（電源 ON 時）に行われ 
ますので、普通に使用しているときは、あまり意識する必要はありません。ただし、あまり充 
電されていない場合、時計が止まったり、遅れたりすることがあります。 

時計用バッテリが切れていると、時間の再設定をうながす Warning (警告）メッセージが出ます。 


■充電完了までの時間 


状態 

時計用パッテリ 

電源 ON (Power 6 LED が青色に点灯） 

24時間 


実際には充電完了まで待たなくても使用できます。また、充電状態を知ることはできません。 
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I ■バッテリについて 


バッテリを充電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 


バッテリを充電するにあたって 

* あらかじめ、「付録 D -® ■-バッテリを充電するにあたって」を確認してください。 


KB 充電方法 

I パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源コードのプラグをコンセン 
卜に差し込む 

DC IN LED が青色に点灯して 巳 attery □ LED がオレンジ色に点灯すると、充 

電が開始されます。 

電源 コー ドのプラグを コン セントに差し込むと、電源の ON/OFF にかかわらずフル 
充電になるまで充電されます。 

Q Battery cn LED が青色になるまで充電する 

■ バッテリの充電中は Battery □ LED がオレンジ色に点灯します。 

DC IN ， LED が消灯している場合は、電源が供給されていません。 AC アダプタ、 
電源コードの接続を確認してください。 

メモ 

* パソコン本体を長時間ご使用にならないときは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。 


■充電完了までの時間 

バッテリ充電時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度が低いとき、バッテリパックの温度が高くなっているとき、周辺機器を取り付けてい 
るとき、アプリケーションを使用しているときは、充電完了まで時間がかかることがあります。 
詳細は、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

■使用できる時間 

パッテリ駆動での使用時間は、ノくソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異 
なります。 

詳細は、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 



パツテリ駆動で使う 

























〇バツテリについて 


■パッテリ駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、充分な 
性能を発揮するために AC アダプタを接続してご使用ください。 

■使っていないときの充電保持時間 

パソコン本体を使わないで放置していても、パッテリ充電量は少しずつ減っていきます。バッ 
テリの保持時間は、放置環境などによって異なります。 

保持時間は、充電完了の状態で電源を切った場合の目安にしてください。 

詳細は、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

ス U —プを実行した場合、放電しきるまでの時間が非常に短いため、パッテリ駆動時は休止状 
態、または八イプリッドスリープにすることをおすすめします。 

g メモ 

• バッテリパックは消耗品です。使いかたを工夫することで長持ちさせることができます。詳しくは 
《パソコンで見るマニュアル（検索）：バッテリを長持ちさせる》を確認してください。 


リパックを交換する 


バッテ U パックの交換方法を説明します。 

バッテリパックの取り付け/取りはずしのときには、「ス U — プ」にするのではなく、必ず電源 
を切り、電源コードのプラグを抜いてから作業を行ってください。 

メモ 

* キズや破損を防ぐため、布などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置いて作業を行ってくださ 
し'!。 


■■取りはずし/取り付け 

データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

| 電源の切りかた『準備しよう1章 D - ほ]電源を切る』 

Q パソコン本体から AC アダプタと周辺機器のケーブル類をはずす 
E ] ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返す 



パツテリ駆動で使う 
















I ■バツテリについて 


パッテリ安全ロックを矢印の方向に引く 



く 

’前 







パッテリ 
安全□ック 



3交換するパッテリパックを、「カチッ」と音がするまで静かに差し込む 

新しいあるいは充電したバッテ U パックを、バッテリ • UU — スラッチが自動的にス 
ライドして「カチッ」という音がするまで、注意して差し込んでください。 






パツテリ駆動で使う 
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〇バツテリについて 


パッテリ安全ロックを矢印の方向にスライドする 

パッテリパックがはずれないように、バッテリ安全□ックは必ず行ってください。 















5 章 


■ システム篇境の変更 


本製品を使用するときの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明しています。 


1システム環境の変更とは . 66 

2巳 IOS セットアップを使う . 67 

3指紋認証を使う . 69 









システム環境の変更とは 


本製品は、次のようなパソコンのシステム環境を変更できます。 

システム環境を変更するには、 Windows 上のユーティリティで変更するか、または BIOS セット 
アップで変更するか、2つの方法があります。 

通常は、 Windows 上のユーテイリテイで変更することを推奨します。 


変更できる項目 

Windows 上のユーテイリテイ 

ハー ドウ エア 環境（パソコン本 
体）の設定 

「東芝 HW セットアップ」 

《パソコンで見るマニュアル（検索）： 

システム環境の設定変更》 

パスワード 
セキュリティ 
の設定 

ユーザ 

パスワード 

「東芝 HW セットアップ」 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：ユーザパスワード》 

スーパーバイザ 

パスワード 

「スーパーノ（イザノてスワードユーテイリテイ」 

《パソコンで見るマニュアル（検索）： 

スーパー■バイザパスワー ド》 

省電力の設定 

「電源オプション」 

《パソコンで見るマニュアル（検索）： 

省電力の設定をする》 


BIOS セットアップについては「本章0 BIOS セットアップを使う」をご覧ください。 



システム環境の変更 
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B 終了 

変更した内容を有効にして終了します。 

[| [終了] メ ニ ユ-を表示する 
Q 終了方法を選択する 

画面の指示に従って BIOS セットアップを終了する 

Windows が起動します。 
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起動と終了/ BIOS セットアップの操作 


I キーポードの运]キーを押しながら電源スイッチを押し 、 rdynabookj 
画面が表示されてから手をはなす 

パスワードを設定している場合は、画面の指示に従って登録したパスワードを入力し、 
ENTER | キーを押してください。 

パスワードについて 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：ユーザパスワード' HDD パスワード》 

BIOS セットアップが起動します。 

起動できなかった場合は、通常の終了操作を行ってパソコン本体の電源を切り、手順 
n をゃり直してくださぃ。 



BIOS セットアップを使5 


BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体から設定するプ□グラムの 
ことです。 

次のような設定ができます。 

* 八ードウエア環境（パソコン本体、周辺機器接続ポート）の設定 


• セキユリ丁ィの設定 
• 起動方法の設定 

0 メモ BIOS セツトアップを使用する前の注意 


通常、システム構成の変更は Windows 上の「東芝 HW セットアップ」、「電源オプション」、「デバイス 
マネージャ」などで行ってください。 

使用しているシステムによっては、システム構成を変更しても、変更が反映されない場合があります。 
BIOS セットアップで設定した内容は、電源を切っても消えません。しかし、内蔵バッテリ（時計用 
パッテリ）が消耗した場合は標準設定値に戻ります。 
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0 BIOS セットアップを使う 

mm 基本操作 


基本操作は次のとおりです。 


メニューを選択する 

または -*• 

上段のメニュー名が反転している部分が現在表示している 
メニュー画面です。 

変更したい項目を選択する 

H ] または 

画面中で反転している部分か現在変更できる項目です。 

サブメニューや設定値の一覧を 

| ENTER | 

項目の内容を変更する 

\ SPACE | f 5|、 F 6 \ 

設定内容を標準値にする 

\ F 9\ 

「デフォルト値を□ー ドしますか？」というメッセージが 
表示されます。「はい 1 を選択し、キーを押してく 
ださい。 

パスワ ドはこの操作をしても削除されません。 

設定を保存し、 BIOS セットアッ 
プを終了する 

\ F 10\ 

「設定の変更を保存して終了しますか？」というメッセー 
ジが表示されます。保存する場合は「はい」を選択し、 

| fA / TF /? |キーを押してください。 

巳 IOS セットアップ終了後、 Windows が起動します。 

保存しない場合は「いいえ 1 を選択し、 | fA / TT /?| キーを押 
してください。 

[終了] メニューを表示する 

\ ESC \ 

サブメニュー表示中は 1 つ前の画面に戻ります。 

BIOS セットアップのヘルプを表 
示する 

同 
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指紋認証を使 3 


本製品には「指紋センサ」と「指紋認証ユーテイリテイ（東芝フインガープリントセキュ U 
テイ）」が用意されています。ここでは、指紋を登録し、指紋認証を行う方法について説明しま 
す。 


指紋認証とは 


指紋認証とは、手の指紋の情報をパソコンに登録することにより、パスワードなどの入力に代 
えて本人であることを証明する機能です。キーボードからパスワードを入力する代わりに、登 
録した指を指紋センサ上にすべらせるだけで、次のことが実行できます。 


• Windows □グオン 

* インターネットのホームページで、パスワードの入力 
♦スクリーンセーパの解除 

•パソコン本体起動時のユーザパスワードまたは HDD パスワードの入力 
•スリープからの復帰 
•ファイルやフォルダの暗号化 

詳しくは指紋認証ユーテイリティのヘルプを参照してください。 


指紋認証の操作にぁたって 

春あらかじめ、「付録 D -* ■指紋認証について」を確認してください。 



シ 

2 

環 

境 

の 

変 

更 


Windows ログオンパスワードを設定する 


「指紋認証ユーテイ 1 」テイ」の設定や登録をするためには 、 「Windows □グオンパスワード」 

を設定しておく必要があります。 

Windows のセットアップで Windows ログオンパスワードを設定することができますが、[コ 
ント□ールパネル]の[蘇ユーザーアカウントと家族のための安全設定]からでも設定する 
ことができます。 

Windows セットアップ『準備しよう1章 Q-Kfl Windows のセットアップ』 

Windows □グオンパスワードの設定方法 
『 Windows ヘルプと サボー ト』 

《パソコンで見るマニュアル（検索）： Windows ログオンパスワード》 


すでに Windows ログオンパスワードを設定してある場合は、「本節指紋を登録する」に進 
んでください。 
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B 指紋認証を使う 


指紋センサに対して指をまっすぐ出し、指を寝かせた状態で、第1関節 
を軽く指紋センサ中央の上におく 


第1関節から先端にかけて、指のはら部分が指紋センサに触れるように 
手前に水平に引く 

指先だけ指紋センサにのせると、指紋が認識されない場合があります。第1関節から 
先端にかけて指のはらの部分が指紋センサに触れるように、ゆっくりとすべらせてく 
ださい。 



指紋を登録する 


Windows ログオンパスワードを設定したら、「指紋認証ユーティリティ」で、指紋を登録しま 
す。 次の手順を実行して ください。 指をけがしたときなどのために、2本以上の指を登録して 
ください。 

「本節]] Windows □グオンパスワードを設定する」 

指紋センサには、最大21パターンの指紋を登録で きます。 複数のユーザでパソコンを使用して 
いる 場合は、全ユーザあわせて21パターン登録で きます。 例えば1人で10パターンの指紋を 
登録した場合、ほかのユーザが登録で きる のは、計11パターン までです。 

|指紋センサに指紋をうまく読み取らせるには 
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B 指紋認証を使う 


操作方法 


「指紋認証ユーティリティ」でユーザ登録を行います。ユーザ登録では、 Windows のユーザア 
カウントとその□グオンパスワードを登録したあと、そのユーザアカウントで□グオンし、認 
証で使用する指（指紋）を登録します。また、登録した Windows ログオンパスワードは、「指 
紋認証ユーティリティ」の各種機能を使用するためのマスタパスワードとしても使用します。 

メモ 

春 Windows ログオンパスワードは指紋認証の代わりに使用できますが、指紋のユーザ登録など一部の機 
能は Windows ログオンパスワードで代用することはできません。 


n 指紋を登録するユーザアカウントでログオンする 


[スタート]ポタン （ t 0) —[すべてのプログラム]— [Protector 
Suite QL ]— [ユーザー登録]をクリックする 

初めて起動したときは、[指紋ソフトウェア使用許諾契約書]画面が表示されます。 
内容を確認後、[使用許諾契約書に同意します]をチェックし、 [0 K ] ポタンをク 
U ックしてください。 

2回目以降は、[ユーザー登録]画面が表示されます。通知領域の [Protector Suite 
QL ] アイコン（二2 ) を右クリックし、表示されたメニューから[指紋を編集]を 
選択しても[ユーザー登録]画面を起動することができます。 

[次へ]ポタンをクリックする 



ユーザー登録 

新規ユーザーを登錄す5には、以下の手胭が必要で•す： 

• ユーザーの Windows パスワードを入力 
• 少なくとも1つのユーザー©指紋を登錄 


戻る (B ) 【|次へ ( N )> ])[ キゃン也レ] 


[ユーザーのパスポート]画面が表示されます。このとき、既に指紋を登録してある場合 
は[パスワード]画面が表示されます。指紋センサに指紋登録済みの指をすべらせる 
か、パスワードを入力して[次へ]ポタンをクリックしてください。その場合、手順 
□ へ進みます。 



システム環境の変更 


7 





























B 指紋認証を使う 


[パスワード入力]欄に Windows ログオンパスワードを入力し ①、 
[次へ]をクリックする ② 


ユーザーのパスボート 

処理を続け5には、こ®ぺ-ジで Windows® パスワ-ドを入力 t る必要があります。 


<戻 5(B) 【|1次へ (N)> I】キゃン t； レI 


■① 


-② 


(表示例） 


[指紋登録のヒント]画面が表示されます。画面に表示される指紋登録のヒントを、 
よくお読みください。 

[対話型チュートリアルを実行する]がチェックされていることを確認 
し①、[次へ]をクリックする ② 


指紋登録®ヒント 

指を g く位®結果(こ影裂を与え5可能性があります。 


m 


最善の結果を得るには、品質が重要です • 




• 指をセンサ HD 上に平たく匿いてくだ a V 
• 指をセンサーに垂直な状態で移助してください。 
• 移肋した後に指を指らさないで•く妫い。 


:識 S 淼?;益微:纖、 


I ノ只話罕チ1ートリアルを実 ■_ 


I く 戻 5(B) :||| 次へ (N)> 


■① 

■② 


[正しい読み取り手順]画面が表示されます。 
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B 指紋認証を使う 


画面に表示される説明と動画をよく見て、[次へ]をクリックする 

動画は1回再生したあとに停止しますが、[ビデオ再生]をクリックするともう1度再 
生されます。 



[スキヤンの練習]画面が表示されます。 

Q 指紋センサに指を軽くのせ、手前側にすべらせる 

第1関節を指紋センサの上に置き、手前に引くようにすべらせてください。 



[スキヤンの練習]画面が表示されてから2分以内に指の認識を行わないとエラーメッ 
セージが表示されます。メッセージを確認して [0 K ] をクリックします。 

その後[やり直し]をクリックし、指の認識を行ってください。 
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B 指紋認証を使う 


同じ指を4回認識させてください。指紋センサに指をすべらせると、画面の4つの 
ボックスに、1回ごとの指紋データの読み取り結果が表示されます。 

[ビデオ再生]をクリックすると、手順0で見た動画を見ることができます。 


指玟チュートリア J レ 


スキャン®锸習 

指の_売み取り 


m 


練習では、同じ指の読み取りを 4 回行います 


pi 贊 






ビデオ再生( V ) 


i 元办 fli ほ1?ん 


最後のサンブル用に指を読み取ってぱさい 


L チュ - w アルをスキップ⑸ 


く 戻？) ( B ) | VX -( f ' J ) > I キゃンセ；レ I 


-成功したとき 


■失敗したとぎ 


4回実行したあと、何回かうまく読み取りができなかった場合は、やり直しを勧める 
メッセージが画面下部に表示されます。[やり直し]をクリックし、もう1度手順〇 
を実行してください。4回とも指紋データの読み取りに成功すると、「練習問題に合格 
しましたので、登録する準備ができました。」と画面下部に表示されます。 


練習問匪に合格しましたので、登錄する準備ができました。 


[チ： i - HJ アルをスキップ⑸ ] 


< 戻 5( B ) || ) WN >> ][ キゃン tJ レ] 


[次へ]をクリックする 

[ユーザーの指紋]画面が表 7 R されます0 


指较チュートリアノレ 


スキャンの練習 

指の読み取り 

m 


練習では、同 L ； 指の読み取りを 4 回行います 




♦X 
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B 指紋認証を使う 


J 登録する指を示すボックスをクリックし、タッチパッドの下にある指紋 
センサに登録したい指の第1関節を軽くのせ、手前側にすべらせる 

体勢によっては親指での認証は難しいので、親指以外の指を登録することをおすすめ 
します。 



第1関節を指紋センサの上に置き、手前に引くようにすべらせてください。同じ指を 
3回読み取らせます。画面中央に読み取り画面が表示され、1回指紋読み取りが成功 
するごとにチェックがつきます。3回とも指紋の読み取りができたら、「成功」と認識 
画面の下部に表示され、登録した指を示すボックスに指紋イラストが表示されます。 
読み取り画面が表示されてから2分以内に指紋登録を行わないと エラー メッセージが 
表示されます。 [0 K ] をクリックして、指紋登録を行ってください。 



以前登録した指を再び登録した場合は、新しく登録した指紋データで上書きされます。 

違う指で手順〇を繰り返す 

最低でも2本の指を登録してください。 

[次へ]をクリックする 

パスワードの登録を勧める画面が表示されます。 
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B 指紋認証を使う 


[OK] をクリックする 


パ>ンクア！ y プノ W ワードを使用して gSE メカニズムしようとしています ■ 保 BS デパイスが動作していなければ、この方法でデータにアク 
できまただし、この方法ではセキユリテイが®下します • S くて複路なノ U ワード (SHS12 文芋)®® ffl をお動めします • 


[し。 K J ) 


[拡張セキュリティ]画面が表示されます。 


拡張セキュリティを使用する場合、必要な設定をする 

拡張セキュリティ機能を有効にすると、登録したユーザデータなどを保護キーを使つ 
て暗号化し、セキュリティを強化することができます。この機能を使用しない場合は、 
[現在のユーザーの拡張セキュリティを有効にする]のチェックをはずし、手順 [0 へ 
進んでください。 

拡張セキュリティ方式を有効にするには[現在のユーザーの拡張セキュリティを有効 
にする]をチェックし①、[拡張セキュリティタイプ]で使用したい項目を選択して 
ください②。 


拡張セキュリティ 

このパスポー h < J ) セキュリティレベルを設定します。 


m 


( 0現在®ユ-ザ-の拡張セキュリティを有幼にす 5© 

デー $ tt 、 八ードウ I アセキュリティデ/ W スから取 f 寻する保諸キーを使用して暗号化されます。 


.•■•ドウ I アに基づくセキュリティ。ユーザ。®機密デー切 a 、 
j 紋謗み取り装蛋(こ格納された f 呆諸キ -( こよって保誰さ 
.. 指紋が一致した煬含[このみ 公閉されま才。 デべは、 
<iiji：rnu>-»E 


■① 


■② 


IZ ゼキユリテイ: T ハイスか助 IT し《い塌こ使用 t ⑸^ク5アップパスワードを有幼(こす5。 P ) 
バア9力 U ワ—ド： 


I <戻抑 ）II ) WN )> ][ キゃン乜レ] 
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B 指紋認証を使う 


[セキュリティデノ（イスが動作しない場合に使用するパックアップパス 
ワードを有効にする。]をチェックし①、パスワードを入力する② 

ここでバックアップノ v ° スワードを設定しておくと、拡張セキュリティを設定している 
状態で指紋センサがうまく動作しない場合や指紋をうまく読み取れない場合に、キー 
ポードからのパスワード入力で認証させることができます。 


拡張セキュリティ 


抵張セキュ y ティ 

このパスポートのセキュリティレベルを設定します。 


m 


園現在®ユ-ザ-®拡張セキ；Iリティを有効にする (E) 

デ—5は、ハーアセキュリティデ/イスから取得する保諸キーを使用して B 音号化されます。 


拡張セキュリティ$イブ： 


ドウIアに基づくセキュリティ。ユーザーの棵密デ3は、 
指紋読み取り装蛋(こ格納された保諸キ H こよって保諸？ 
れ、指紋が一致した埸合にのみ公閉されます。デ-如、 
指紋デパイスに格納されたキ-を使用して8音号化さ m 
す。 


( 0セキュリティデパイスが觔作しない埸合に使用す5パツグ P ゥブパスワ'-ドを有効にす5。 (P) ^ 


[ 層ア9ブ /U つ'-ド： 
似ワード再入力： 


<戻 5(B) ]匚；欠へ (N) > ] |キゃン也レI 


■① 

■② 


拡張セキュリティ機能を使用する場合、バックアップノ t スワードを設定しておくこと 
を強くおすすめします。推測しにくい、長いパスワードを設定してください。拡張セ 
キュリティ機能を使用している場合、指紋認証の代わりに使用できるパスワード入力 
は、次のようになります。 


巳 

W 

X 

:バックアップパスワードで代用 
: Windows パスワードで代用 
:パスワードによる代用不可能 


指紋 データ 削除 

インポート/ 

エ クス ポート 

ユーザ 設定 

バックアップパスワード有り 

巳 

巳 

X 

パックアップパスワード無し 

W 

W 

X 


いずれも、指紋認証をキャンセルしたときにパスワード入力画面が表示されます。 
拡張セキユリティ機能の詳細 

《指紋認証ユーテイリティのヘルプ（検索）：拡張セキユリテイ》 


[次へ]をクリックする 

H [終了]画面が表示されます。 



システム環境の変更 
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B 指紋認証を使う 



[完了]をクリックする 



指紋登録が完了し、[ようこそ]画面が表示され ます。さまざまな メニューが表示さ 
れるので、知りたい情報をクリックしてお読みく ださい。すぐに読まない 場合は、 
[閉じる]ボタンをクリックして[ようこそ]画面を終了して ください。 
























B 指紋認証を使う 


4 


指紋認証を行う 


指紋を登録すると、指紋センサに指をすべらせることで、 Windows へ□グオンできます。ま 
た、パソコンを複数のユーザで使用している場合、ユーザの選択も省略できます。 

KM 操作方法 

パソコンに電源を入れる 

Windows に□グオンする画面が表示されます。 

Q 指紋登録した指の第1関節を j 論文センサの上にのせ、手前側にすべらせる 



指紋が認証されると指紋認証画面に[成功]と表示され、 Windows に□グオンします。 


指紋認証がうまくいかなかった場合は、警告メッセージが表示されます。また指紋認証を連続 
して8回以上失敗すると、約1分の間、指紋認証を使用できなくなります。指紋認証がうまくい 
かない場合は、キーボードからパスワードを入力して、 Windows に□グオンしてください。 



システム環境の変更 
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B 指紋認証を使う 


mm その他の使いかた 

t パソコンの起動や復帰時に指紋で認証させる _ 

■パソコンの起動時（パワーオンセキュリティ） 

パソコンの起動時に、ユーザパスワードや HDD パスワードの代わりに、指紋認証を使用するこ 
ともできます。事前にユーザパスワードや HDD パスワードを登録しておいてください。 

g メモ 

* パワーオンセキュリティを使用するためには、ユーザパスワードの登録が必要です。 


ユーザパスワード、 HDD パスワードの登録方法 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：ユーザパスワード、 HDD パスワード》 

また、指紋認証をユーザノくスワードや HDD ノ V ° スワードの代わりに使用するための設定も必要で 
す。 

設定の詳細《指紋認証ユーテイリテイのヘルプ（検索）：ノ（ワーオンセキュリテイ》 

ユーザパスワードや HDD パスワードの指紋認証に続けて5回失敗すると、指紋認証ができなく 
ソ なります。その場合は、キーボードからパスワードを入力してパソコンを起動してください。 

h 
環 
i 竟 
の 
変 
更 


:—ポードからパスワード入力をしたい場合は 
SAOC 5 P /\ C £」 キーを押してください。キーポードからのパスワード入力が可能になります。 




指紋認証のパスワード入力について 


あらかじめ、「付録 D - K ■-指紋認証のパスワード入力について」を確認してください。 



■スクリーンセーパの解除 

次のように設定します。 

① [スタート]ポタン（〇) — [コント□—ルパネル]— [ h デスクトップのカスタマイズ] 
をク u ックする 

② [‘スクリーンセーバーの変更]をクリックする 

③ [再開時にログオン画面に戻る]をチェックする 

④ [0 K ] ポタンをクリックする 

■スリープからの復帰 

次のように設定します。 

① [スタート]ポタン（〇) - [コントロールパネル]- [# バッテリ設定の変更]をク 
U ックする 

② [電源プランの選択]で選択されているプランの[プラン設定の変更]をクリックする 

③ [詳細な電源設定の変更]をクリックする 

④ [追加の設定]の[復帰時のパスワードを必要とする]で、[バッテリ駆動]および[電源 
に接続]を[はい]に設定する 

⑤ [0 K ] ポタンをクリックする 
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B 指紋認証を使う 


M 指紋データのバックアップをとる _ 

登録して ある 指紋データをバックアップ することができます。 バックアップしておくと、リカ 
バリしたときなどに指紋を再登録しなくても すみます。 また、別の パソコンで 指紋認証を使用 
したいときに、指紋データを登録しなくても すみます。 

設定の詳細《指紋認証ユーティリティのヘルプ（検索）：登録のエクスポート/インポート》 

■パソコンを捨てる、または人に譲る場合 _ 

パソコンを捨てたり人に譲ったりする前に、登録した指紋データを消去することをおすすめし 
9 〇 

指紋データの消去《指紋認証ユーティリティのヘルプ（検索）：既存の登録の削除》 

n メモ 

♦パスワードバンク（インターネットのホームページで指紋認証による ID 、 パスワードを入力する機能) 
は 、 「Internet Explorer 」 で動作します。 


B ヘルプの起動方法 _ 

Q [スタート]ポタン（❺）—[すべてのプログラム ]— [Protector 
Suite QL ]— [ヘルプ]をクリックする 



システム環境の変更 
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■ パソコンの励作がおかしいときは 


バソコンの操作をしていて困ったときに、どうしたら良いかを説明し 
ています。 

「 dynabook . com 」 で情報を調べる方法なども紹介しています。 

トラブルが起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ . 84 

2 Q & A 集 . 92 








パソコンに起こるトラブルは、その原因がどこにあるかによって解決策が異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度知っておくことが必要です。 

ここでは、パソコンの構成と、それぞれの構成部分で起こるトラブルの例、その解決方法を紹 
介します。 

■バソコンを構成する3つの部分 



• アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプリケーションソフトウェアの機能です。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプリケーションソフト 
ウェアの代表的なものです。それぞれ製造元が異なります。 

•システム、ドライパとは 

システムは、 オペ レーティングシステム、 0S とも言い、パソコンを動かすための基本的な 
働きをします。本製品のシステムは Windows Vista です。 

ドライバは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバがないと、周辺機器は 
使用できません。代表的なドライバに、ディスプレイドライバやサウンドドライバ、マウス 
ドライバなどがあります。基本的なドライバは、システムが標準装備していますが、周辺機 
器によっては、専用のドライノ（が付属している場合があります。 

•八ードウェアとは 

バッテリや AC アダプタはもちろん、画面（ディスプレイ）、キーボード、ハードディスク、 
CPU など、パソコン本体をさします。 

パソコンはこれらの高度な技術の集合体です。トラブルの原因がそれぞれの製造元にしかわか 
らない場合も多くあります。トラブルの症状にあわせた対処をすることが解決への早道です。 
トラブルの解決には、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプリケーションソフト 
ウェア—システム、ドライバ — パソコン本体の順にチェックします。 



トラプルを解消するまでの流れ 



T トラプルの原因をつき止めよう 


■ 


6 


お使いのパソコンに起こったトラブルについて、解決方法を見つけていきましよう。 


パソコンの動作がおかしいときは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP ! アブ II ケーシ 


:アに原因がある場合 


トラブル 

例1:メールやインターネットがつながら 
ない 

アクセスポイントやメールサーバ、 ID、 パ 
スワードなどの設定を確認します。これら 
の設定は契約プロバイダごとに異なります。 
契約プ□ノ（イダから指定された設定データ 
が正しくバソコンの設定に反映されている 
かを確認してください。 


解消法 

例1:プ□パイダへのお問い合わせについ 
て 

お客様ご契約のプ□バイダの窓口へお問い 
合わせください。 

本製品に用意されているサインアツプソフ 
卜から加入できるプ□バイダのお問い合わ 
せ先は「7章お問い合わせされるときは」 
を参照してください。 


例2:アプリケーションの使いかたがわか 
らない 

付属のマニュアルや「おたすけナビ」を読 
んで、アプリケーションソフトの使いかた 
を確認します。 


例2:アプリケーションの使いかたについ 
て 

『0央像と音楽を楽しもう』、「おたすけナビ」 
や、各アプリケーションのサポート窓口へ 
お問い合わせください。 

「おたすけナビ」 

「本章〇-[7] Q この Q & A 集を読んで 
も解決できない」 

アプリケーションのお問い合わせ先 
「7章お問い合わせされるときは」 


例 3 :どのアプリケーションを使ったらい 
いかわからない 

付属のマニュアルや「おたすけナビ」に、 
代表的な操作を記載しています。 


例 3 :「おたすけナビ」でアプリケーシヨ 
ンを探す 

「おたすけナビ」の「使いかた」で、本製品 
に用意されたアブ U ケーシヨンを目的別に 
探すことができます。 



パソコンの動作がおかしいときは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP 2 0 S やドライバに原因がある場合 


トラブル 

例4 :正常に画面が表示されない、音が出 
ない、設定が合つているのにイン 
ターネットにつながらない 


例5 :青い画面で 「 STOPOX ******」 

(-般に 「 STOP エラー」や「ブルー 
スクリーン」 「ブルーパニック」と呼 
ばれる画面）が表示された 



峰 


解消法 

例4•例5: 

ドライパを入れ直す 

再起動をすると自動的にドライバの検出を 
行う場合があります。再起動後、[新しい 
八ードウエアの検出ウィザード]画面が表 
示された場合は、画面の指示に従ってくだ 
さい。 

再起動 

《パソコンで見るマニュアル（検索）： 
パソコンを再起動する》 

例5:動作に影響を与えているアプリケー 
シヨンや周辺機器を調べる 

周辺機器やソフトをインスIルしたあと 
に起こることが多いものです。その前に 
行った作業を一度元に戻すことでトラプル 
が解消される場合が少なくありません。 
周辺機器を取りはずしたり、「システム構成 
ユーティ 1 」ティ」でプ□グラムやサービス 
を停止して起動したりすることで調べるこ 
とができます。 

システム構成ユーティリティ 
《パソコンで見るマニュアル（検索）： 
必要最低限のシステムで起動する》 


ひ 


それでもトラブルが解消しない場合には、 
東芝 PC あんしんサボートへお問い合わせく 
ださい。 

『東芝 pc サボートのご案内』 



パソコンの動作がおかしいときは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP 3 パソコン本体に原因がある場合 


トラブル 

例6:ドライバを入れ直しても機器が動か 
ない 


解消法 

例6:リカバリ（再セットアップ）する 

パソコン本体が動作する場合は、「リカバリ 
(再セットアップ)」を行ってください 。 「U 
カバ U 」 は、八ードディスクのデータが消 
えるため、パックアップを行うことをおす 
すめします。 

バックアップをとる 

『準備しよう4章大切なデータを失わな 
いために』 

リヵバリ 

『準備しよう5章買ったときの状態に戻 
すには』 


例 7 : 鼋源ランプが点灯せず、パソコンが 
まったく動作しない。 




それでもトラブルが解消しない、あるいは 
まったくパソコンが動作しない場合は、パ 
ソコ ン本体が故障している可能性がありま 
す。 

パソコンの操作について、困ったときや修 
理のご依頼は東芝 PC あんしんサボートへお 
問い合わせください。 

『東芝 PC サボートのご案内』 



パソコンの動作がおかしいときは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


2 


トラプル対処法 


トラブルが発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP ! 付属の冊子 マニ ニ 


本書では、トラプルの解決方法を Q & A 形式で説明しています。 

また、本製品には目的別に複数の冊子マニュアルがあります。本書以外の冊子も 
読んでください。 


STEP 2「 Q & A 集 J や「便利な使いかた」から探す 


「パソコンで見るマニュアル」の 「 Q & A 集」や「便利な使いかた」にも、使って 
いて操作がおかしいと感じたときの対処法が載っています。また、ちょっと便利 
な使いかたも Q & A 形式で載っています。 

「パソコンで見るマニュアル」は、本製品の電源を入れた状態で、デスクトップ上 


の[おたすけナビ] ((© ) をダブルクリック—[パソコンで学ぶ]ボタンを 

s たす I 廿ビ 

クリックすると起動できます。 


「パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ」の検索機能を使って、本製品 
に用意されているアプリケーションのヘルプやマニュアルを検索して調べること 
ができます。 

「パソコンで見るマニュアル」と「おたすけナビ」のヘルプの起動方法 
「本章 H -| T ] Q この Q & A 集を読んでも解決できない」 


STEP 4 サボートのサイトで調べる 


本製品独自のサボートサイト「あなたの dynabook . com 」 へ接続し、各種サ 
ポート情報から解決方法を探します。 

あなたの dynabook . com 「本節 [ TJ - KB 「あなたの dynabook . com 」 を見る」 

それでもトラブルが解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されているアプリケーシヨンやサインアツプソフトで加入できるプ□ノ（イダのお 
問い合わせ先は「7章お問い合わせされるときは」で確認してください。 


3 


トラプル事例を見てみる 


■■ 「あなたの dynabook.comj を見る| 

「あなたの dynabook . com 」 では、ご利用のパソコンの「よくあるご質問 FAQ 」、 デバイスド 
ライバや修正モジュールのダウン□—ド、ウイルス • セキュリティ情報などをご覧になれます。 
ご利用のパソコンに関する情報だけが表示されるので、目的の情報を簡単に探すことができま 
す。また、サボート窓口や修理についても案内しています。 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


③' 

④， 

⑤' 

⑧' 



.② 


" 

V パソコン© 1 _ 


〜くあるご質問 FAQ 〇| 



〈Windows VistafTM)>(20XX 年 XX 月 XX 日） 


(20XX 年 XX 月 XX 日） 

• »000000000000000000000«Windows Vista(™)>(20XX 年 XX 月 XX R ) 

.J 子の他の FAQ . 


I 子•の#.の兮ウ V 口'-ド 


• >0000000000000 (XI こ H 3 するお^ D^I 十 KMSXX - XXX ~ MSXX - X > O 0( 20 XX 年 XX 月 XX 

H 1(20 XX 年 XX 月 XX 日〉 

X 子の#.の情報 


r ( ご用の 、 


» xxxy > on 0000 axxxxwxxxxx _ x 年 xx 月 xx H ) 

000000000000 (X ( 20 X ) {年 XX 月 X ) 


( Sfe 供的 1 :なャ^51 






|_ 電話 サポート 予約 J 
(iai 電 B でご 相 « '- y ^ 
防問 サービス ) 

|_ メールでご 相放、 

由のご相* 


I 修理状況の；:•確雄: 
1^*1 対面窓口でのご相傾 i 
，ゾ）自己診断 / 


■⑦ 


ち海外からのご相 K 


このべ- y « C ： S いただくには、 Adobe Reader が必要で.す。 


(み の dynabook.com (g) 




ggt •ッ7ページ I <1人供 《 aa 方舒 I サイ h のご利 


0oi^rieht(0)l 935-5006 TOSHIBA CORPORATION. All Rlshls Reserved. 


(表示例） 

① このページの使い方 

クリックすると、「あなたの dynabook . com 」 の使いかたを紹介したページが表示 
されます。 

② ご利用のパソコン情報 

ご利用のパソコンの情報やマニュアルなどが表示されます。 
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「あなたの dymbook . com 」 を表示するには、ガジェットの 「 dynabook ランチヤー」の 
をクリックすると、説明の画面が表示されますので、 


お使いの PC の 
サボート情報 




http :// dynabook . fresheye . com / cgi - bin / login.cgiJ をクリックしてください。 

メッセージが表示された場合は、画面に従ってください。 

次の方法でも表示できます。 

[スタート]ポタン（安多）をクリックし、[インターネット]をク 
リックする 

「Internet Explorer 」 が起動します。 

購入時の状態では、起動して最初に「あなたの dynabook . com 」 が表示されるように 
設定されています。 

インターネットの接続について 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：インターネットへの接続と設定》 

* 「あなたの dynabook.com」 に表示されるポタン.内容は機種によって異なります。 

本書に記載している画面は、表示例です。 


> サボート IS« >»な fcOdynabookoom 


あなたの dynabook.com 


み ' の dynabook.com 

いこのページの使い方 J 響， 


■① 



パソコンの動作がおかしいときは 
















































































D トラブルを解消するまでの流れ 


③ よくあるご質問 FAQ 

日頃、よく寄せられる質問について、サボートスタッフが図や解説をまじえて解決 
方法を掲載しています。 

タイトルの右にあるカテゴリのアイコンをクリックすると、そのカテゴリに関する 
FAQ だけを表示できます。 

④ ダウン□—ド 

デバイスドライバや修正モジュールをダウン□ー ドできます。 

⑤ ウイルス • セキュリティ情報 

⑥ お知らせ 

⑦ 技術的なご相談/修理のご相談 

サボート窓口や修理窓口のページにアクセスできます。 

⑧ 「みんなの dynabook . com 」 ポタン 

ク U ックすると、東芝パソコン全体のサボート情報のページが表示されます。 


東芝パソコンのサボート情報ページを見る 

「あなたの dynabook . com 」 では本製品の「よくあるご質問 FAQ 」、 デバイスドライバや修正 
モジュールのダウン□—ド、ウイルス • セキュリティ情報などをご覧になれます。 

■パソコンの操作に困ったら「よくあるご質問 FAQJ 

「よくあるご質問 FAQ 」 では、日頃、よく寄せられる質問について、サボートスタッフが、図 
や解説をまじえて解決方法を掲載しています。 


あるご質 w faq 

_ - f / — il (1 ヴクア，プ 

• xyyxxxxyxxxxyxxxxxxxxxxxxxxxyxy) 0000 cxxxxxy>oooooooooooo( 

く Windows Vista(TM)>( 20XX 生 XX 月 XX 日） 

> xyxyyxxyxxy) 00000 <yyxxxxx^xxxxy>ooo<xxy<windows vista(TM)> 
(20XX 年 XX 月 XX 日） 

• wxyxyyy) 000000000000 (VX く Windows Vista(TM)>fe OXX 生 XX 月 XX H ) 

2 f ■の他の FAQ 


[ SSwitatigwwi ， 


[ご利用のパソコンのよくあるご質問 FAQ ] をクリックすると、[カテゴリ（かんたん）検索] 
画面が表示されます。 

カテゴリ（かんたん）検索では、条件を選択すると解決方法を検索できます。 

Matookcoml'- ノフ > サボート済铕 > よく S るこ HW(FAQ) >ft テ: I んたん； D# 索 

カテゴリ（かんたん）検索 


II検索条件 

裡種 

dynabook XXXXX XXX/XXXXX 

OS 

Microsoft Windows XP Home Edition 

情*更新日 

| 指定なし v 


検索 | クリ 7 | 

貢問のカテゴリ 


Windows 

〇操作方法 

〇 Windows の揀作方法〇せーフモードの起 tt 方法〇日付と時刻 


, 〇起曲時のトラプル 
〇使用中のトラフ•ル 


〇タスクパー 〇スタートメニュー 〇アイコン 

0フ W ルフ^ルダ0タスクトレイ〈通知蘭域〉 


〇忠ぬと— （表示例） 

サボート 情報は、最新情報を掲載するため、内容を変更することがあります。 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


■ メールで 質問する「東芝 PC オンライン j 

「よくあるご質問 FAQ 」 を探しても問題が解決できないときは、専用フォームからお問い合わ 
せください。24時間365日いつでも受け付けており、サボート料は無料です。 

ご利用には「お客様登録」が必要ですので、事前に登録をしてください。 

『準備しよう6章 Q -\ T ] 東芝 ID (TID) お客様登録のおすすめ』 

「よくあるご質問 FAQ 」 で解消方法を探す 
「 A . 回答 • 対処方法」の説明のあとのアンケートに答える 

この情報はお客様のお役に立ちましたか？ 


广_ 3:内容に従ったが«決で？なかった 


t ： *1 しくて分かろ％かった 


5:知 y たい内容ではなかった 


「3」「4」「5」のいずれかの項目にチェックをつけてください。 

[送信]ポタンをクリックする 

東芝 PC オンラインへの U ンク画面が表示されます。 

「東芝 PC オンライン」をクリックする 

画面の説明に従つて専用フォームからご質問ください。 

メールにてご回答させていただきます。 

質問内容、お問い合わせ状況により、回答にお時間をいただくことがございます。ご 
了承ください。 

このほか、アプリケーションの取り扱い元では、ホームページに情報を掲載している 
場合があります。アプリケーションについて知りたいことがあるときは、ホームべ一 
ジを確認するのも良いでしよう。 

ホームページアドレスについて「フ章お問い合わせされるときは」 


■ モジ ュー ルのダウン ロー ド 

本製品のデバイスドライバや修正モジュールをダウン□—ドできます。 

[ご利用のパソコンのダウン□—ド]をクリックすると、[キーワード検索]画面が表示されま 
す。キーワード検索では、キーワードや文章を入力すると、モジュールの情報が検索、一覧表 
示されます。 

0 S をアップグレードしたい場合は、 0 S に合ったモジュールをダウン□—ドしてください。 


^/<ソコンの J . 


タウンロード 


〇 


I ①ア、 V プギート ( 20 XX 年 XX 月 XX 日） 


d 子の仲.①爷ウ'ノロード 


(表示例） 


3 メモ 


東芝パソコン全体のサボート情報は、 「 dynabook . com 」 の「サボート情報」ぺージでご覧になれます。 
URL : http :// dynabook . com / assistpc / index _ j.htm 

相談窓口や PC のリサイクル、お客様登録については、『準備しよう6章』や『東芝 PC サボートのご案 
内』に詳しく紹介されています。 
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ここに掲載している Q & A 集のほかに、「パソコンで見るマニュアル」にも Q & A 集があります。 
目的の項目が見つからないときは、「パソコンで見るマニュアル」も参照してください。 


Q しばらく放置したら、画面が真っ暗になった . 96 

Q 外部ディスプレイを取りはずしたときに、 

画面が表示されなくなった . 97 

Q 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイのク□—ン表示時に、 

タイマでディスプレイをオフにし、再びオンにした場合に、 

どちらかのディスプレイに表示されないことがある . 97 

Q 画面が薄暗く、よく見えない . 97 

Q 画面表示が回転してしまった . 97 


tt | l 電 J 原を入れるとき/切るとき . 94 


■[タツチパツド/マウス . 98 


Q クリックしても反応がない . 98 

Q ダブルクリックがうまくいかないので、速度を変更したい . 99 

Q ポインタの速度を調節したい . 99 

Q 光学式マウスの反応がおかしい . 99 


Q 指紋の読み取りがうまくいかない . 100 

Q 指にけがをしたため指紋の読み取りができなくなった . 100 

Q 認識率が下がったら . 100 




Q ボインタが輪の形をしている間にキーを押しても反応がない . 98 

Q キーボードから文字を入力しているときに力ーソルがとんでしまう . 98 

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 98 




Q 電源スイッチを押しても Power LED が点灯しない . 94 

Q 電源が入るが、すぐに切れてしまう 

電源が入らない . 94 

Q 電源を入れたが、システムが起動しない . 95 

Q 使用中に前触れもなく、突然鼋源が切れることがある . 95 

Q しばらく操作しないとき、電源が切れる . 96 


パソコンの 


































HQ&A 集 
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Q 「パスワードを入力して下さい。」と表示された . 101 

Q 電源を入れたとき、 

「認証のため、指でセンサーをなぞってください 
巳 I 0 S パスワードを入力するには、バックスぺースを押してください」 

と表示された . 101 

Q 「 HDD パスワードを入力してください。」と表示された . 101 

Q 起動時に 「 Windows 再開□—ダ」が表示され、 

Windows が起動しない . 102 

Q 起動時に「0271 : Check data and time settings … 

Press く FI > to resume , < F 2> to Setup 」 と表示され、 

Windows が起動できない . 102 

Q 「システムの日付または時刻が無効です」と表示された . 102 

Q 次のようなメ ッ セージが表示された . 103 

Q その他のメ ッ セージが表示された . 103 

Q ハードディスクからリカバリできなくなったときは . 103 

Q 異常な臭いや過熱に気づいた！ . 104 

Q この Q & A 集を読んでも解決できない . 104 

Q 操作できない原因がどうしてもわからない . 105 


役立つ操作集 


「便利な使いかた」や 「 Q & A 集」を見てみよう 

本書の Q & A 集を見ても知りたいことが見つからない場合は、パソコンで「パソコンで見るマニュアル」 
の「便利な使いかた」や 「 Q & A 集」を見てみましょう。 

インターネットに接続しなくても閲覧できるため、操作も簡単です。 


①デスクトップ上の[おたすけナビ] ( ^ ) 

クリックする 

「パソコンで見るマニュアル」が起動します。 


をダブルクリック — [パソコンで学ぶ]ポタンを 


② [便利な使いかた] ([ Q 便利な使ぃかた j ) または [ Q & A 集 ] ([Q 08 叫 )をクリックする 

[便利な使いかた]または [ Q & A 集]の一覧が表示されます。 

③ もくじから知りたい項目をクリックする 

④ 参照したい質問をクリックする 
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©►パソコン内部の温度が一定以上に達すると保護機能が働き、システムが自動的 
に停止します。 

パソコン本体が熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度が下がるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりにはものを置かないでください。 


©►パソコン本体からいったん、電源コードと AC アダプタ、バッテリパックをす 
ベて取りはずしてください。 

① 電源コードと AC アダプタを取りはずす 

パソコンに接続している周辺機器も取りはずしてください。 

② バッテ U パックを取りはずす 

電源コードと AC アダプタ、バッテリパックを取りはずすと、電源が入らない状態に 
なります。そのままの状態で、しばらく放置してください。 

③ バッテリパックを取り付ける 

④ 電源コードと AC アダプタを取り付けて、電源プラグをコンセントに差し込む 

⑤ 電源スイッチを約2秒間押し、指をはなす 

電源コードと AC アダプタの接続 

『準備しよう1章 □ B 電源コードと AC アダプタを接続する』 

バッテリパックの取り付け/取りはずしについて 
「4章 n - s バッテリパックを交換する」 

以上の手順でも解決できない場合は、保守サービスに連絡してください。 


1 


電源を入れるとき/切るとき 


電源スイッチを押しても Power LED が点灯しない 


©► 電源スイツチを2秒間押したあと、指をはなすと電源が入ります。 

Power LED が青色に点灯することを確認してください。 



電源が入るが、すぐに切れてしまう 
電源が入らない 


0^バッテリの充電量が少ない可能性があります。 

次のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品用の AC アダプタを接続して、電源を供給する 
(他製品用の AC アダプタは使用できません） 

• 充電済みのノ（ッテリパックを取り付ける 

バッテリの充電について「4章 D -® バッテリを充電する」 
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電源を入れたが、システムが起動しない 


©►起動ドライブをハードディスクドライブ以外に設定した場合に、システムの 
入っていないメディアがセットされている可能性があります。 

システムが入っているメディアと取り替えるか、またはドライプからメディアを取り 
出してから、何かキーを押してください。 

それでも正常に起動しない場合は、次のように操作してください。 

① 電源スイッチを5秒以上押して電源を切る 

② _キ_を押しながら、電源スイッチを押す 

③ 「 dynabook 」 画面が表示されたら、_キーから手をはなす 

④ 表示されたメニューからシステムの入っているドライブ（通常は HDD ) を 
キーで 選択し、 


ENTER |キーを押す 


©►次の手順を行うと、セーフモードまたは前回正常に起動したときの構成で起 
動しなおすことができます。 

電源スイツチを5秒以上押して強制終了した後、次のように操作してください。 

① 電源を入れる 

② 「 dynabook 」 画面が表示されたら、_キーを押す 

③ 「詳細ブートオプション」が表示されたら、@キーから指をはなす 

④ 目的に合わせて[セーフモード]または[前回正常起動時の構成（詳細)]を選択 


し、 ENTER キーを押す 


使用中に前触れもなく、突然電源が切れることがある 


©►パソコン内部の温度が一定以上に達すると保護機能が働き、システムが自動的 
に停止します。 

パソコン本体が熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度が下がるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりにはものを置かないでください。 

それでも電源が切れる場合は、保守サービスに連絡してください。 

バッテリ駆動で使用している場合、バッテリの充電量がなくなった可能性があ 
ります。 

次のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品用の AC アダプタを接続して、電源を供給する 
(他製品用の AC アダプタは使用できません） 

• 充電済みのノ（ッテリパックを取り付ける 

バッテリの充電について「4章 D-® パッテリを充電する」 
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しばらく操作しないとき、電源が切れる 


©►Power LED が青色に点灯している場合、表示自動停止機能が働いた可能性が 
あります。 

画面には何も表示されませんが実際には電源が入っていますので、電源スイツチを押 
さないでください。 


SHIFT キーや CTRL キーを押す、またはタッチパッドを操作すると表示が復帰します。 


外部ディスプレイを接続している場合、表示が復帰するまでに10秒前後かかることが 
あります。 

©►Power LED がオレンジ色に点滅しているか、消灯の場合、自動的にスリープ 
または休止状態になつた可能性があります。 

一定時間パソコンを使用しないときに、自動的にスリープまたは休止状態にするよう 
に設定されています。 

復帰させるには、電源スイッチを押してください。 

また、次の手順で設定を解除できます。 

① [スタート]ポタン （0) —[コント□—ノレパネノレ]をクリックする 

② [、今システムとメンテナンス] —[1# 電源オプション]をクリックする 

③ 利用する電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をクリックする 

④ [ディスプレイの電源を切る]および[コンピュータをスリープ状態にする]で 
[なし]を選択する 

[バッテリ駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑤ [変更の保存]ポタンをク U ックする 


2 


画面/表 7 F 


しばらく放置した5、画面が真っ暗になった 


0^表示自動停止機能が働いた可能性があります。 

画面には何も表示されませんが実際には電源が入っていますので、電源スイツチを押 
さないでください。 


SHIFT キーや CTRL キーを押す、またはタッチパッドを操作すると表示が復帰します。 


外部ディスプレイを接続している場合、表示が復帰するまでに10秒前後かかることが 
あります。 


©► 表示装置が適切に設定されていない可能性があります。 

キーを 3 秒以上押し続けてください。表示装置が本体液晶ディスプレイに切 
り替わります。 

詳細について「3章表示を切り替える」 

96 
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Q 外部ディスプレイを取りはずしたときに、 
画面が表示されなくなつた 


©►外部ディスプレイを接続してください。 

外部ディスプレイをプライマリデバイスに指定して拡張表示の設定をした場合に、ス 
リ ー プや休止状態のときに外部ディスプレイを取りはずすと、ス U —プや休止状態か 
ら復帰したときに画面が表示されない場合があります。 

外部ディスプレイを取りはずす際は、スリープや休止状態ではなく、電源を切ってか 
ら行ってください。 


本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイのクローン表示時に、 
Q タイマでディスプレイをオフにし、再びオンにした場合に、 

どち5かのディスプレイに表示されないことがある 


キーを押し、本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイのクローン 
表示に再設定してください。 


画面が薄暗く、よく見えない 


キーを押して、本体液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくして 
ください* 1 

_+@キーを押すと、逆に、本体液晶ディスプレイの輝度は暗くなります。 

@キ_で本体液晶デイスプレイの輝度を変更した場合、バソコンの電源を切つたり再 
起動したりすると設定は元に戻ります。 


©► 本体液晶ディスプレイの輝度が低く設定されている可能性があります。 

「電源オプション」には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能があります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面が暗くなります。 
詳細は、「電源オプション」のヘルプを参照してください。 

次の手順で設定を変更してください。* 1 

① [スタート]ポタン（❾）—[コント□—ルパネル]をクリックする 

② システムとメンテナンス] — [彳身電源オプション]をクリックする 

③ 利用する電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をクリックする 

④ [ディスプレイの輝度を調整]を設定する 

[バッテリ駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑤ [変更の保存]ポタンをク u ックする 

* 1この設定は、外部ディスプレイには反映されません。 


画面表示が回転してしまつた 


\CTRL キーを押してください0 


正常な画面表示に戻ります。 
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ーポ-ド 


ポインタが輪の形をしている間にキーを押しても反応がない 


0^システムが処理中の可能性があります。 

ポインタが輪の形（•〇をしている間は、システムが処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないときがあります。システムの処 
理が終わるまで待ってから操作してください。 


ーポードか5文字を入力しているときにカーソルがとんでしまう 


©►文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、カーソルがとんだ 
り、アクティブウィンドウが切り替わってしまうことがあります。 

次の手順でタッチパッドを無効に切り替えてください。 

①_+_ キーを 押す 

[タッチパッド]のカードが表示されます。 

( D _ キーを押したまま_キーを押し直し、[無効]アイコンが大きい状態で指をは 
なす 


ーポードに飲み物をこぼしてしまつた 


©►飲み物など液体がこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれがあります。 

もし、液体がパソコン内部に入ったときは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとバッ 
テリパックを取りはずして、購入店、または保守サービスにご相談ください。 

保守サービスへの相談は『東芝 PC サボートのご案内』を確認してください。 
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タッチパッド/マウス 


* マウスは、ご購入のモデルによつては別売りです。 


ックしても反応がない 


0^システムが処理中の可能性があります。 

ポインタが輪の形(- 〇をしている間は、システムが処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キ_ボードなどの操作を受け付けないときがあります。シス 
テムの処理が終わるまで待ってから操作してください。 

©►マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体が正しく接続されていないと、マウスの操作はできません。マ 
ウスのプラグを正しく接続してください。 
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©►タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドが無効に設定されて 
いる可能性があります。 

次の手順でタッチパッドを有効に切り替えてください。 

①_+_ キーを押す 

[タッチパッド]のカードが表示されます。 

( p _ キーを押したまま_キーを押し直し、[有効]アイコンが大きい状態で指をは 
なす 


ダブルクリックがうまくいかないので、速度を変更したい 


©►次の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

① [スタート]ポタン（❾）—[コント□—ルパネル]をクリックする 

② [气 y / マウス]をクリックする 

[マウスのプ□パティ]画面が表示されます。 

③ [ボタン]タブで[ダブルクリックの速さ]のスライダーバーを左右にドラッグする 

④ [ ok ] ポタンをクリックする 


ポインタの速度を調節したい 


次の手順でポインタの速度を変更してください。 

①[スタート]ポタン（❾ ）— [コント□—ルパネル]をクリックする 
マウス]をクリックする 
[マウスのプ□パティ]画面が表示されます。 

③ [ポインタオプション]タブで[速度]のスライダーバーを左右にドラッグする 

④ [0 K ] ポタンをクリックする 


光学式マウスの反応がおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使うと正しくセンサーが働かず、ポインタがうまく動きませ 
ん。次のような場所では動作が不安定になる場合があります。 

•光沢のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光沢紙、プラスチックなど） 
♦画像パターンの変化が非常に少ない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像パターンの方向性が強い表面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど） 
明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったものの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないものやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合があります。 
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平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどがある場合は取り 
除いてください。 
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指紋認証 


指紋の読み取りがうまくいかない 


©►もう一度正しい姿勢で操作してください。 

詳しい操作方法は、「5章〇指紋認証を使う」または指紋認証ユーティリティのヘル 
プを参照してください。 

登録してあるもう1本の指で読み取りを行ってください。 

©►どうしてもうまくいかない場合は、一時的にキーポードからパスワードを入力 
してください。 

詳しい操作方法は、「5章〇指紋認証を使う」または指紋認証ユーティリティのヘル 
プを参照してください。 


指にけがをしたため指紋の読み取りができなくなった 


0^登録してあるもう1本の指で読み取りを行ってください。 

►登録したすべての指の指紋が読み取れない場合は、一時的にキーポードからパ 
スワードを入力してください。 

詳しい操作方法は、「5章〇指紋認証を使う」または指紋認証ユーティリティのヘル 
プを参照してください。 


認識率が下がつたら 


©►指紋センサの表面がよごれていないか確認してください。 

よごれている場合には、眼鏡ふき（ク U _ ナーク□ス）などの柔らかい布で軽くふき 
取ってからもう一度指紋認証を行ってください。 

詳細について「5章!!指紋認証を使う」 


指の状態を確認してください。 

指に傷があったり、手荒れ、極端に乾燥した状態、ふやけた状態など、指紋登録時と 
状態が異なると認識できない場合があります。認識率が改善されない場合は、ほかの 
指で登録してください。 

詳細について「5章!!指紋認証を使う」 



パソコンの動作がおかしいときは 


00 
















HQ&A 集 


©►指紋認証が必要です0 

「指紋認証ユーティリティ」でパワーオンセキュリティ機能を有効に設定していると、 
パスワードを設定している場合に表示される「パスワードを入力して下さい。」という 
メッセージの代わりに、指紋認証を行う画面が表示されます。指紋認証を行うと、パ 
ワーオンセキュリティ機能によってパスワードの認証が行われます。 

認証を5回失敗する、または | BACKSPACE | キーを押すと、「パスワードを入力して下さ 
い。」が表示されます。指紋認証について詳しくは、「5章！]指紋認証を使う」または 
指紋認証ユーティリティのヘルプを参照してください。 


「 HDD パスワードを入力してください。」と表示された 


©► Bios セットアップで設定した HDD パスワードを使って認証を行ってください。 

次の操作を行ってください。 

① HDD パスワードを入力し、 |£/ V 7 E /?| キーを押す 

HDD パスワードを忘れてしまった場合は、 八ー ドディスクドライブは永久に使用でき 
なくなり、交換対応となります。この場合は有償です。その際、身分証明書（お客様 
自身を確認できる物）の提示が必要となります。 


©►「東芝 HW セットアップ」または BIOS セットアップで設定したパスワードを 
入力し、キーを押してください。 

パスワードを忘れた場合は、使用している機種（型番）を確認後、保守サービスに連 
絡してください。有償にてパスワードを解除します。その際、身分証明書（お客様自 
身を確認できるもの）の提示が必要となります。 



指の置きかたを確認してください。 

指を指紋センサと平行になるように置き、指紋センサに指の中央を合わせてください。 
指紋センサの上に第1関節がくるように置き、すべらせるときはゆっくりと一定の速さ 
ですべらせてください。それでも認証できない場合は、指をすべらせる速さを調整し 
てください。 

詳細について「5章0指紋認証を使う」 
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電源を入れたとき、 

Q 「認証のため、指でセンサーをなぞつてください 

BIOS パスワードを入力するには、バックスペースを押してください」 
と表示された 


「パスワードを入力して下さい。」と表示された 


■ジ 


パソコンの動作がおかしいときは 
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起動時に 「 Windows 再開口ーダ」が表示され、 
Windows が起動しない 


©► a - ドウエアの接続に不具合が起きた、または何らかの原因で電源を切る前の 
状態を再現できなくなつたというメッセージです。 

休止状態のまま増設メモリの取り付け/取りはずしをしたときなどに表示されます。 
電源を切る前の状態は再現できません。 

次の操作を行ってください。 

① 「 Windows 再開□—ダ」で「復元データを削除してシステムブートメニューに進む」 
が反転表示していることを確認し、 ENTER I キーを押す 

② 「 Windows エラー回復処理」で 「 Windows を通常起動する」が反転表示している 
ことを確認し、| ENTER I キーを押す 

Windows が起動します。 


起動時に「0271 : Check data and time settings ••• 
〇 Press く FI > to resume , < F 2> to Setup 」 と表示され、 
Windows が起動できない 


©► 時計用バッテリが不足しています。 

時計用ノ（ッテ U は、 AC アダプタを接続し電源を入れているときに充電されます。 

時計用バッテリについて「4章時計用バッテリ」 

AC アダプタを接続後、次の手順で BIOS セットアップの日付と時刻を設定してください。 

① _キーを押す 

BIOS セットアップ画面が表示されます。 

② [メイン]メニューの[言語：]で[日本語 ( JP )] を選択する 

キーを 押す 

確認のメッセージが表示されます。 

④ [はい]を選択し、 [ ENTER I キーを押す 

巳 lOSt ットアップが標準設定の状態になります。 

⑤ [メイン]メニューの[システム時刻：]で時刻を設定する 

⑥ [メイン]メニューの[システム日付：]で日付を設定する 

⑦ | no |キーを押す 

確認のメ ッセー ジが表示されます。 

⑧ [はい]を選択し、 ENTER | キーを押す 

BIOS セットアップが終了し、パソコンが再起動します。 


「システムの日付または時刻が無効です」と表示された 


0^日付と時刻を設定してください。 

Windows Update やアプリケーションのセットアップを行う場合は、正しい日付と 
時刻を設定してから行ってください。 

日付と時刻の設定について 『 Windows ヘルプとサボート』 
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次のようなメッセージが表示された 


•「Insert system disk in drive.Press any key when ready 」 

• rNon-System disk or disk error Replace and press any key when ready 」 
•「Invalid system disk Replace the disk,and then press any key 」 

•「 Boot : Couldn't Find NTLDR Please Insert another disk 」 

•「Disk I/D error Replace the disk,and then press any keyj 
•「Cannot load DOS press key to retry 」 

•「Remove disks or other media.Press any key to restart 」 

•「NTLDR is missing Press any key to restart 」 

©►フロッピーディスクなどの起動ディスクを取り出し、何かキーを押してくださ 
い0 

上記の操作を行っても解決しない場合は、『東芝 PC サポートのご案内』で必要事項を 
確認のうえ、東芝 PC あんしんサボートに連絡してください。 


その他のメッセージが表示された 


使用しているシステムやアプリケーシヨンの説明書を確認してください。 
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その他 


八ードディスクからリカバリできなくなつたときは 


©►八ードディスクドライブに内蔵されているリカバリ（再セットアップ）ツール 
(システムを復元するためのもの）のデータが破損、もしくは誤って消去され 
ている可能性があります。 

また、市販のソフトウェアを使用してパーティシヨンの構成を変更すると、リ 
カバリができなくなることがあります。 

「TOSH 旧 A Recovery Disc Creator 」 で作成したリカバリディスクを使って、リカ 
パ ' U してください。 

リカパリの操作方法 

『準備しよう5章0-®リカパリディスクからリカパリをする』 

リカバリディスクがない場合は、修理が必要になる可能性があります。購入店、また 
は保守サービスに相談してください。 

修理のお問い合わせについて『東芝 PC サボートのご案内』 
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異常な臭いや過熱に気づいた！ 


©►パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コードのプラグをコンセントから 
抜いてください。安全を確認してバッテリパックをバソコン本体から取りはず 
してから購入店、または保守サービスに相談してください。 

なお、連絡の際には次のことを伝えてください。 

•使用している機器の名称 
• 購入年月日 

• 現在の状態（できるだけ詳しく連絡してください） 

修理のお問い合わせについて『東芝 pc サボートのご案内』 


この Q & A 集を読んでも解決できない 


©► このほかにもいろいろな解決方法があります。 

1「パソコンで見るマニュアル」の 「 Q & A 集」や「便利な使いかた」を見る 

本書の Q & A 集は、パソコンの電源が入らないなど、「パソコンで見るマニュアル」 

を見られない状況での Q & A のみ記載しています。「パソコンで見るマニュアル」の 
「 Q & A 集」には、このほかにも困ったことが起きた場合の対処方法を記載していま 
す。また「便利な使いかた」は、文字入力やインターネット、メールの使いかたで 
知っておくと便利な設定、手順を Q & A 形式で記載しています。「パソコンで見るマ 
ニュアル」が見られる場合は、確認してみてください。 

「パソコンで見るマニュアル」を起動し、 [ Q & A 集]または[便利な使いかた]をク 
リックすると、 Q & A の一覧が表示されます。 

「パソコンで見るマニュアル」の起動方法『マニュアル紹介シート』 

2「パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ」で調べる 

「パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ」には、パソコン内の電子マニュア 
ルで、検索する機能があります。知りたい内容がこの Q & A 集に載っていない場合は、 
「パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ」で検索してみてください。詳細は 
「パソコンで見るマニュアル」または「おたすけナビ」のヘルプを参照してください。 

春「パソコンで見るマニュアル」のヘルプの起動方法 




① デスクトップ上の[おたすけナビ] 

学ぶ]ポタンをクリックする 

② [このマニュアルの使いかた]をクリックする 
「おたすけナビ」のヘルプの起動方法 


) をダブルクリック—[パソコンで 


① デスクトップ上の[おたすけナビ] 

② [ヘルプ]をクリックする 


おたすけナビ 


) をダブルクリックする 
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3 「あなたの dynabook . com 」 や 「 dynabook . com 」 の「よくあるご質問 FAQJ を 
調べる 

インターネットに接続できるときは、東芝 PC 総合情報サイト 「 dynabook . com 」 

でサボート情報を見てください。お問い合わせの多い質問ゃホットな Q & A が掲載さ 
れています。 

dynabook.com 「本章〇-®トラブル事例を見てみる」 

「 A . 回答•対処方法」の説明を読んでも問題が解決しない場合は、説明の後のアン 
ケートに引き続き、質問メールを出すこともできます。 

* メールでの質問には「お客様登録」が必要です。 

4東芝 PC あんしんサボートに電話する 

パソコン本体のトラブルは、東芝 PC あんしんサボートでお答えします。『東芝 PC サ 
ポートのご案内』で必要事項を確認のうえ、東芝 PC あんしんサボ_卜に連絡してく 
ださい。 

東芝 PC あんしんサポート 『東芝 PC サボートのこ' 案内』 


操作できない原因がどうしてもわか5ない 


©►パソコン本体のトラブルの場合は、『東芝 PC サボートのご案内』で必要事項を 
5萑認のうえ、東芝 PC あんしんサボートに連絡してください。 

©► アプリケーションのトラブルの場合は、各アプリケーションのサボート窓口に 
お問い合わせください。 

アプリケーションのお問い合わせ先「7章お問い合わせされるときは」 


©►周辺機器のトラブルの場合は、各周辺機器のサボート窓口にお問い合わせくだ 
さい0 

周辺機器のお問い合わせ先『周辺機器に付属の説明書』 
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■ お問い合わせされるときは 


本製品に用意されている 0 S 、 アプリケーション、プ□パイダのお問い 
合わせ先を紹介しています。 

各アプリケーションを使っていて困ったときや、プ□バイダへお問い 
合わせされるときは、こちらに連絡してください。 


1お問い合わせ先 

—0 S / アプリケーション/プ□パイダー . 108 







マイク□ソフト無償サボート 
<TEL> 

TEL :東京： 03-5354-4500 

:大阪： 06-6347-4400 

※次の情報をお手元に用意してご連絡ください。 

郵便番号、ご住所、お名前、電話番号、お問い合わせ製品のプ□ダク HD 
詳細は、製品添付の「パッケージ内容一覧」をご覧ください。 

〈受付時間 • お問い合わせ回数〉 

• セットアップ、インス！ルに関するお問い合わせ 

受付時間 ： 9:30〜12:00、13:00〜19:〇〇 (平日） 

10:00-17:00 (土曜日、日曜日） 

(マイク□ソフト株式会社休業日、年末年始、祝祭日を除く。日曜日が 
祝祭日の場合は営業いたします。その場合、振替休日は休業させてい 
ただきます） 

回数 ：指定はございません。 



お問い合わせ先 

一 OS/ アプリケーション/プロバイダー 



Q [ os のお問い合わせ先 


Microsoft Office Excel/Microsoft Office Outlook/Microsoft Office PowerPoint 
/Microsoft Office Word/Microsoft Office ナビ 


Windows Vista ® についてのサボート情報は、下記のホームページをご覧ください。 

http://support.microsoft.com/ 

Windows Vista ® に関する一般的なお問い合わせは、東芝 PC あんしんサボートになります。 

各アブ U ケーシヨンのユーザ登録については、それぞれのお問い合わせ先までお問い合わせく 
ださい。 

インス!ルされているアプリケーションはご購入のモデルにより異なります。 


* 2007 年 11 月現在の内容です。 

各社の事情で、受付時間などが変更になる場合があります。 


お問い合わせされるときは 
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D お問い合わせ先 - os / アプリケーシヨン/プロバィダ- 


• 基本操作に関するお問い合わせ 

受付時間 ： 9:30〜12:00、13:00〜19:00 (平日） 

10:00〜17:00 (土曜日） 

(マイク□ソフト株式会社休業日、年末年始、祝祭日を除く） 

無償サボート回数 ： Microsoft Office Personal 2007 ( Word / Excel / Outlook / 
Office ナビ）は 4 インシデント 、 Microsoft Office PowerPoint 
2007は 2 インシデントとなります。 

お問い合わせに関する詳細は 、 Microsoft Office Personal 2007および Microsoft 
Office PowerPoint 2007のスタートガイドをご覧ください。 

〈ホームぺージ〉 

URL : http :// support . microsoft . com / 

※電話サポート（無償）もしくは、製品サボートからお問い合わせになる製品をお選びください。 
備考 ：マイク□ソフトサボート Web 上から直接インターネットを通じてお問 

い合わせも可能です。 

答えて ねつと： http :// www . kotaete - net . net / 


マカフィー.インターネットセキュリティスイートベーシックエディション 
マカフィー • テクニカルサポートセンター 

(インターネットセキュリティスイートべーシックエディションに関する技術的なお問い 
合わせ） 

受付時間 ： 9:00〜21:00 (年中無休） 

TEL : 0570 -060-033 (ナビダィャル） 

03-5428-2279 (ナビダイヤルがご利用いただけないお客様用） 

E-mail :以下の Web フォームをご利用ください。 

http :// www . mcafee . com / japan / mcafee/support 

/ suppo 「 tfo 「 m _「 edi 「 ect.asp 

ホームぺーシ： http :// www . mcafee . com / japan / mcafee / support / 

マカフィ_ • テクニカルサボートセンターではチ ャッ トによるサボートもご提供しています。 
チャット ： http :// www . mcafee . com / japan / mcafee / support / chat.asp 

マカフィー • カスタマーオペレーションセンター 

(インターネットセキュリティスイートベーシックエディションに関するユーザ登録や登 
録情報変更などの製品以外に関するお問い合わせ） 

受付時間 ：月曜〜金曜： 9:00〜17:00 (年末年始、祝日を除く） 

TEL : 0570 -030-088 (ナビダィャル） 

03-5428-1 792 (ナビダイヤルがご利用いただけないお客様用） 

E-mail :以下の Web フォームをご利用ください。 

http :// www . mcafee . com / japan / mcafee / support / cs _ redirect.asp 
ホームぺーシ： http :// www . mcafee . com / japan / mcafee / supDort / 



お問い合わせされるときは 
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D お問い合わせ先 - os / アプリケーシヨン/プ□バイダ- 


マカフイー • サイトアドパイザプラス 


マカフィー • テクニカルサポートセンター 

(サイトアドバイザプラスに関する技術的な問い合わせ） 

受付時間 ： 9:00-21:00 (年中無休） 

TEL : 0570 -060-033 (ナビダイヤル） 

03-5428-2279 (ナビダイヤルがご利用いただけないお客様用） 

E-mail :以下の Web フォームをご利用ください。 

http :// www . mcafee . com / japan / mcafee/support 

/ suppo 「 tfo 「 m _「 edi 「 ect.asp 

ホー ムぺーソ： http :// www . mcafee . com / japan / mcafee / support / SA / 

マカフイー • カスタマーオペレーションセンター 

(サイトアドノ（イザプラスに関するユーザ登録や登録情報変更などの製品以外に関するお 

問い合わせ） 

受付時間 ：月曜〜金曜： 9:00〜17:00 (年末年始、祝日を除く） 

TEL : 0570 -030-088 (ナビダイヤル） 

03-5428-1 792 (ナビダイヤルがご利用いただけないお客様用） 

E-mail :以下の Web フォームをご利用ください。 

http :// www . mcafee . com / japan / mcafee / support / cs _ redirect.asp 
ホー ムぺーソ： http :// www . mcafee . com / japan / mcafee / support / SA / 

マカフイー • インフォメーションセンター 

(製品購入前の製品に関するお問合せ、サイトアドバイザプラスでのサイト評価に関する 

問い合わせ） 

受付時間 ：月曜〜金曜： 9:00〜17:00 (年末年始、祝日を除く） 

TEL : 0570-01 0-220 ( ナビダイヤル） 

03-5428-1 899 (ナビダイヤルがご利用いただけないお客様用） 

E-mail :以下の Web フォームをご利用ください。 

http :// www . mcafee . com / japan / mcafee / home / info _ redirect.asp 
ホー ムぺーソ： http :// www . mcafee . com / japan / mcafee / support / SA / 

マカフィー_テクニカルサボートセンターではチヤツトによるサボートもご提供しています。 
ナヤツト ： http :// www . mcafee . com / japan / mcafee / support / chat.asp 



お問い合わせされるときは 
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D お問い合わせ先 - os / アプリケーシヨン/プロバィダ- 


BeatJam/RoomStylePlayer/ ラベルマイティ 5 [セレクト版] 

•ユーザー登録に関するお問い合わせ 
ユーザー登録ご相談窓口 

受付時間 ：平日10:00〜19:00、土 •日•祝日10:00〜17:00 (特別休業日を除く） 

TEL :東京 03-541 2-2624 大阪 06-6886-2624 

ホームページ: http :// www . justsystem . co . jp / service / 

•製品の使い方に関するお問い合わせ 
ジャストシステムサボートセンター 

※サボートセンターへお問い合わせの際には、お客様の User ID および製品のシリアルナンパーが必要です。 

受付時間 ：平日10:00〜19:00、土 •日•祝日10:00〜17:00 (特別休業日を除く） 

TEL :東京 03-541 2-3980 大阪 06-6886-7 160 

ホームページ: http :// support . justsystem . co . jp / 


Broad News Street 

ニューズウォツチ 

受付時間 

:平日10:00〜17:〇〇 

(土、日、祝日、およびニューズウォッチが別途定める日はサボートの対象 
外となります。） 

E-mail 

toshibapc @ newswatch . co.jp 

ホームページ 

http :// www . newswatch . co . jp / bns / toshibapc / 


Corel Paint Shop Pro PhotoXI/Corel Snapfire Plus SE 
コーレ ルテクニカル サポート 

無料電話サボート+ ••初回お問合せ日から90日間のサボート 

受付時間 ：月曜日〜金曜日（祝日を除く）10:00〜12:〇〇13:30〜17:30 

TE し ： 0570 -003-002 

無料 メールサボー ト…専用の WEB メールフォームでのサボー ト 
http :// www . corel . jp / support / tech _ mail.html 

有料電話サボート…下記のお客様に対して有料でのサボートを行っています。 

- 90日間の無料電話サボート期間終了後、引き続き電話でのサボートをご希望の場合 
-無料電話サボート期間中、サボートセンターからの電話による時間指定でのサボートを 
ご希望の場合 

サボートに関する詳細は弊社サボートページをご覧いただくか、もしくはカスタマーセン 
ターへお問合せください。 
http :// www . corel . jp / support / 

コーレルカスタマーセンター 

(ご購入前のお問い合わせおよびサービスに関するお問い合わせ窓口） 

受付時間 ：月曜日〜金曜日（祝日を除く）10:00〜12:00 13:30〜17:30 

TE し ： 0570 -009-002 

コー レルホ ー ムぺ ー ジ 

http :// www . corel . jp / 


問： S 含甚れるときは 














D お問い合わせ先 - os / アプリケーシヨン/プロバィダ- 


FlipViewer/FlipBook 

イーブック.システムズ株式会社 FlipViewer サボート 

受付時間 ：月〜金（祝日除く）10:00〜17:〇〇 

E-mail : fv - support @ ebooksystems . co.jp 

※メールのみの対応となります。 

ホームぺーシ： https :// secure . ebooksystems . co . jp / support / FV - contact.php 


Google ツールパー/ Google デスクトップ 

ホームページ： Google ツールバー 

http :// www . google . com / support / toolbar / bin / request.py 
Google デスクトップ 

http :// desktop . google . com / support /7 hkja 


i - フイルター4 

デジタルアーツ株式会社 i - フイルター • サボートセンター 

受付時間 ：平日10:00〜18:00 土 •日•祝日10:00〜20:00 

TEL :平日 03-3580-5678 土 •日•祝日0570-001334 

E-mail : p - support @ daj . co.jp 

ユーザ— サボ—卜お問い合わせフォーム 

: https :// sec 2. daj . co . jp / userfornn / ask / form.htm 
ホームページ： http :// www . daj . jp / 


Ulead DVD MovieWriter for TOSHIBA 

コーレル株式会社インタービデオテクニカルサボート 

お問い合わせの前にホームページ （ http :// www . corel . jp / support /) をご確認ください。 
当製品の無償サボート期間は、ご購入後1年間となります。 


受付時間 

:月〜金1〇:0〇〜12:〇0、13:3〇〜17:30 
(12: 〇〇〜13:30、土日祝祭日、ならびに弊社指定休業日を除く） 

TEL 

045-226-3899 

FAX 

045-226-3895 

E-mail 

メールでの お問い合わせは、以下の URL に掲載されている メール フ オーム 

をご利用ください。 

http :// www . corel . jp / support / 

ホームページ 

http :// www . intervideo . co . jp / 



お問い合わせされるときは 
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D お問い合わせ先 - os / アプリケーシヨン/プロバィダ- 


デジタル全国地図 its-mo Navi 
ゼンリンデータコムお客様相談室 

受付時間 ：10:00〜17:〇〇月〜金（祝日•弊社指定休日は除く) 

E-mail : itsmo _ navi @ zenrin - datacom.net 

ホー ムぺ ーシ : http :// www . zmap . net / contactus / 


ナップ スター アプリ 

ナップスタージャパン株式会社カスタマーサポート 

E-mail : support @ napster.jp 

ホームページ: http :// www . napster . jp/support 

* 会員専用問い合わせフオーム（ナップスターアプリ内）および一般向け問い合わせフオーム 
(http://www.napster.jp/helprequest_form.html) を用意しております。 


プ□アトラス SV 3 for TOSHIBA 限定版 
株式会社アルプス社カスタマーサポート 

受付時間 ：10:00〜12:〇0、13:0〇〜17:〇0 (土 •日•祝日•休業日を除く) 

TEL : 052-789-1510 

FAX : 052-789-1570 

製品サボート： http :// www . alpsmap . co . jp / support / 

※こちらの質問フォームをご利用ください。 


筆ぐるめ 


富士ソフト株式会社インフォメーションセンター 

受付時間 

9:30〜1 2:00. 13:00〜17:00 (土 •日_祝祭日，休業日を除く） 

11月1日から12月30日までは無休 

TEL 

03-56 〇〇-2551 

FAX 

03-3634-1322 

E-mail 

users @ fsi . co.jp 

ホームページ 

http :// info . fsi . co . jp / fgw / 


駅探エクスプレス 

駅探エクスプレスサボート 

受付時間 

メールのため受付時間の制限はありません。 

※ webmaster からの返信は、基本的に平日 （ 1 0 : 00 〜 1 8 : 00 ) の対応とさせていただ 
いております。 

また、内容により返信できない場合、回答に日数を要する場合もありますので、あら 
かじめご了承ください。 

E-mail 

express - support @ ekitan.com 

ホームページ 

http :// express . ekitan . com / 


問： S 含甚れるときは 


















mu お問い合わせ先 - os / アプリケーション/プロバィダー 


TAITO MEMORIES 〜 Limited selection 〜 

株式会社タイトーお客様相談センター 

受付時間 ：10:00〜18:〇〇（年中無休） 

TEL : 046-235-9550 

ホームページ： http :// www . taito . co . jp / 


まいにちがたからもの 

旺文社「まいに 

受付時間 

TEL 

FAX 

E-mail 

ホームページ 

:ちがたからもの」お客様センター 

平日9:00〜18:00 

012〇 -525-41 5 

03-3266-6291 

takara @ rn . ochan 55 .jp 

http :// ochan 55. jp / 


ebi . BookReader 3 J 

eBook Japan サポートセンター 

受付時間 ：10:00〜18:〇〇（土日祝日除く） 

ホームぺーシ : https :// www . ebookjapan . jp / shop / support / 


乗換案内 VER .5 _ 

ジョルダン株式会社乗換案内ユーザーサボート 

受付時間 ：平日10:〇〇〜12:00、13:〇〇〜17:00 * 平日のみ 

TEL : 03-5369-4055 

E-mail : norikae @ jorudan . co.jp 

ホームページ: http :// norikae . jorudan . co.jp 

2008年10月までの間、乗換案内のユーザー登録をしたお客様に限り1回のみインター 
ネット経由で最新の時刻表を含むプログラムにアップデートしていただくことが可能です。 
インターネット環境がないお客様は、最新の時刻表を含むプログラム CD - ROM を1，260円 
(消費税および送料込）にて1回のみご購入いただけます。 



お問い合わせされるときは 
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D お問い合わせ先 - os / アプリケーシヨン/プロバィダ- 


Adobe Reader/CD/DVD 静音 ユー テイリテイ/ ConfigFree/dynabook ランチ ヤー / 
Internet Explorer/Java™ 2 Runtime Environment/LaLaVoice/PC 引越ナビ/ 
TOSHIBA Disc Creator/TOSH 旧 A DVD PLAYER/TOSH 旧 A Flash Cards/ 
TOSHIBA Recovery Disc Creator/TOSHIBA Smooth View/ 

Windows Media Player/Windows フォトギヤラリー / Windows ムービー メーカー / 
Windows メール/おたすけナビ/ササッとサーチ/ 

指紋認証ユーティリティ（東芝フィンガープリントセキュリティ）/ 

動画で学ぶ Office Personal 2007/ 動画で学ぶ Windows Vista/ 

東芝 DVD-RAM ユーティリティ/東芝 HDD プ□テクシヨン/東芝 HW セットアップ/ 

東芝 PC 診断ツール/東芝 SD メモリカードフォーマット/東芝省電力/東芝ポタンサボート/ 
内蔵モデム用地域選択ユーテイリテイ/パソコン設定ガイド/パソコンで見るマニュアル/ 
ばらちやん 


東芝（東芝 PC あんしんサボート） 

全国共通電話番号： 01 20-97-1 048 (通話料 • 電話サボート料無料） 

おかけいただくと、アナウンスが流れます。アナウンスに従って操作 
してください。 __ 

技術的な質問、お問い合わせは、アナウンスの後でをプッシュして 
ください。 

技術相談窓口受付時間： 9:00〜19:00 (年中無休） 

[電話番号はおまちがえないよう、ご確認の上おかけください] 

海外からの電話、携帯電話、 PHS 、 または直収回線など回線契約によってはつながらない 
場合がございます。その場合は TEL 043-298-8780 (通話料お客様負担）にお問い合わ 
せください。 

システムメンテナンスのため、サボートを休止させていただく場合がございます。日程は、 
dynabook . com 「サボート情報」—「東芝 PC あんしんサボート」 
( http :// dynabook . com / assistpc / anshin / index _ j.htmj にて33矢口 b せし、たします 0 


甚れるときは 














D お問い合わせ先 - os / アプリケーシヨン/プ□バイダ- 


プロバイダのお問い合わせ先 


本製品にインストールされているプ□バイダサインアップソフトから契約できるプ□バイダの 
お問い合わせ先は、次のとおりです。 


So-net 

So-net インフォメーシヨンデスク 

受付時間 ： 9:00-21:00 (年中無休） 

TEL : 0570-00-1414 

FAX : 03-5228-1586 

E-mail : info@so-net.ne.jp 

ホームぺーシ : http://www.so-net.ne.jp/support/ 



お問い合わせされるときは 
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■付録 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 

1ご使用にあたってのお願い . 118 

2 メディアについて . 126 

3技術基準適合について . 130 

4無線 LAN について . 134 

5巳 luetooth について . 143 












使用にあたつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていただきたいことや守っていた 
だきたいことがあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みく 
ださい。 


■■パソコン本体について 

M 機器への強い衝撃や外圧について _ 

•機器に強い衝撃や外圧を与えないように注意してください。製品には精密部品を使用してお 
りますので、強い衝撃や外圧を加えると部品が故障するおそれがあります。 

B タッチパッドの操作にあたつて _ 

* タッチパッドを強く押さえたり、ポールペンなどの先の鋭いものを使わないでください。 
タッチパッドが故障するおそれがあります。 


WM ハードディスクについて 



■操作にあたつて _ 

• Disk 0 LED が点灯中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。八ードディスクド 
ライブが故障したり、データが消失するおそれがあります。 

•八ードディスクに保存しているデータや重要な文書などは、万一故障が起こったり、変化/ 
消失した場合に備えて、定期的にフロッピーディスクや CD / DVD などに保存しておいてく 
ださい。記憶内容の変化/消失など、八ードディスク、フロッピーディスク、 CD/DVDS 
どに保存した内容の損害については、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご 
了承ください。 

•磁石、スピーカ、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するものの近くに置かないでくだ 
さい。記憶内容が変化/消失するおそれがあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。八ードディスクの磁 
性面に傷が付いて、使えなくなることがあります。磁性面に付いた傷の修理はできません。 


■東芝 HDD プロテクションの使用にあたって _ 

•東芝 HDD プロテクションは、振動 • 衝撃およびその前兆を検出すると HDD のへ ッドを退避 
させ、ヘッドとメディアの接触によって HDD が損傷する危険性を軽減するものです。ただ 
しその効果を保証するものではありません。故障などの際は当社保証規定に従って修理いた 
します。また、故障などにより HDD の記憶内容が変化•消失する場合がありますが、これ 
による損害、および本製品の使用不能から生じた損害にっいては当社はその責任を一切負い 
ません。大切なデータは必ずお客様の責任のもと普段からこまめにバックアツプされるよう 
お願いします。 
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D ご使用にあたってのお願い 


MM CD や DVD について 


B CD / DVD の操作にあたつて _ 

♦ディスクトレイ LED が点灯しているときは、イジエクトポタンを押したり、 CD / DVD を取り 
出す操作をしないでください。 CD / DVD が傷ついたり、ドライブが壊れるおそれがあります。 
•パソコン本体を持ち運ぶときは、ドライブに CD / DVD が入っていないことを確認してくだ 
さい。入っている場合は取り出してください。 

• ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないでください。ドライブの故障の原因に 
なります。 

•電源が入っているときには、イジエクトホールを押さないでください。回転中の CD/DVD 
のデータやドライブが壊れるおそれがあります。 

イジエクトホールについて n 章 □-[!]- ディスクトレイが出てこない場合」 

• ドライブのトレイを開けたときに、 CD / DVD が回転している場合には、停止するまで 
CD / DVD に手を触れないでください。ケガのおそれがあります。 

• CD / DVD をディスクトレイにセツトするときは、無理な力をかけないでください。 

• CD / DVD を正しくディスクトレイにセツトしないと CD / DVD を傷つけることがあります。 
•本製品では、 8 cm 、 1 2 cm の CD / DVD のみ使用できます。これら以外の CD / DVD は使用 

できません。 


mm 無線 lan について 

■無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するご注意 

(お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です！） 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコンなどと無線アクセ 
スポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続が可能で 
あるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を超えてすべての場所に届くため、セ 
キュリティに関する設定を行っていない場合、次のような問題が発生する可能性があります。 

-通信内容を盗み見られる 

悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、 

ID やパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報 
メールの内容 

などの通信内容を盗み見られる可能性があります。 

-不正に侵入される 

悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

個人情報や機密情報を取り出す（情報漏えい） 

特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

コンピュータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまう可能性があります。 









D ご使用にあたってのお願い 


本来、無線 LAN 力ードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセキュ U 
ティの仕組みを持っているので、無線 LAN 製品のセキュリティに関する設定を行って製品を使 
用することで、その問題が発生する可能性は少なくなります。 

セキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を十分理解したうえで、お客様自身の判 
断と責任においてセキュリティに関する設定を行い、製品を使用することをおすすめします。 

■セキュリティ機能 _ 

• セキュリティ機能を使用しないと、無線 LAN 経由で部外者による不正アクセスが容易に行え 
るため、不正侵入や盗聴、データの消失、破壊などにつながる危険性があります。 

不正アクセスを防ぐために、ネットワーク名 （ SSID ) の設定や、暗号化機能 （ WEP 、 

WPA ) を設定されることを強くおすすめします。 

また、お使いの無線 LAN アクセスポイントで、登録した MAC アドレスのみ接続可能にする 
設定などの対策も有効です。 

公共の無線 LAN アクセスポイントなどで使用される場合は、 「 Windows ファイアウォール」 
やファイアウオール機能のあるウイルスチェックソフトを使用して、不正アクセスを防止し 
てください。 

B 無線 LAN を使用するにあたって _ 

• 無線 LAN の無線アンテナは、できるかぎり障害物が少なく見通しのきく場所で最も良好に動 
作します。無線通信の範囲を最大限有効にするには、ディスプレイを開き、本や分厚い紙の 
束などの障害物でディスプレイを覆わないようにしてください。 

また、パソコンとの間を金属板で遮へいしたり、無線アンテナの周囲を金属性のケースなど 
で覆わないようにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制については、「付録〇無線 
LAN について」を確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用できる地域については、「付録 0- ■■使用できる国/地域につ 
し)て」を確認してください。 

M 無線 LAN の操作にあたって _ 

• 巳 luetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波が干渉し 
合い、通信速度の低下やネットワークが切断される場合があります。接続に支障がある場合 
は、今お使いの Bluetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

* アドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続が不 
可能になる場合があります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピュータすべてに対して、新たに別のネットワーク名で設定を行う必要があります。 


WiM Bluetooth について 


•本製品は、すべての Bluetooth 対応機器との接続動作を確認したものではありません。また、 
すべての Bluetooth 対応機器との動作を保証することはできません。 

•本製品の Bluetooth 機能を使用できる国/地域については、「付録0-匿*使用できる国/ 
地域について」を確認してください。 










D ご使用にあたってのお願い 


mm 周辺機器について 

B 周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって _ 

•取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。3章および《パソコンで見るマ 
ニュアル-パソコンの設定-周辺機器を使う》を読んでから作業をしてください。またその 
際には、次のことを守ってください。守らなかった場合、故障するおそれがあります。 

-ホットインサーシヨンに対応していなし调辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切り、電源コネクタから AC アダプタのプラグを抜き、電源コードを電源コンセン 
卜からはずし、パッテ U パックを取りはずしてから作業を行ってください。ホットイン 
サーシヨンとは、電源を入れた状態で機器の取り付け/取りはずしを行うことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であっても、結露しないように急激な温度変化を与えない 
でください。冬場は特に注意してください。 

-ホコリが少なぐ直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

_極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気が発生しやすい擐境（乾燥した場所やカーぺット敷きの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書および《パソコンで見るマニュアル》で説明している場所のネジ以外は、取りはずさ 
ないでください。 

-作業時に使用するドライバは、ネジの形、大きさに合ったものを使用してください。 

_本製品を分解、改造すると、保証やその他のサボートは受けられません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するときは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-ケーブルのコネクタに固定用ネジがある場合は、パソコン本体のコネクタに接続した後、 
ケープルがはずれないようにネジを締めてください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

M メモリの増設の操作にあたって _ 

*ス□ット A (下段）のメモリがはずれている状態では、本製品は使用できません。 

必ずスロット A (下段）にメモリが取り付けられている状態で使用してください。 

•パソコン本体やメモリのコネクタに触らないでください。コネクタにゴミや油が付着すると、 
メモリが正常に使用できなくなります。 

•増設メモリを強く押したり、曲げたり、落としたりしないでください。 

•増設メモリは、コネクタに差し込む部分ではなく両端（切れ込みがある方）を持っようにし 
てください。 

* スリ_プ/休止状態中に増設メモリの取り付け/取りはずしを行わないでください。ス U — 
プ/休止状態が無効になります。また、保存されていないデータは消失します。 

• ネジをゆるめる際は、ネジの種類に合ったドライバを使用してください。 

• キズや破損を防ぐため、布などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置いて作業を行っ 
てください。 









D ご使用にあたってのお願い 


□静電気について 

• 増設メモリは、精密な電子部品のため静電気によって回復不能な損傷を受けることがありま 
す。人間の体はわずかながら静電気を帯びていますので、増設メモリを取り付ける前に静電 
気を逃がしてから作業を行ってください。手近にある金属製のものに軽く指を触れるだけで、 
静電気を防ぐことができます。 

■ USB 対応機器の操作にあたって _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を入れてから 
パソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム （0 S )、 および機器用ドライバの対応が必要です。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したがってすべての USB 対応機器の 

動作は保証できません。 

• USB 対応機器を接続したままスリープまたは休止状態にすると、復帰後 USB 対応機器が使 
用できない場合があります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起動 
してください。 

□取りはすす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 USB 対応機器をアプリケーションやシステムで使用していないことを確 
認してください。 

• USB フラッシュメモリや M 0 ドライブなど、記憶装置の USB 対応機器を取りはずす場合は、 
データを消失するおそれがあるため、必ず使用停止の手順を行ってください。 

B 外部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

春必ず、 DVD などを再生する前に、表示装置の切替えを行ってください。再生中は表示装置 
を切り替えないでください。 

• 次のようなときには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書き込みをしている間 
• 通信を行っている間 

• クロー ン表示にしているときに DVD を再生させると、画像が コマ 落ちをすることがありま 
す。この場合は表示解像度を下げるか、本体液晶ディスプレイまたは外部ディスプレイのど 
ちらかだけに表示するか、拡張表示に設定してください。 

• 拡張表示で外部ディスプレイをプライマリデバイスに設定した場合、ス U _ プや休止状態の 
ときに外部ディスプレイをはずさないでください。スリープや休止状態から復帰したときに 
ログオン画面が表示されず、操作ができなくなる場合があります。 
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K ■バツテリについて 


M バッテリを使用するにあたって _ 

* バッテリパックの取り付け/取りはずしをする場合は、必ず電源を切り、電源コードのブラ 
グを抜いてから作業を行ってください。スリープを実行している場合は、バッテ U パックの 
取りはずしをしないでください。データが消失します。 

• 電極に手を触れないでください。故障の原因になります。 



* バッテリ駆動で使用しているときは、バッテリの残量に十分注意してください。 

バッテリを使いきってしまうと、ス U _ プが効かなくなり、電源が切れて、メモ U に記憶さ 
れていた内容はすべて消えます。また、時計用バッテリを使いきってしまうと、時刻や日付 
に誤差が生じます。このような場合は、 AC アダプタを接続してバッテリと時計用バッテ U 
を充電してください。 

B バッテリを充電するにあたって _ 

* バッテリパックの温度が極端に高いまたは低いと、正常に充電されないことがあります。 
バッテリは5〜 35° C の室温で充電してください。 

社団法人電子情報技術産業協会の「パッテ 1 」関連 Q & A 集」にっいて 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / committee / pc / battery/menul .htm 
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mm 指紋認証について 



指紋認証の操作にあたつて 


指紋センサは非常に高度な技術で作られておりますので、次の取扱注意事項を守ってご使用く 
ださい。特に指紋センサ表面の取り扱いには十分ご注意ください。 

• 次のような取り扱いをすると故障したり、指紋が認証されない原因になります。 

-指紋センサ表面を爪などの硬いものでこすったりひっかいたりする 
• 指紋センサ表面を強く押す 
-濡れた手で指紋センサ表面を触る 

指紋センサの表面に水蒸気などをあてず、乾燥した状態に保ってください。 

-化粧品や薬品、砂や泥などの付いた手で指紋センサ表面を触る 
砂などの小さい物でも、指紋センサを傷つける場合があります。 

-指紋センサ表面にシールなどをはる 
-指紋センサ表面に鉛筆やボールペンなどで書く 
-指紋センサ表面を静電気を帯びた手や布などで触る 
• 指紋センサをご使用になるときには、次の点にご注意ください。 

-手が汚れている場合には手を洗い、完全に水分をふき取る 
-金属に手を触れるなどして、静電気を取り除く 
特に空気が乾燥する冬場には注意してください。静電気は指紋センサの故障原因になり 
ます。 

-0艮鏡ふき（クリーナークロス）などの柔らかい布でセンサの汚れをふき取る 
このとき、洗剤は使用しないでください。 

-指と指紋センサが横から見て平行になるように指を置く 
-指紋センサと指の中央を合わせる 
-指紋センサの上に第1関節がくるように置く 
-すべらせるときにはゆっくりと一定のはやさで手前にすべらせる 
それでも認識されない場合は、はやさを調整してください。 

_右の図のように、指を上下や左右にぶれさせず、指 旨売み込ませる範囲 
紋センサが完全に見える状態になるまで手前にすべ ^——^ 

らせてください。 1 1 —— 1 —— 



指紋センサ 
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•指紋を登録する場合には、認識率向上のために次のような状態の指は避けてください。 

• 濡れている 
-けがをしている 
• ふやけている 
-荒れている 
• 汚れている 

指紋の間の汚れや異物を取り除いた状態で登録してください。 

-乾燥性の皮膚炎などにかかっている 
• 認識率が下がったな、と思ったら次の点を確認してください。 

-指紋センサの表面が汚れていないか確認する 
汚れている場合は、眼鏡ふき（クリーナークロス）などの柔らかい布で軽くふき取ってか 
ら使ってください。指紋センサ表面は強くこすらないでください。故障するおそれがあり 

よ4 〇 

-指の状態を確認する 

傷や手荒れ、極端に乾燥した状態、ふやけた状態、指紋が磨耗した状態、極端に太った場 
合など、指紋の登録時と状態が異なると認識できない可能性があります。認識率が改善さ 
れない場合には、ほかの指での再登録をおすすめします。 

-指の置きかたに注意する 
* その他 

- 2本以上の指を登録することをおすすめします。うまく認識しにくい場合などは、登録し 
なおすか、ほかの指を登録してください。 

• 指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でも、個人差により指紋情報が少ないなど 
の理由で、登録_使用ができない場合があります。 

-指紋認証機能は、データや八ードウェアの完璧な保護を保証してはおりません。本機能を 
利用したことによる、いかなる障害、損害に関して、一切の責任は負いかねますので、ご 
了承ください。 

■ Windows ログオンパスワードの設定について _ 

* パスワードがわからなくなった場合、パソコンの管理者アカウントで設定したユーザアカウ 
ントがほかにあれば、そのアカウントでログオンしてパスワードの再登録ができます。管理 
者アカウントで設定したほかのユーザアカウントがない場合は、リカバリをしてください。 
リカバリをすると、購入したあとに作成したデータなどは、すべて消失します。 

《パソコンで見るマニュアル(検索）： Windows □グオンパスワード》 

M 指紋認証のパスワード入力について _ 

• 指紋認証に関連するシステム環境や設定が変更された場合、起動時にユーザパスワードや 
HDD パスワードの入力を求められることがあります。その場合は、キーボードから各パス 
ワードを入力してください。 









メディアについて 


メディアを使う前に、次の内容をよく読んでください。 

本製品では、次のメディアを使うことができます。 

•CD »DVD 

*SD メモリカード •メモリースティック •マルチメディアカード 

• SDHC メモリカード •メモリースティック PRO * xD - ピクチャーカード 

SD メモリカード、 SDHC メモリカード、メモリースティック、メモリースティック PRO 、 
xD - ピクチャーカード、マルチメディアカードで使用できる容量については [dynabook * * 

* * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を確認してください。 


使える CD を確認しよう 


■ CD - RW 、 CD - R について/ CD - RW 、 CD - R の使用推奨メーカ _ 

• CD - RW 、 CD - R に書き込む際には、 『 dynabook **** (お使いの機種名）シリーズをお 
使いのかたへ』でメディアの使用推奨メーカを確認してください。 

• CD - R に書き込んだデータの消去はできません。 

• CD - RW メディアは書き換え可能なメディアですが、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 で書き込 
んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 

ファイルの変更•削除が必要な場合は、まず CD-RW メディアの消去を行い、改めて必要な 
ファイルだけを書き込んでください。 

• CD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メディアの内容を 
十分に確認してから彳亍ってください。 

• 書き込み可能なドライブが複数台接続されている際には、書き込み • 消去するメディアを 
セットしたドライブを間違えないよう十分に注意してください。 

•八ードディスクに不良セクタがあると書き込みに失敗するおそれがあります。定期的に「エ 
ラーチェック」でクラスタのチェックを行うことをおすすめします。 

• ドライブの構造上、メディアの傷、汚れ、ホコリ、チリなどにより読み出し/書き込みがで 
きなくなる場合があります。データなどを書き込む際は、メディアの状態をよくご確認くだ 
さい。 





0 メディアについて 


2 


使える DVD を確認しよ 



■ DVD - RAM の種類 

DVD - RAM にはいくつかの種類があります。本製品のドライブで使用できる DVD - RAM は次の 
とおりです。 

力一トリッジタイプのメディアは、力一トリッジから取り出してドライブにセットしてくださ 
い。両面ディスクで、読み出し/書き込みする面を変更するときは、一度ドライブからメディ 
アを取り出し、裏返してセットし直してください。 

〇：使用できる X :使用できない 


DVD - RAM の種類 

本製品の対応 

力 トリッジなし* 1 

〇 

力—トリッジタイプ（取り出し不可） 

X 

力一トリッジタイプ（取り出し可能）* 2 

〇 


* 1一部の家庭用 DVD ビデオレコーダでは再生できない場合があります。 
*2 2.6GB、5.2GB のディスクは使用できません。 


■ DVD について /DVD の使用推奨メーカ _ 

• DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R に書ぎ込む際には 、 『dynabook 

* * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』でメディアの使用推奨メーカを確 
認してください。 

• DVD - R 、 DVD + R に書き込んだデータの消去はできません。 

• DVD - RW 、 DVD + RW メディアは書き換え可能なメディアですが、 「 TOSH 旧 A Disc 
Creator 」 で書き込んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 
ファイルの変更•削除が必要な場合は、まず DVD - RW 、 DVD+RW メディアの消去を行い、 
改めて必要なファイルだけを書き込んでください。 

• DVD - RW 、 DVD + RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メ 
ディアの内容を十分に確認してから行ってください。 

•書き込み可能なドライブが複数台接続されているときには、書き込み_消去するメディアを 
セットしたドライブを間違えないよう十分に注意してください。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD+R への 書ぎ込みでは、フアイノレの管 
理領域なども必要になるため、メディアに記載された容量分のデータを書き込めない場合が 
あります。 

• DVD - RW 、 DVD - R への書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込むデータのサイ 
ズが約1 GB に満たない場合にはダミーのデータを加えて、最小1 GB のデータに編集して書 
き込みます。 

このため、実際に書き込もうとしたデータが少ないにもかかわらず、書き込み完了までに時 
間がかかることがあります。 

♦八ードディスクに不良セクタがあると書き込みに失敗するおそれがあります。定期的に「エ 
ラーチェック」でクラスタのチェックを行うことをおすすめします。 

• ドライブの構造上、メディアの傷、汚れ、ホコリ、チリなどにより読み出し/書き込みがで 
きなくなる場合があります。データなどを書き込むときは、メディアの状態をよくご確認く 
ださい。 














0 メディアについて 


• DVD - RAM をドライブにセツトしたとき、システムが DVD - RAM を認識するまでに多少時間 
がかかります。 

パメモ 

春作成した DVD は、一部の家庭用 DVD ビデオレコーダやパソコンでは再生できないこともあります。ま 
た、作成した DVD+R DL メディア、 DVD-R DL メディアを再生するときは、それぞれのメディアの読 
み取りに対応している機器を使用してください。 


[メディアカードを使う前に 


mm メディアカードの操作にあたって 

•ブリッジメディア □ LED が点灯中は、電源を切ったり、メディアを取り出したり、バソコ 
ン本体を動かしたりしないでください。データやメディアが壊れるおそれがあります。 

• メディアは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しく差し込まれていない場合、 
バソコンの動作が不安定になったり、メディアが壊れるおそれがあります。 

•スリープ中は、メディアを取り出さないでください。データが消失するおそれがあります。 

• メディアのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で壊れるおそれが 
あります。 

• メディアを取り出す場合は、必ず使用停止の手順を行ってください。データが消失したり、 
メディアが壊れるおそれがあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、必ずブ U ッジメディアス□ットからメディアを取り出して 
ください。プ U ツジメディアス□ットやメディアが破損するおそれがあります。 


メモリカード/ SDHC メモリカードを使う前に 

•ブリッジメディアス□ットに miniSD メモリカードをセットするときは、必ず miniSD アダプ 
夕を装着した状態で行ってください。 

miniSD メモリカードに miniSD アダプタが付いている場合は、付属の miniSD アダプタをご 
使用ください。 

春ブリッジメディアス□ットから miniSD メモリカードを取りはずすときは、必ず miniSD アダ 
プタに装着したままの状態で行ってください。 

• すべての SD メモリカード/ SDHC メモリカードの動作確認は行っていません。したがって、 
すべての SD メモリカード/ SDHC メモリカードの動作保証はできません。 

• SD メモリカード/ SDHC メモリカードは、 SDMI の取り決めに従って、デジタル音楽デー 
夕の不正なコピーや再生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、ほかのパソコンなどで取り込んだデータが著作権保護されている場合は、本製品 
でコピー、再生することはできません。 SDMI とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作榷を守るための技術仕様を決めるための団体のことです。 
•あなたが記録したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使 
用できません。 














0 メディアについて 


• SD メモリカード/ SDHC メモリカードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防 
ぐ SDMI に準拠したデータを取り扱うことができます。メモリの一部を管理データ領域とし 
て使用するため、使用できるメモリ容量は表示の容量より少なくなっています。 

メモリースティックを使う前に 

•本製品は、メモリースティック Duo 、 メモリースティック PRO Duo とメモ U — スティック 
アダプタには対応していません。 

•本製品は、著作権保護技術 MagicGate には対応していません。本製品では、著作権保護を 
必要としないデータの読み出し/書き込みのみできます。 

♦すべてのメモ U — スティックの動作確認は行っていません。したがって、すべてのメモリー 
スティックの動作は保証できません。 

• メモ U — スティックの詳しい使いかたなどについては『メモリースティックに付属の説明書』 
を確認してください。 

mm xd - ピクチャーカードを使う前に 

•すべての xD - ピクチャーカードの動作確認は行っていません。したがって、すべての xD - ピク 
チャーカードの動作は保証できません。 

• xD - ピクチャーカードの詳しい使いかたなどについては 『 xD - ピクチャーカードに付属の説明 
書』を確認してください。 


D マルチメディアカードを使う前に 

♦すべてのマルチメディアカードの動作確認は行っていません。したがって、すべてのマルチ 
メディアカ_ドの動作は保証できません。 

• マルチメディアカードの詳しい使いかたなどについては『マルチメディアカードに付属の説 
明書』を確認してください。 


EJ [記録メディアの廃棄 • 譲渡について 


記録メディア（フロッピーディスク、半導体メモ U 、 CD 、 DVD など）を廃棄•薩渡する際に 
は、書き込まれたデータが流出しないよう、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行っても、データの復元ツールで再生できる場合もあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、メディア専用のシュレッダーち販売されています。 













3 ■技術基準通合について 


「パソコンで見るマニュアル」にも技術基準適合に関する説明が記載されています。本書だけで 
なく、「パソコンで見るマニュアル」の記載もあわせてご確認ください。 

■高調波対策について 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：技術基準適合について》 

■ FCC information について 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：技術基準適合について》 


■瞬時電圧低下について 

この装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬時電 
圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る瞬 
時電圧低下に対しては、不都合を生じることがあります。 


■電波障害自主規制について 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：技術基準適合について》 

■ EU Conformity Statement について 

This product and -if applicable - the supplied accessories too are marked with " し E” and comply 
therefore with the applicable harmonized European standards listed under the Low Voltage 
Directive 2006/95/EC, the EMC Directive 2004/108/EC and/or R&TTE Directive 1999/5/EC. 

Responsible for CE-marking: 

TOSHIBA EUROPE GMBH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, Germany. 
Manufacturer: 

Toshiba Corporation,1-1 Shibaura 1-chome, Minato-ku, Tokyo, 105-8001, Japan 

The complete official EU CE Declaration can be obtained on following internet page: 
http://epps.toshiba-teg.com/ 
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0 技術基準適合について 


B 内蔵モデムについて _ 

■対応地域 

内蔵モデムは、次の地域で使用できます。 

アイスランド、アイルランド、アメリカ合衆国、アラブ首長国連邦、アルゼンチン、 
イギリス、イスラエル、イタリア、インド、インドネシア、エジプト、エストニア、 
オーストラリア、オーストリア、オマーン、オランダ、カナダ、韓国、ギリシャ、 
クウェート、サウジアラビア、シンガポール、スイス、スウェーデン、スペイン、スリランカ、 
スロバキア、ス□ベニア、タイ、台湾、チェコ、中国、デンマーク、ドイツ、トルコ、日本、 
ニュージーランド、ノルウェー、パキスタン、八ンガリー、バングラデシュ、フィリピン、 
フィンランド、ブラジル、フランス、ブルガリア、ベルギー、ポーランド、ポルトガル、 
香港、マルタ、マレーシア、南アフリカ、メキシコ、モロッコ、ラトビア、リトアニア、 
ルーマニア、ルクセンブルグ、レバノン、□シア 

(2007年11月現在) 

なお、その他の地域での許認可は受けていないため、その他の地域では使用できません。注意 
してください。 

内蔵モデムが使用できない地域では、その地域で許認可を受けているモデムを購入してください。 
内蔵モデムに接続する回線が PBX 等を経由する場合は使用できない場合があります。 

上記の注意事項を超えてのご使用における危害や損害などについては、当社では責任を負えま 
せんのであらかじめ了承してください。 

設定について《パソコンで見るマニュアル（検索）：海外でインターネットに接続する》 

■ 自動再発信の制限 

内蔵モデムは2回を超える再発信（リダイヤル）は、発信を行わず 『 BLACKLISTED 』 を返 
します （『BLACK LISTED 』 の応答コードが問題になる場合は、再発信を2回以下または再発 
信間隔を1分以上にしてください)。 

* 内蔵モデムの自動再発信機能は、電気通信事業法の技術基準（アナ□グ電話端末）「自動 
再発信機能は2回以内（但し、最初の発信から3分以内)」に従っています。 








0 技術基準適合について 


HITACHI LG DVD スーパーマルチドライブ GSA - U 1 ON 
( DVD スーパーマルチドライブ DVD 土 R 2層式メディア対応) 
安全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


△注意 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


1 . 本装置はレーザーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、右記の表示がされてい 
ます。 

本装置はヨー□ッノ v ° 共通のレーザ規格 
EN 60825 -1 で"クラス1レーザー機器”に分 
類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の筐体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することができなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすこと 
があります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これらの誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、安 
全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発 
する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

5. ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE ' 

LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling ved Abning. 
undgA uds/ettelse for 

STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nAr deksel 
Apnes. unngA eksponering 

FOR STRALEN. 

VARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYVAJA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA 

V 

KATSO SATEESEN. 

ノ 


广 — Location of the required label 
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Panasonic DVD スーパーマルチ ドライブ UJ -862 巳 
( DVD スーパーマルチドライブ DVD 土 R 2層式メディア対応) 
安全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


△注意 


1. 本装置はレーザーシステムを使用しています。 
本装置の定格銘板には、右記の表示がされてい 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


ます。 

本装置はヨー□ッノ（共通のレーザ規格 
EN 60825 -1 で“クラス1レーザー機器”に分 
類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の筐体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することができなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすこと 
があります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これらの誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、安 
全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りに 
よって、人体への危害や物質的損害を誘発する 
可能性があるシステムには、本装置を使用しな 
いでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

5. ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE ' 

LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT 

LASER VISIBLE ET INVISIBLE EN 

CAS D'OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSE AU 
FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B SICHTBARE UND 
UNSICHTBARE 

LASERSTRAHLUNG, WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET. NICHT 
DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling ved abning. 
undgA uds/ettelse for 
strAling. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nAr deksel 
Apnes. unngA eksponering 

FOR STRALEN. 

VARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH 〇 SYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYVA JA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA 


KATSO SATEESEN. 

ノ 





































4 ■無線 LAN について 


w 無線 

本製品には 、 IE 


LAN の概要 


IEEE 802.1 la ( J 52/ W 52/ W 53) IEEE 802.11 b 、 IEEE 802.1 lg に 

準拠した無線 LAN モジュールが内蔵されています。次の機能をサポートしています。 


•規格値 54 Mbps 無線 LAN 対応 ( IEEE 802.1 la * 2 / l 1 g の場合）* 3 
•規格値11 Mbps 無線 LAN 対応 ( IEEE 802.11 b の場合）* 3 
•周波数チャネル選択 
• マルチチヤネル間の□一 S ング 
* パワーマネージメント 

*1 社団法人電子情報技術産業協会による表記 
*2 Atheros a / b / g 対応モデルのみ 

*3 表示の数値は、無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すものではありません。 


0 メモ 


• IEEE 802.11 a は屋外では使用できません。 


Kfl 無線特性 

無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異なる場合があ 
ります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の対象になります。無線ネットワーク機 
器は、無線免許の必要ない 5 GHz 帯および 2.4 GHz 帯で動作するように設計されていますが、 
国/地域の無線規制により無線ネットワーク機器の使用に多くの制限が課される場合がありま 
す。 

各地域で適用される無線規制については、「本節 B お知らせ」を確認してください。 


無線周波数帯 

IEEE 802.1 la 

5 GHz (5150-5350 MHZ ) 

IEEE 802.1 lg , 
IEEE 802.1 lb 

2.4 GHz (2400-2497 MHZ ) 

変調方式 

IEEE 802.1 la , 
IEEE 802.1 lg 

直交周波数分割多重方式 

OFDM - BPSK , OFDM - QPSK , OFDM -1 6 QAM , 
0 FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散方式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK , DSSS-DBPSK 


無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係があります。無線通信の転送レートが低いほど、 
通信範囲は広くなります。 















□ 無線 LAN について 


メモ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体があると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことがあ 
ります。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る”障害物'’がある場合も、通信範囲に影響を与え 
ます。 


mm サボートする周波数帯域 

無線 LAN がサボートする 5 GHz 帯および 2.4 GHz 帯のチャネルは、国/地域で適用される無 
線規制によって異なる場合があります（表「無線 IEEE 802.1 1チャネルセット」参照)。 

各地域で適用される無線規制については、「本節 B お知らせ」を確認してください。 

無線 LAN の使用可能チャネルは「サボートする周波数帯域」に記載のチャネルです。2005年 
5月に施行された電波法改正により新たに変更となった IEEE 802.1 la チャネルに対応してい 
ます。また法改正以前のチヤネルについても対応しており、新旧いずれの規格にも対応してお 
ります。 


■無線旧 EE 802 .1 1チャネルセット 
• IEEE 802.1 la (5 GHz ) の場合 


周波数帯域 

5150 -5350 MHz 


チャネル ID 


J 52 

34 

5170 

38 

5190 

42 

5210 

46 

5230 

W 52 

36 

5180 

40 

5200 

44 

5220 

48 

5240 

W 53 

52 

5260 

56 

5280 

60 

530〇 

64 

5320 


J 52 :従来の Ch 34 (5170 MHz )、 Ch 38 (5190 MHz )、 Ch 42 (5210 MHz )、 

Ch 46 (5230 MHz ) に対応する場合 

W 52 :新たに規定された Ch 36 (5180 MHz )、 Ch 40 (5200 MHz )、 Ch 44 (5220 MHz )、 
Ch 48 (5240 MHz ) に対応する場合 

W 53 :新たに規定された Ch 52 (5260 MHz )、 Ch 56 (5280 MHz )、 Ch 60 (5300 MHz )、 
Ch 64 (5320 MHz ) に対応する場合 

アクセスポイント側のチャネル ( J 52/ W 52/ W 53) にあわせて、そのチャネルに自動的 
に設定されます。 

























EI 無線 LAN について 


• IEEE 802.1 lb/g (2.4 GHz ) の場合 


周波数帯域 

2400-2497 MHz 

チャネル ID 


1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

2452 

10 

2457* 1 

11 

2462 

12 

2467 * 2 

13 

2472* 2 

14 

2484* 2 


*1 購入時に、アドホックモード接続時に使用するチャネルとして設定されているチャネルです。 

* 2 これらのチャネルが使用可能かどうかは、使用する無線 LAN モジュールによって異なります。使用可 
能チャネルについては、「本節 MM 使用できる国/地域について」を参照してください。 

無線 LAN をインス!ルする場合、チャネル設定は、次のように管理されます。 

• インフラストラクチャで無線 LAN 接続する場合、ステーションが自動的に無線 LAN アクセ 
スポイントのチャネルに切り替えます。異なるアクセスポイント間を□—ミングする場合は、 
ステーションが必要に応じて自動的にチャネルを切り替えます。無線 LAN アクセスポイント 
の設定チャネルもこの範囲にする必要があります。 






















□ 無線 LAN について 


E ■本製品を日本でお使いの場合のご注意 

日本では、本製品を第二世代小電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は2,400 MHz 〜2, 483.5 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定小電力無線局）の使用周波数帯2,427 MHz 〜2,470 .75 MHz と重 
複しています。 

電波法により、 5 GHz 帯無線 LAN の屋外での使用は禁止されています。 

■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステッカーをパソコン本 
体に貼ってください。 


この機器の使用周波数帯は 2.4GHz 帯です。この周波数では電 
子レンジ等の産業 • 科学 • 医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要する移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定小電力無線局、アマチュア無線 
局等（以下「他の無線局」と略す）が運用されています。 

1 . この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されてい 
ないことを5萑認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起きたときは、東芝 PC あんしんサボートへお問い合わせくだ 
さい。 


■ 現品哀/」、 

本製品と梱包箱には、次に示す現品表示が記載されています。 

①②③④ 


2.4DS/0F4 



© 


① 2.4 : 2,400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

② DS :変調方式が DS-SS 方式であることを示す。 

③ 0 F :変調方式が 0 FDM 方式であることを示す。 

④ 4 :想定される与干渉距離が 40 m 以下であることを示す。 

⑤ 圓■■: 2,400 MHz 〜2,483 .5 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 

回避可能であることを意味する。 

■東芝 PC あんしんサボート 

技術相談窓口受付時間： 9:00〜19:00 (年中無休） 

修理相談窓口受付時間： 9:00〜22:〇〇 (年末年始12/31〜1/3を除く） 

全国共通電話番号 ： 01 20-97-1 048 (通話料 • 電話サボート料無料） 













EI 無線 LAN について 


B 機器認証表示について 


本製品には、電気通信事業法に基づく小電カデータ通信システムの無線局として、次の認証を 
受けた無線設備を内蔵しています。したがって、本製品を使用するときに無線局の免許は必要 
ありません。 


■ Atheros a / b / g 対応モデル 

無線設備名： AR 5 BXB 6 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : D 05-0072003 

■ Atheros b / g 対応モデル 

無線設備名： AR 5 BXB 61 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : D 05-01 10003 


または 


無線設備名： AR 5 BXB 63 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : D 07-0008003 



本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノー トブックコンピュータ）に実装して使用する 
ことを前提に、小電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したがって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触する恐 
れがありますので、十分にご注意ください。 


お知らせ 


B 無線製品の相互運用性 _ 

Atheros AR 5006 EX / AR 5006 EG / 5007 EG Wireless Network Adapter 製品は、 

Direct Sequence Spread Spectrum ( DSSS ) /Orthogonal Frequency Division 
Multiplexing ( OFDM ) 無線技術を使用する無線 LAN 製品と相互運用できるように設計されて 
おり、次の規格に準拠しています。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電子技術者協会）策定の 
IEEE 802.11 Standard on Wireless LANs(Revision A / B / G ) (無線 LAN 標準規格(版数 
A / B / G )) 

• Wi-Fi Alliance の定義する Wireless Fidelity ( Wi - Fi ) 認証 
Wi-Fi CERTFED □ゴは Wi-Fi Alliance の認定マークです。 
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□ 無線 LAN について 


M 健康への影響 __ 

Atheros AR 5006 EX / AR 5006 EG / 5007 EG Wireless Network Adapter 製品は' ほか 
の無線製品と同様、無線周波の電磁エネルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、 
携帯電話などの無線機器と比べるとはるかに低いレベルに抑えられています。 

Atheros AR 5006 EX / AR 5006 EG / 5007 EG Wireless Network Adapter 製品の動作は 
無線周波に関する安全基準と勧告に記載のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけ 
るものと東芝では確信しております。この安全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐 
にわたる研究報告書を継続的に審査、検討している専門家の委員会による審講結果がまとめら 
れています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有者または組織の責任者が Wireless LAN の使 
用を制限する場合があります。次にその例を示します。 

♦飛行機の中で Wireless LAN 装置を使用する場合 

• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉が認められるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針がよくわからなし)場合 
は、 Wireless LAN 装置の電源を入れる前に、管理者に使用の可否について確認してください。 

B 規制に関する情報 _ 

Atheros AR 5006 EX / AR 5006 EG / 5007 EG Wireless Network Adapter 製品のインス 
卜ールと使用に際しては、必ず製品付属の取扱説明書に記載されている製造元の指示に従って 
ください。本製品は、次に示す無線周波基準と安全基準に準拠しています。 


■ Atheros b / g 対応モデル 
• Canada - Industry Canada (1 C ) 

This device complies with RSS 210 or industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference , and (2) 
tms device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 
device." 



L ’ utilisation de ce dispositif est autorisee seulement aux conditions suivantes : (1)il ne doit pas produire 
de brouillage et (2)1’ utilisateur du dispositif doit etre pret a accepter tout brouillage radioelectrique regu, 
meme si ce brouillage est susceptible de compromettre le fonctionnement du dispositif. 

The tern M IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada technical 
spacifications were met. 


To reduce potential radio interference to other users, the antenna type and its gain should be so chosen 
that the equivalent isotropically radiated power (EIRP) is not more than that required for successful 
communication. 

To prevent radio interference to the licensed service, this device is intended to be operated indoors and 
away from windows to provide maximum shielding. Equipment (or its transmit antenna) that is installed 
outdoors is suoject to licensing. 

Pour empecher que cet appareil cause du brouillage au service faisant l'objet d’une licence, il doit etre 
utilize a l'interieur et devrait etre place loin des fenetres afin de Fournier un ecram de blindage maximal. 
Si le matriel(ou son antenne d’emission) est installe a Fexterieur, il doit faire l'objet d'une licence. 
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EI 無線 LAN について 


• Europe - EU Declaration of Conformity E€© 

Mamng by the above symbol indicates compliance with the Essential Requirements of the 
R&TTE Directive (1999/5/EC), the EMC Directive (89/336/EEC) and the Low Voltage 
Directive(73/23/EEC) issued by the Commission of the European Union. Compliance with 
these directives implies conformity to the following European Norms: 

• EN 60950-1 Product Safety 

• EN 300 328 Technical requirement for radio equipment 

• EN 301489-1/-17 General EMC requirements for radio equipment 


Europe ■ Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community countries 

Belgie/ For private usage outside buildings across public grounds over less than 300 m no special 

Belgique: registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT is required for private 

usage outside buildings across public grounds over more than 300m. For registration and 
license please contact IBPT/BIPT. 


Voor prive-gebruik buiten gebouw over publieke groud over afstand kleiner dan 300m 
geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter dan 300 m is wel 
registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie kunt u contact opnemen met 
BIPT. 

Dans le cas d’une utilisation privee, a l'exteneur d'un batiment, au-dessus d’un espace public, 
aucun enregistrement n'est necessaire pour une distance de moins de 300m. Pour une 
distance superieure a 300m un enregistrement aupres de 1'IBPT est requise. Pour les 
enregistrements et licences, veuillez contacter 1'IBPT. 



Deutschland: License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow 

Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig, aber nicht genehmigungspflicntig. Bitte mit 
Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: Restricted frequency band: only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz respectively) 

may be used outdoors in France. 


Bande de frequence restreinte : seuls les canaux 1-/ (2400 et 2454 MHz respectivement) 
aoivent etre utilises endroits exterieur en France. Vous pouvez contacter I'Autonte de 
Regulation des Telecommuniations (http://www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 


Italia: License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 

E'necessaria la concessione ministeriale anche per l'uso interno. 

Verificare con i rivenditori la procedura da seguire. 

Nederland License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 

Licentie verplicht voor gebruik met buitenantennes. Neem contact op met verkoper voor 
juiste procedure. 

To remain in conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation, the above 
2.4GHz channel limitations apply for outdoor usage. The user should use the wireless LAN utility to 
check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the allowable frequencies for 
outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable national spectrum regulator to request a 
license for outdoor operation. 
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EI 無線 LAN について 


• USA-Federal Communications Commission ( FCC ) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. Tms equipment generates, uses, and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the 
interference by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna 

• Increase the distance between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized modification 
of the devices included with this Atheros AR 5006 EG/ 5007 EG Wireless Network Adapter, or the 
substitution or attachment of connecting cables and equipment other than specified by TOSHIBA. 

The correction of interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibility of the user. 

Caution : Exposure to Radio Frequency Radiation . 

The radiated output power of the Atheros AR 5006 EG/ 5007 EG Wireless Network Adapter is far below 
the FCC radio frequency exposure limits. Nevertheless, the Atheros AR 5006 EG/ 5007 EG Wireless 
Network Adapter shall be used in such a manner that the potential for human contact during normal 
operation is minimized.In normal operating configuration, the LCD in the upright position, the distance 
between the antenna and the user should not be less than 20cm.Tms device and its antenna(s) must not be 
co-located or operating in conjunction with any other antenna or transmitter. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website www.hc-sc.gc.ca/rpb. 







EI 無線 LAN について 


kb 使用できる国/地域について 



* 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/地域以外では使用 
できません。 


■ Atheros a/b/g 対応モデル 

• 802.1 lb および802.1 lg モードでのアドホック通信は、チャネル1〜チャネル13で使用 
できます。 

• 802.1 lb モードおよび802.1 lg モードでのインフラストラクチャ通信は、チャネル1〜 
チャネル13で使用できます。 

• 802.1 la モードでのアドホック通信は、チャネル36、40、44、48で使用できます。 
*802.1 la モードでのインフラストラクチャ通信は、チャネル34、36、38、40、42、 

44、46、48、52、56、60、64で使用できます 。 

#802.1 lb/g (2.4GHz) 

日本でのみ使用できます。 

•802.1 la (5GHz) 

日本でのみ使用できます。 


■ Atheros b/g 対応モデル 



• 802.1 lb および802.1 lg モードでのアドホック通信は、チャネル1〜チャネル11で使用 
できます。 

• 802.1 lb および802.1 lg モードでのインフラストラクチャ通信は、チャネル1〜チャネル 
11で使用できます。 


•802.1 lb/g (2.4GHz) 
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3 メモ 


• IEEE 802.11 a は屋外では使用できません0 
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Bluetooth について 



mm 物理仕様 



通信方式 

Bluetooth Specification Ve 「.2.0 +EDR 


無線周波数帯 

2.4 GHz (2402 〜 2480 MHz ) 

ワイヤレス通信 

変調方式 

周波数ホッピング方式 

2値 FSK 


出力* 1 

最大 +4 dBm (Power Class 2) 


受信感度* 1 

-70 dBm 


通信距離 

見通し 10 m * 2 

電源電圧 

3.3 V 

消費電力 

最大200 mA 


* i アンテナの効率は含まれません。 

*2 周囲の電波環境、障害物、設置環境などにより異なります。 


mm 無線特性 

巳 luetooth モジュールの無線特性は、製品を購入した国、購入した製品の種類により異なる場 
合があります。 

多くの場合、無線通信は国/地域によって使用が規制されています。無線ネットワーク機器は、 
無線免許の必要ない 2.4 GHz 帯で動作するように設計されていますが、国/地域の無線規制に 
より無線ネットワーク機器の使用に多くの制限が課される場合があります。 

本製品の Bluetooth 通信機能が使用できる国/地域については、「本節 KM 使用できる国/ 
地域について」を確認してください。 

無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係があります。無線通信の転送レートが低いほど、 
通信範囲は広くなります。 

メモ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体があると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことがあ 
ります。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る”障害物'’がある場合も、通信範囲に影響を与え 
ます。 





















B Bluetooth について 


MM Bluetooth ® 東芝製モジュールを日本でお使いの場合のご注意 ■ 

日本では、本製品を第二世代小電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は2,400 MHz 〜2, 483.5 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定小電力無線局）の使用周波数帯2,427 MHz 〜2,470 .75 MHz と重 
複しています。 

■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステッカーをパソコン本 
体に貼ってください。 


この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯です。この周波数では電 
子レンジ等の産業•科学•医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要する移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定小電力無線局、アマチュア無線 
局等（以下「他の無線局」と略す）が運用されています。 

1. この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されてい 
ないことを確認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起きたときは、東芝 PC あんしんサボートへお問い合わせくだ 
さい。 


■ 現品哀/」、 

本製品と梱包箱には、次に示す現品表示が記載されています。 

(1) (2)(3) 

2. 4FH1 


(4) 

(1) 2.4 : 2,400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

(2) FH :変調方式が FH-SS 方式であることを示す。 

(3) 1 :想定される与干渉距離が 10 m 以下であることを示す。 

(律 I I : 2,400 MHz 〜2, 483.5 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域 
を回避可能であることを意味する。 

■東芝 PC あんしんサボート 

技術相談窓口受付時間： 9:00〜19:00 (年中無休） 

修理相談窓口受付時間: 9:00-22:00 (年末年始12/31〜1/3を除く） 

全国共通電話番号 ： 01 20-97-1 048 (通話料_電話サボート料無料） 


















B Bluetooth について 


mm 機器認証表示について 

本製品は、電気通信事業法に基づく小電カデータ通信システムの無線局の端末設備として、技 
術基準適合認証を受けております。 

無線設備名 ： EYTFXCS 
財団法人電気通信端末機器審査協会 
認証番号 : D 07-0 040001 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノー トブックコンピュータ）に実装して使用する 
ことを前提に、小電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したがって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触する恐 
れがありますので、十分にご注意ください。 


D お知らせ 


■無線製品の相互運用性 

巳 luetooth ® 東芝製モジュールは 、 Frequency Hopping Spread Spectrum ( FHSS ) 無線 
技術を使用するあらゆる Bluetooth ® ワイヤレステクノロジを用いた製品と相互運用できるよ 
うに設計されており、次の規格に準拠しています。 

• Bluetooth Special Interest Group 策の巳 luetooth Specification 
Ver .2.0 +EDR 

• Bluetooth Special interest Group の定義する Bluetooth ® ワイヤレステクノロジの Logo 
認証 


メモ 

* 本製品はすべての Bluetooth® ワイヤレステクノロジを用いた機器との接続動作を確認したものではあ 
りません。ご使用にあたっては、 Bluetooth® ワイヤレステクノロジを用いた機器対応の動作条件と接 
続の可否情報を取扱元にご確認ください。 


また下記の取り扱い上の注意点があります。 

( 1 ) 本製品は Bluetooth ® Ve 「 sion 2.0+ EDR 仕様に準拠しております。 

Bluetooth ® Version 1 .0 B 仕様の Bluetooth ® ワイヤレステクノロジを用いた機器とは互 
換性がありません。 

(2) 2.4 GHz 帯の Wireless - LAN が近距離で使用されていると通信速度の低下または通信エ 
ラーが発生する可能性があります。 

(3) Bluetooth ® と Wireless - LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波 
が干渉し合い、通信速度の低下やネットワークが切断される場合があります。接続に支障 
がある場合は、今お使いの Bluetooth ®、 Wireless - LAN のいずれかの使用を中止してくだ 
さい。 











B Bluetooth について 


■健康への影響 

Bluetooth ® ワイヤレステクノロジを用いた製品はほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エ 
ネルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとは 
るかに低いレベルに抑えられています。 

巳 luetooth ® 東芝製モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載のガイドライ 
ンにそっており、安全にお使いいただけるものと東芝では確信しております。この安全基準お 
よび勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検討している専 
門家の委員会による審_結果がまとめられています。 

ただし周囲の状況や擐境によっては、建物の所有者または組織の責任者が Bluetooth ® ワイヤ 
レステクノロジの使用を制限する場合があります。次にその例を示します。 

•飛行機の中で Bluetooth ® ワイヤレステクノロジを用いた装置を使用する場合 
• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉が認められるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針がよくわからない場 
合は、 Bluetooth ® ワイヤレステクノロジを用いた装置の電源を入れる前に、管理者に使用の 
可否について確認してください。 


Regulatory statements 


• General 

This product complies with any mandatory product specification in any Country/ Region where 
the product is sold. In addition, the product complies with the following. 


B #European Union (EU) and Ei-rA 

This equipment complies with the R&TTE directive 1999/5/EC and has been provided with the 
CE mark accordingly. 


• Canada - Industry Canada (1C) 

This device complies with RSS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference , 
and (2) this device must accept any interference, including interference that may cause 
undesired operation of this device.” 

L ' utilisation de ce dispositil est autorisee seulement aux conditions suivantes :(1)il ne aoit pas 
produire de brouillage et (2) T utilisateur du dispositif doit etre pret a accepter tout brouillage 
radioelectrique recu, meme si ce brouillage est susceptible de compromettre le fonctionnement 
du dispositif. 

The tern ”IC’’ before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada 
technical spacifications were met. 
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B Bluetooth について 


• USA-Federal Communications Commission(FCC) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. Tms equipment generates, uses, and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a articular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the 
interference by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the distance between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to wmch the receiver is 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 


TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized 
modification of the devices included with this Bluetooth® Card from TOSHIBA, or the 
substitution or attachment of connecting cables and equipment other than specified by 
TOSHIBA. 

The correction of interference caused by such unauthorized modification, substitution or 
attachment will be the responsibility of the user. 


Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 

The radiated output power of the Bluetooth® Card from TOSHIBA is far below the FCC radio 
frequency exposure limits. Nevertheless, the Bluetooth® Card from TOSHIBA shall be used in 
such a manner that the potential for human contact during normal operation is minimized. The 
antenna(s) used in this device are located at the upper edge of the LCD screen, and this device 
has been tested as portable device as defined in Section 2.1093 of FCC rules when the LCD 
screen is rotated 180 degree and covered the keyboard area. In addition, Bluetooth has been tested 
with Wireless LAN transceiver for co-location requirements. This device and its antenna(s) 
must not be co-located or operating in conjunction with any other antenna or transmitter. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that 
it does not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult 
Safety Code 6, obtainable from Health Canada's website www.hc-sc.gc.ca/rpb. 
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B Bluetooth について 


• Taiwan 

Article 12 Without permission granted by the DGT or NCC, any company, enterprise, or user 
is not allowed to change frequency, enhance transmitting power or alter original 
characteristic as well as performance to a approved low power radio-frequency 
devices. 

Article 14 The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and 
interfere legal communications; If found, the user shall cease operating immediately 
until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in 
compliance with the Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference 
from legal communications or ISM radio wave radiated devices. 


■3 使用できる国/地域について 



* 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/地域以外では使用 
できません。 


アイスランド 

オランダ 

スロバキア 

ニュージーラント 

ポルトガル 

アイルランド 

カナダ 

ス□ベニア 

ノ J レウェー 

香港 

アメリカ合衆国 

韓国 

タイ 

八ンガ U — 

マルタ 

イギリス 

キプロス 

チェコ 

フィンランド 

ヨルダン 

イタ 1 」ァ 

ギリシャ 

中国 

フランス 

ラトビア 

エストニァ 

スイス 

デンマーク 

ブルガリア 

U トアニア 

オーストラリア 

スウェーデン 

ドイツ 

ベルギー 

IJ ヒテンシュタイン 

オーストリア 

スペイン 

日本 

ポーランド 

ルクセンブルク 
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東芝 PC あんしんサボート 

技術的なご質問、お問い合わせ、修理のご依頼をお受けいたします。 

全国共通電話番号01 20-97-1 048 (通話料.電話サポ-卜料無料） 

おかけいただくと、アナウンスが流れます。 

アナウンスに従ってご希望の窓口に該当する番号をプッシュしてください。 

電話番号は、お間違えのないよう、ご確認の上おかけください。 

海外からの電話、携帯電話、 PHS または直収回線など回線契約によってはつながらない 
場合がございます。その場合は TEL 043 -298-8780 (通話料お客様負担）にお問い合わ 
せください。 

技術相談窓口受付時間： 9 : 00-19： 00 (年中無休） 

修理相談窓口受付時間： 9 : 00-22 : 00 (年末年始12/31〜1/3を除く） 

インターネットもご利用ください。 

▼お問い合わせの多い質問をインターネットでご紹介 「よ<©る ご 質問 FAQJ 

http://dynabook.com/assistpc/index j.htm 

▼専用フォームからお問い合わせ 「東芝 PC オンライン」 

よくあるご質問 FAQ で問題が解決しないときはアンケートにお答えいただき、専用フォー 
ムから文書でお問い合わせください。 ※ご 利用にはお客様登録が 必要です。 

▼インターネットで修理のお申し込み 

http://dynabook.com/assistpc/repaircentem repair.htm 

システムメンテナンスのため、サボートを休止させていただく場合がございます。 

日程は、 dynabook . com 「サポート情報」—「東芝 PC あんしんサポート」 
( http :// dynabook . com / assistpc / anshin / indexJ . htm ) 上にてお知らせいたします。 

V_ J 


お問い合わせの詳細につきましては、『東芝 PC サボートのご案内』をご参照ください。 

• 本書の内容は、改善のため予告なしに変更することがあります。 

-本書の内容の一部または全部を、無断で転載することは禁止されています。 
•落丁、乱丁本は、お取り替えいたします。 

東芝 PC あんしんサボートにお問い合わせください。 
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